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狩
野
亨
吉
と
「
東
京
大
学
」 

 
 

 
 

 
 

 

文
・
丹
羽
み
さ
と  

狩
野
亨
吉
は
東
京
大
学
と
縁
が
深
い
。 

学
舎
と
し
て
通
っ
た
東
京
大
学
予
備
門
、
そ
し
て
東
京
大
学
・
帝
国
大
学
。
若
干

三
十
四
歳
に
し
て
校
長
を
務
め
た
、
教
養
学
部
の
前
身
で
あ
る
旧
制
第
一
高
等
学
校
。

書
簡
や
メ
モ
な
ど
狩
野
が
残
し
た
文
書
類
は
、
東
京
大
学
駒
場
図
書
館
に
あ
る
。
狩

野
と
言
え
ば
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
の
膨
大
か
つ
広
範
な
古
典
籍
資
料
群
、
狩
野

文
庫
が
有
名
で
あ
る
が
、
狩
野
の
旧
蔵
書
が
仙
台
の
土
地
へ
移
る
こ
と
に
な
っ
た
の

も
、
東
京
大
学
予
備
門
時
代
か
ら
の
交
友
関
係
が
、
そ
の
背
後
に
あ
っ
た
。 

そ
こ
で
、
東
京
大
学
お
よ
び
一
高
を
舞
台
と
し
た
狩
野
亨
吉
の
逸
話
を
、
数
点
紹

介
し
、
亨
吉
の
人
と
な
り
に
迫
り
た
い
。
な
お
、
文
中
の
［ 

］
内
は
展
示
番
号
を

指
す
。 

 

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
九
月
、
狩
野
亨
吉
は
東
京
大
学
予
備
門
に
入
学
す
る
。

当
時
の
校
長
は
浜
尾
新
。
一
学
年
上
に
は
福
沢
諭
吉
の
息
子
、
一
太
郎
と
捨
次
郎
が
、

ま
た
第
三
十
五
代
内
閣
総
理
大
臣
に
な
っ
た
平
沼
騏
一
郎
が
お
り
、
二
学
年
上
に
は

哲
学
館
（
の
ち
の
東
洋
大
学
）
の
創
設
者
井
上
円
了
が
、
三
学
年
上
に
は
第
四
代
東

京
市
長
と
な
っ
た
阪
谷
芳
郎
が
い
た
。 

狩
野
と
同
学
年
に
は
、
生
涯
の
友
で
あ
る
澤
柳
政
太
郎
が
い
た
。
澤
柳
は
東
北
帝

国
大
学
の
初
代
総
長
で
あ
り
、
彼
の
働
き
に
よ
っ
て
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
狩

野
文
庫
の
購
入
が
決
ま
っ
た
。
国
宝
、
延
久
本
『
史
記
』
孝
文
本
紀
も
そ
の
中
に
含

ま
れ
る
。
ま
た
、
明
治
三
十
一
年(

一
八
九
八)

十
一
月
に
狩
野
が
一
高
校
長
に
着
任
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
、
澤
柳
の
い
さ
さ
か
強
引
な
依
頼
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
［
五

高-

４
］
。
澤
柳
は
同
年
七
月
か
ら
十
一
月
の
約
半
年
間
、
一
高
の
校
長
で
あ
り
、
自
身

が
文
部
省
普
通
学
務
局
長
に
着
任
す
る
に
当
た
っ
て
、
後
任
に
狩
野
を
推
挙
し
た
。

澤
柳
の
一
例
を
取
っ
て
み
て
も
、
予
備
門
時
代
の
人
脈
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
当
時
、
高
等
教
育
を
受
け
る
人
材
が
限
ら
れ
て
い
た
た

め
、
必
然
的
に
密
な
付
き
合
い
が
生
ま
れ
て
い
た
た
め
だ
ろ
う
。
狩
野
の
日
記
に
し

ば
し
ば
刻
ま
れ
る
平
山
信
、
蘆
野
敬
三
郎
と
も
、
予
備
門
で
出
会
っ
て
い
た
。 

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
九
月
、
狩
野
は
東
京
大
学
理
学
部
数
学
科
に
、
平
山

と
蘆
野
は
星
学
科
に
進
学
す
る
。
特
に
平
山
と
狩
野
は
江
戸
時
代
の
和
算
家
、
関
孝

和
に
も
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
狩
野
よ
り
も
早
く
に
関
孝
和
の
掃
苔
に
出
向
い
た
平

山
は
、
そ
の
自
慢
気
な
様
子
を
葉
書
に
書
い
て
寄
越
し
て
い
る
［
青-

５
］
。
現
在
も
新

宿
区
浄
輪
寺
に
あ
る
関
の
墓
石
に
は
、「
宝
永
五
年
戊
子
十
月
廿
四
日
卒
」
と
い
う
没

年
と
、
「
法
行
院
宗
日
心
大
居
士
」
と
い
う
法
名
の
間
に
、
「
贈
従
四
位 

時
明
治
四

十
年
十
一
月
十
五
日
」
と
い
う
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
四
十
年
（
一

九
〇
七
）
の
関
孝
和
二
百
年
忌
に
、
菊
池
大
麓
等
有
志
の
発
起
で
贈
位
さ
れ
た
記
録

で
あ
る
１

。
狩
野
は
こ
の
二
百
年
忌
に
際
し
て
開
催
さ
れ
た
本
朝
数
学
通
俗
講
演
会
で

「
記
念
す
べ
き
関
流
の
数
学
家
」
と
い
う
演
目
で
講
演
を
行
っ
て
お
り
、
大
学
時
代

の
関
心
が
こ
こ
で
ひ
と
つ
の
実
を
結
ん
で
い
る
［
蒐
書
Ⅱ-

１
］
。 

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
の
皆
既
日
蝕
で
は
、
先
に
観
測
地
で
あ
る
黒
磯
に
滞

在
し
て
い
た
平
山
に
「
特
別
」
に
誘
わ
れ
、
現
地
ま
で
狩
野
は
足
を
伸
ば
し
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
当
日
は
小
雨
が
降
る
曇
天
で
あ
り
、
日
蝕
を
見
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ

た
が
、
平
山
は
鮎
ば
か
り
の
食
事
に
飽
き
て
、
牛
肉
運
搬
人
と
し
て
狩
野
を
呼
ん
だ

と
い
う
の
が
「
特
別
」
な
事
情
の
真
相
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
と
も
か
く
も
目
的
の
ひ

と
つ
は
達
成
さ
れ
た
［
青-

６
・
７
］
。
こ
の
よ
う
に
平
山
の
手
紙
か
ら
は
、
朗
ら
か
な
交

際
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。 

同
学
年
の
蘆
野
敬
三
郎
か
ら
は
、
後
年
悲
痛
な
書
簡
が
届
く
こ
と
に
な
る
。 

狩
野
が
一
高
に
赴
任
し
て
か
ら
五
年
が
経
っ
た
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
五

月
、
一
般
社
会
に
も
衝
撃
を
与
え
た
ひ
と
つ
の
事
件
が
起
こ
る
。「
巌
頭
の
感
」
と
い

う
「
名
文
」
を
残
し
て
日
光
華
厳
の
滝
に
身
を
投
げ
た
藤
村
操
の
自
殺
で
あ
る
。
藤

村
の
事
件
に
関
し
て
は
、
『
万
朝
報
』
（
明
治
三
十
六
年
〈
一
九
〇
三
〉
五
月
二
十
六

日
）
に
掲
載
さ
れ
た
父
方
の
叔
父
那
珂
通
世
の
投
書
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
母
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方
の
伯
父
で
あ
る
蘆
野
敬
三
郎
か
ら
は
、
狩
野
の
元
に
状
況
を
記
し
た
書
状
が
届
け

ら
れ
た
。
五
月
二
十
一
日
に
行
方
不
明
に
な
っ
て
か
ら
、
二
十
四
日
に
は
投
身
自
殺

が
確
認
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
遺
体
が
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
悲
痛
な
内
容
で
あ
る

［
藤
村-

１
］
。
遺
骸
は
二
ヶ
月
後
に
発
見
さ
れ
、
青
山
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
［
藤
村-

２
］
。
蘆

野
と
狩
野
が
大
学
時
代
に
親
し
く
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
甥
の
一
高
入
学
を

旧
友
の
狩
野
に
朗
報
と
し
て
伝
え
て
い
た
に
違
い
な
い
。
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇

二
）
九
月
に
入
学
し
て
か
ら
、
一
年
に
も
満
た
な
い
間
に
、
こ
の
よ
う
な
悲
報
を
友

人
に
伝
え
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
蘆
野
の
心
中
を
推
察
す
る
と
、
非
常
に
痛
ま
し

い
思
い
が
す
る
。 

ち
な
み
に
、
藤
村
は
英
法
科
文
科
に
入
学
し
、
同
じ
ク
ラ
ス
に
は
「
銀
の
匙
」
の

作
者
、
中
勘
助
や
、
一
高
の
校
長
と
な
り
、
後
に
藤
村
の
妹
と
結
婚
し
た
安
倍
能
成

な
ど
が
い
た
。 

狩
野
が
校
長
と
し
て
一
高
生
を
見
守
っ
て
い
た
の
は
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九

八
）
十
一
月
か
ら
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
七
月
ま
で
の
約
七
年
半
で
あ
る
。

こ
の
間
の
在
校
生
、
特
に
文
科
の
学
生
に
は
、
藤
村
等
の
他
、
次
の
よ
う
な
人
物
が

い
た
。 明

治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
九
月
入
学
、
川
田
順
・
小
山
内
薫(
文
科) 

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
九
月
入
学
、
古
堀
栄
・
鳩
山
一
郎(
英
法
科)

、 

三
矢
宮
松(

独
法
科)

、
補
永
茂
助
・
森
田
米
松(

草
平)(

文
科) 

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
九
月
入
学
、
時
野
谷
常
三
郎
・
鳩
山
秀
夫
・ 

阿
部
次
郎
・
鄕
古
潔
・
岩
波
茂
雄(

英
法
科
文
科)

、 

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
九
月
入
学
、
尾
崎
秀
雄
・
安
倍
能
成
・
中
勘
助
・ 

野
上
豊
一
郎
・
藤
村
操
・(

英
法
科
文
科)

、
小
宮
豊
隆(

独
法
科
独
文
科) 

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
九
月
入
学
、
芦
田
均
・
野
村
長
一(

胡
堂)  

(

仏
法
科
仏
文
科)

、
吉
田
茂(

独
法
科
独
文
科)

、 

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
九
月
入
学
、
君
島
一
郎
・
谷
崎
潤
一
郎 

(

英
法
科
文
科)

、
辰
野
隆(

仏
法
科
文
科)

、
九
鬼
周
造(

独
法
科
独
文
科) 

多
く
の
人
材
を
輩
出
し
た
一
高
校
長
時
代
の
中
で
も
、
鳩
山
一
郎
・
秀
夫
兄
弟
の

入
寮
問
題
は
、
狩
野
の
清
廉
実
直
な
性
格
を
表
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
巷
間
に
広

く
知
ら
れ
て
い
る
。 

例
え
ば
、
青
江
舜
二
郎
『
狩
野
亨
吉
の
生
涯
』（
中
公
文
庫
、
一
九
八
七
年
）
に
も
、

「
長
男
一
郎
が
一
高
に
入
っ
た
時
、
あ
ん
な
寮
で
は
息
子
が
だ
め
に
な
る
、
通
学
を

さ
せ
る
か
ら
と
言
い
に
来
た
（
中
略
）
彼
女
が
と
う
と
う
と
ま
く
し
立
て
る
の
を
い

つ
も
の
よ
う
に
黙
っ
て
聞
い
て
い
た
亨
吉
は
、
〝
こ
こ
は
入
寮
が
前
提
で
す
。
そ
れ

が
気
に
入
ら
ぬ
と
す
れ
ば
退
学
届
を
出
し
て
下
さ
い
。
〟
（
中
略
）
亨
吉
が
自
分
で

語
る
は
ず
は
な
く
、
恐
ら
く
は
、
そ
ば
に
控
え
て
い
た
谷
山
生
徒
監
あ
た
り
が
漏
ら

し
た
の
で
は
な
い
か
。
私
た
ち
が
寮
に
入
っ
た
時
、
こ
の
挿
話
は
依
然
と
し
て
語
り

つ
が
れ
て
い
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

息
子
の
入
寮
を
阻
止
す
べ
く
母
親
春
子
が
直
談
判
に
来
た
も
の
の
、
狩
野
は
特
例

を
認
め
ず
、
言
下
に
断
っ
た
と
い
う
。
外
務
次
官
鳩
山
和
夫
の
権
力
に
も
屈
し
な
か

っ
た
と
い
う
狩
野
の
逸
話
は
、
母
校
の
自
立
と
自
由
と
に
誇
り
を
抱
い
て
い
る
一
高

生
に
と
っ
て
、
好
箇
の
話
柄
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。 

確
か
に
、
政
治
的
圧
力
を
か
け
て
息
子
の
通
学
を
認
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
鳩
山
の

書
簡
も
残
さ
れ
て
い
る
［
鳩
山-

２
］
。
し
か
し
な
が
ら
、
狩
野
文
書
に
残
さ
れ
た
鳩
山
春

子
の
手
紙
や
、
当
時
の
寮
日
誌
な
ど
を
読
む
と
、
言
下
に
狩
野
が
断
っ
た
、
と
い
う

に
は
や
や
異
な
る
真
相
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。 

そ
も
そ
も
、
一
高
が
全
寮
制
と
な
っ
た
の
は
、
鳩
山
家
長
男
一
郎
の
入
学
か
ら
一

年
以
上
経
っ
た
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。
同
年
の
『
寄

宿
寮
記
録
』
に
は
、
病
気
や
家
庭
の
事
情
な
ど
か
ら
、
通
学
が
許
可
さ
れ
て
い
る
者

も
数
人
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
高
の
寮
は
自
治
制
度
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、

通
学
許
可
の
諾
否
は
、
寮
務
舎
監
や
寮
委
員
に
一
任
さ
れ
て
い
た
。
一
郎
入
寮
に
つ

い
て
は
、
狩
野
の
「
越
権
行
為
」
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
校
長
は
そ
れ

を
追
認
す
る
と
い
う
形
が
取
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
［
鳩
山-

３
］
。
し
た
が
っ
て
、

春
子
は
本
来
な
ら
ば
、
寮
長
に
直
談
判
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
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よ
う
な
事
情
を
知
る
よ
し
も
な
く
、
狩
野
校
長
に
通
学
許
可
を
求
め
、
一
高
と
い
う

組
織
自
体
に
余
計
な
亀
裂
を
生
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
狩
野
が
拒
絶
し
た
と
い
う

「
噂
」
は
、
そ
の
亀
裂
を
埋
め
る
た
め
の
「
説
話
」
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

渦
中
の
一
郎
は
、
結
局
数
ヶ
月
の
入
寮
で
済
ん
だ
が
［
鳩
山-

６
］
、
次
男
の
秀
夫
は
、

全
寮
制
が
定
ま
っ
た
後
で
あ
っ
た
た
め
、
三
年
間
在
寮
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
春

子
は
秀
夫
の
時
に
も
通
学
願
い
の
書
簡
を
認
め
て
い
る
［
鳩
山-

４
］
。
そ
こ
に
は
、
一
郎

の
入
寮
問
題
の
影
響
に
よ
り
、
今
度
は
秀
夫
が
鉄
拳
制
裁
を
受
け
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
心
配
が
記
さ
れ
、
だ
か
ら
僅
か
な
期
間
で
退
寮
さ
せ
、
通
学
に
切
り
替
え
る

こ
と
を
許
可
す
べ
き
だ
と
い
う
主
張
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
当
事
者
の
秀
夫
は
制

裁
不
安
を
抱
え
つ
つ
も
、
三
年
間
首
席
を
通
し
た
。 

 

最
後
に
、
書
物
を
中
心
と
し
た
狩
野
亨
吉
と
夏
目
漱
石
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
て

み
た
い
。 

狩
野
は
大
学
時
代
に
は
既
に
蒐
書
を
始
め
て
お
り
、
古
書
店
と
の
や
り
と
り
が
日

記
に
し
ば
し
ば
現
れ
る
。
狩
野
は
書
物
を
秘
蔵
す
る
こ
と
な
く
、
友
人
や
学
生
な
ど

閲
覧
希
望
者
に
貸
与
し
た
。
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
以
降
の
貸
出
簿
に
は
、

「
夏
目
文
学
士
」
、
す
な
わ
ち
夏
目
漱
石
の
名
前
も
見
ら
れ
る
。
漱
石
が
借
り
出
し
た

の
は
、
曲
亭
馬
琴
『
伊
波
伝
毛
之
記
』
で
あ
り
、
本
書
は
東
北
大
学
の
狩
野
文
庫
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
狩
野
は
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
、
一
高
の
英
語
講
師
と
し

て
漱
石
を
招
聘
し
た
。
こ
の
時
、
独
法
科
独
文
科
に
い
た
小
宮
豊
隆
が
、
後
年
、
東

北
帝
国
大
学
図
書
館
長
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
漱
石
の
旧
蔵
書
も
ま
た
、
同
大
学
に
寄

贈
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
狩
野
と
漱
石
が
一
高
に
奉
職
し
て
い
た
わ
ず
か
三
年
の

間
に
培
わ
れ
た
縁
で
あ
る
が
、
狩
野
と
小
宮
は
、
漱
石
の
葬
儀
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
弔
辞
を
読
ん
で
お
り
、
そ
の
縁
は
深
か
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

大
正
五
年(

一
九
一
六)

十
二
月
九
日
に
没
し
た
漱
石
を
偲
び
、
岩
波
茂
雄
は
全
集
の
刊

行
に
尽
力
し
た
。
岩
波
も
狩
野
・
漱
石
時
代
の
生
徒
で
あ
り
、
狩
野
校
長
を
慕
っ
て

い
た
岩
波
は
、
「
先
生
を
金
持
に
さ
せ
た
い
」
と
言
っ
て
憚
ら
な
か
っ
た
［
一
高-

３
］
。

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
か
ら
順
次
刊
行
さ
れ
た
『
漱
石
全
集
』
の
扉
の
書
名
は
、

狩
野
の
揮
毫
に
よ
る
。 

 

高
等
教
育
を
受
け
る
者
の
少
な
か
っ
た
時
代
、
文
学
士
と
理
学
士
の
学
位
を
持
つ

狩
野
の
学
力
は
高
く
評
価
さ
れ
、
金
沢
の
第
四
高
等
学
校
を
は
じ
め
、
熊
本
の
第
五

高
等
学
校
、
東
京
の
第
一
高
等
学
校
、
京
都
帝
国
大
学
と
い
っ
た
様
々
な
学
校
に
招

聘
さ
れ
た
。
時
に
は
折
角
の
誘
い
を
断
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
最
も
長
く

勤
め
た
の
が
、
第
一
高
等
学
校
で
あ
っ
た
。
母
校
と
い
う
愛
着
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

八
年
半
と
い
う
長
く
は
な
い
期
間
で
あ
っ
た
が
、
岩
波
茂
雄
を
は
じ
め
、
彼
を
慕
う

者
は
多
か
っ
た
。
そ
の
魅
力
を
補
永
茂
助
の
手
紙
［
一
高-

４
］

か
ら
引
用
し
て
、
こ
の

稿
を
閉
じ
た
い
。 

 竹
早
町
の
御
邸
を
訪
ひ
て
御
取
次

を
願
ふ
と
き
は
い
つ
も
躊
躇
致
候
。

唯
門
を
出
つ
る
時
心
欣
然
と
し
て

い
つ
も
始
め
に
躊
躇
せ
し
こ
と
を

悔
い
申
候
。 

     

注
１ 

真
島
秀
行
「
関
孝
和
三
百
年
忌
と
関 

孝
和
三
百
年
祭
記
念
事
業
に
つ
い
て
」 

『
数
学
通
信
』
二
〇
〇
七
年
二
月 

 

本
文
執
筆
に
あ
た
り
、
安
達
裕
之
東
京
大
学 

名
誉
教
授
お
よ
び
東
京
大
学
駒
場
図
書
館
の 

方
々
に
御
高
配
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
謝
申 

し
上
げ
ま
す
。 

明治 38 年(1905）7 月 一部三年二組 生徒集合写真 

（前列中央狩野亨吉・左端夏目漱石 部分修正 駒場博物館蔵 [夏目-４]）



1 
 

教
育
者
・
蒐
書
家
・
鑑
定
人 

狩 

野 

亨 

吉 
 

生
誕
150
周
年
記
念
展 

 
 
 

  

生 

涯  

 

【
資
料
群
の
由
来
】 

は
じ
め
に-

１ 
 

狩
野
亨
吉
回
顧
メ
モ 

狩
野
が
半
生
を
振
り
返
っ
た
メ
モ
。
内
弁
慶
で
美
人
好

き
、
幼
い
頃
か
ら
さ
し
て
勉
強
せ
ず
と
も
出
来
た
と
い

う
。
そ
の
中
で
数
学
だ
け
が
不
出
来
で
あ
っ
た
。
そ
の

為
、
大
学
で
は
数
学
を
ま
ず
専
攻
す
る
。 

 

［
翻
刻
］ 

「
千
八
百
六
十
五
年
慶
応
元
年
七
月
廿
八
日
を
以
て

出
羽
国
秋
田
藩
大
館
に
生
る
、
四
歳
の
時
生
地
を
出
て

よ
り
未
た
一
度
も
其
地
に
帰
ら
す
、
而
猶
人
の
言
葉
を

聞
た
る
に
非
す
し
て
家
宅
隣
近
の
模
様
又
親
戚
の
家

の
模
様
を
記
臆
せ
り
、
戊
辰
の
乱
全
家
一
度
離
散
シ
、

余
ハ
母
に
負
は
れ
ハ
津
軽
に
落
行
、
遂
に
能
代
外
戚
水

野
氏
に
寓
す
、
此
間
余
は
一
箇
の
経
験
を
な
し
た
り
、

即
ち
余
は
大
館
を
落
行
ち
き
に
母
に
負
は
れ
、
そ
れ
ハ

何
の
異
変
あ
り
と
も
思
は
さ
り
し
か
矢
立
峠
を
過
る

頃
余
ハ
何
と
な
き
驚
怖
し
て
頻
に
泣
け
れ
ハ
母
ハ
之

を
推
し
つ
め
ん
と
て
余
り
泣
か
ハ
此
谷
に
捨
行
へ
し

と
云
た
り
、
是
時
余
《
余
か
経
験
の
中
に
も
尤
も
恐
し

き
事
な
り
き
》
ハ
谷
を
見
た
り
、
其
時
恐
ろ
し
き
こ
と

云
は
ん
か
た
な
く
直
に
泣
ハ
止
ま
り
た
る
な
る
へ
し
、

こ
れ
よ
り
鰍
澤
に
て
海
波
の
音
を
き
ゝ
能
代
に
て

種
々
の
経
験
ハ
こ
と
を
ハ
今
猶
記
臆
し
を
れ
り
、
南
部

の
暴
徒
降
を
入
る
に
及
ん
て
一
旦
大
館
に
帰
り
大
に

病
む
、
次
て
又
秋
田
に
移
住
す
、
初
め
官
宅
に
住
し
祖

父
を
失
ふ
後
、
大
館
□
□
の
長
屋
に
住
し
根
本
氏
の
塾

に
通
学
す
、
今
八
才
位
ま
て
の
経
歴
を
述
へ
ん
に
初
め

官
宅
に
住
せ
る
頃
よ
り
父
ハ
所
々
の
神
童
或
ハ
彗
児

の
談
を
以
て
吾
を
勧
励
せ
し
か
ハ
、
余
は
常
に
草
紙
□

を
聞
き
、
字
を
習
ひ
又
ハ
好
て
画
を
か
け
り
、
少
し
も

遊
戯
に
心
な
か
り
し
か
バ
身
体
甚
よ
ハ
か
り
し
広
小

路
屋
敷
に
移
る
に
及
ん
て
友
と
な
す
者
ハ
労
働
者
の

子
女
な
り
し
に
も
関
ら
す
余
ハ
自
由
に
遊
共
し
却
つ

て
学
問
に
心
な
く
屡
家
に
い
つ
は
り
て
塾
に
行
さ
る

こ
と
あ
り
き
幾
ハ
く
も
な
く
し
て
後
、
家
ハ
愛
宕
町
に

移
り
、
身
は
太
平
小
学
校
の
生
徒
と
な
り
て
明
治
九
年

十
二
の
年
ま
で
茲
に
在
り
、
此
間
父
兄
共
に
東
京
に
出

て
余
を
督
せ
る
者
ハ
叔
父
な
り
、
家
に
在
て
ハ
常
に
菓

子
類
を
求
め
次
姉
を
悪
口
す
な
と
な
し
た
れ
と
も
外

に
出
て
ハ
甚
静
粛
。
十
歳
位
の
時
既
に
美
人
を
好
む
、

尿
道
の
変
化
小
言
に
し
て
長
者
も
及
は
さ
る
処
な
り

し
、
且
別
に
さ
し
た
る
勉
強
も
運
動
も
な
さ
ゝ
れ
と
も

学
校
に
て
ハ
常
一
二
の
地
位
を
し
め
身
体
ハ
肥
大
に

な
り
た
り
、
総
し
て
記
憶
力
感
覚
鋭
敏
、
精
神
不
断
小

事
を
気
に
し
泣
易
ス
く
甚
た
女
子
に
類
せ
り
と
常
評

さ
れ
た
り
、
九
年
東
京
に
移
住
し
、
翌
年
母
を
失
へ
遂

て
祖
母
及
兄
を
失
ふ
、
此
間
番
町
小
学
第
一
中
学
予
備

門
東
京
大
学
を
経
て
帝
国
大
学
学
士
と
な
る
、
嘗
自
ら

勉
強
し
た
り
と
思
ふ
こ
と
な
し
、
小
学
に
あ
り
し
よ
り

大
学
を
卒
ふ
る
ま
て
最
も
鈍
な
も
の
あ
り
き
、
即
数
学

な
り
、
中
学
を
出
る
ま
て
ハ
何
事
に
付
て
人
よ
り
劣
る

と
云
ふ
事
非
さ
り
し
か
此
一
科
の
み
ハ
甚
た
不
出
来

な
り
き
。
十
才
の
頃
に
も
美
女
を
ハ
気
を
止
め
て
記
憶

せ
り
、
十
二
才
の
頃
よ
り
己
の
貌
の
美
な
ら
さ
る
を
歎

せ
り
さ
て
今
ハ
定
か
な
ら
ね
と
中
学
を
出
て
し
頃
な

る
へ
し
、
世
に 

 

塗
り
つ
ぶ
し 

 

云
事
を
初
め
た
り
、

か
ね
て
秋
田
に
在
り
時
よ
り 

 

塗
り
つ
ぶ
し 

 

存
在
を

知
り
た
り
し
か
ハ
終
に
之
を
観
る
こ
と
を
ハ
た
せ
り
、

如
何
に
し
て
将
せ
り
か
ハ
他
人
の
名
誉
に
か
ゝ
る
こ

と
あ
れ
ハ
黙
す
へ
し
、
余
か
天
性
ハ
強
壮
な
り
し
か
と

も
精
神
は
不
断
な
り
し
、
余
ハ
此
時
既
に
其
害
を
知
り

し
か
と
も
哀
か
な
之
欲
を
制
す
る
こ
と
能
ハ
す
し
て 

 
 

塗
り
つ
ぶ
し 

 

終
に
頭
痛
鬼
夢
」 

 

は
じ
め
に-

２ 

行
李 

八
田
三
喜
が
保
管
し
て
い
た
狩
野
亨
吉
文
書
が
保
管

さ
れ
て
い
た
行
李
。 

 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿ 

【
秋
田
大
平
小
学
校
、
そ
し
て
東
京
番
町
小
学
校
へ
】

小
学-

１ 

狩
野
良
知
宛
書
状 

 

明
治
７
年(

１８

７４)

８
月

１９
日 

１０
歳
の
狩
野
少
年
が
ね
だ
っ
た
『
筆
算
訓
蒙
』
は
明
治

２
年(

１８

６９)

に
出
版
さ
れ
た
算
数
の
問
題
集
。
こ
の

頃
か
ら
す
で
に
数
学
へ
関
心
が
あ
っ
た
。 

 

［
翻
刻
］ 

「
残
暑
之
時
御
尊
体
益
御
機
嫌
克
奉
恐
悦
候
。
此
表
相



2 
 

揃
無
恙
乍
恐
御
安
枕
被
遊
度
奉
願
上
候
。
一
筆
算
訓
蒙

五
冊
揃
壱
部
御
調
被
下
度
奉
願
候
。
尊
兄
様
御
吟
味
被

下
間
違
之
な
き
処
御
仕
送
奉
願
上
候
。
余
ハ
重
て
奉
申

上
候
。
恐
惶
謹
言 

八
月
十
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

亨
吉 

尊
大
人
様 

膝
下
」 

 

小
学-

２ 

下
等
小
学
第
七
級
卒
業
証
書 

 

明
治
８
年(

１８

７５)

１
月 

入
学
後
一
年
経
っ
た
第
７
級
の
時
の
卒
業
証
書
。
す

べ
て
毛
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

小
学-

３ 

大
試
業
優
等
に
つ
き
世
界
商
売
往
来
一
部 

授
与
状 

 
 
 
 
 

明
治
８
年(

１８

７５)

２
月 

入
学
半
年
後
か
ら
早
く
も
成
績
優
秀
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
て
い
る
。  

 

小
学-

４ 

証
上
等
小
学
第
八
級
卒
業
証
書  

明
治
１１
年(

１８

７８)

４
月 

 

小
学-

５ 

学
業
優
等
に
つ
き
筆
墨
紙
授
与
状 

明
治
１１
年(

１８

７８)

４
月
６
日 

狩
野
の
学
力
は
、
上
等
小
学
で
も
十
分
通
用
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。 

 

小
学-

６ 
S
pen

ce
ri
an
 P
enm

an
sh
ip
 4 

 

 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿ 

【
東
京
府
第
一
中
学
校
か
ら
東
京
大
学
予
備
門
へ
】 

中
予-

１ 

東
京
府
学
務
課
報
告 

第
二
号 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

明
治
１１
年(

１８

７８)

８
月
２１
日 

府
立
一
中
に
は
、
下
等
小
学
卒
業
者
は
無
試
験
で
入
学

で
き
た
。
狩
野
は
英
語
で
授
業
が
行
わ
れ
る
「
変
則
科
」

に
入
学
し
た
。
後
年
、
夏
目
漱
石
は
正
則
科
に
入
学
。 

 

中
予-

２ 

町
田
忠
治
書
状 

明
治
１１
年(

１８

７８)

１２
月
９
日 

狩
野
の
府
立
一
中
変
則
科
入
学
を
祝
し
て
、
友
人
よ
り

送
ら
れ
た
手
紙
。 

 

［
翻
刻
］ 

「
芳
翰
拝
瞰
如
尊
命
青
女
伝
霜
信
之
候
。
貴
兄
益
々
御

勇
健
御
勤
学
奉
拝
賀
候
。
陳
ハ
一
別
以
降
久
ク
書
信
ヲ

呈
セ
ズ
却
テ
御
詢
候
ニ
預
リ
実
ニ
畏
縮
仕
候
。
貴
兄
御

登
京
以
来
頻
ニ
御
進
級
ノ
由
且
ツ
属
者
変
則
第
一
中

学
校
へ
御
入
学
ノ
由
遙
ニ
承
リ
抃
喜
雀
躍
ノ
至
リ
。
是

レ
貴
兄
幼
ヨ
リ
学
ニ
篤
ク
書
ヲ
読
ム
昼
夜
ヲ
兼
テ
息

サ
ル
ノ
報
ト
推
察
仕
候
。
貴
兄
今
ヨ
リ
十
年
志
ヲ
篤
シ

意
ヲ
刻
ミ
ナ
ハ
青
紫
ヲ
取
ル
実
ニ
芥
ヲ
拾
フ
ヨ
リ
易

カ
ラ
ン
。
是
□
生
カ
偏
ヘ
ニ
貴
兄
ノ
為
ニ
願
フ
所
ナ
リ
。 

匆
々
不
具 

 

十
二
月
九
日 

 
 
 
 
 
 

町
田
忠
治
九
拝 

 

狩
野
亨
吉
様
座
下
」 

  

中
予-

３ 

退
校
願 

  
  
 

明
治
１２
年(

１８

７９)

９
月
１８
日 

狩
野
は
大
学
予
備
門
に
入
学
す
る
た
め
、
府
立
一
中

(

現
日
比
谷
高
校)

を
中
退
す
る
。 

 
 中

予-

４ 

『
東
京
大
学
予
備
門
一
覧
』 明

治
１２
年(

１８

７９)
 

狩
野
は
第
４
級
第
２
組
で
あ
っ
た
。
時
の
主
幹(

校
長)

は
浜
尾
新
。
同
級
に
は
、
上
田
万
年
や
生
涯
の
友
で
あ

る
澤
柳
政
太
郎
、
平
山
信
が
い
た
。（
駒
場
博
物
館
蔵
） 

 
 

中
予-

５ 

授
業
料
之
儀
ニ
付
願 

明
治
１２
年(

１８

７９)

１０
月
１４
日 

幼
年
、
独
身
、
無
産
の
上
、
父
と
は
一
家
を
別
に
構
え

て
い
る
と
学
費
分
納
申
請
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。
狩
野

は
月
々
五
十
銭
の
分
納
を
許
可
さ
れ
た
。 

 
 

中
予-

６ 

『
東
京
大
学
予
備
門
前
本
黌
生
徒
優
劣
表
』 

明
治
１６
年(

１８

８３)
 

明
治
１６
年
６
月
の
第
３
学
期
の
成
績
表
で
、
成
績
順
。

第
１
級
に
は
平
沼
騏
一
郎
、
第
２
級
に
は
狩
野
亨
吉
・

木
村
駿
吉
、
第
３
級
に
は
池
田
菊
苗
・
三
好
学
・
三
上

参
次
・
丘
浅
次
郎
の
名
が
見
え
る
。 

(

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵) 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿ 

【
東
京
大
学(

の
ち
帝
国
大
学)

か
ら
大
学
院
へ
】 

大-

１ 

『
帝
国
大
学
一
覧
』 

明
治
１９
・
２０
年(

１８

８６
・
１８

８７)
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数
学
科
は
狩
野
一
人
だ
け
だ
っ
た
が
、
同
学
年
の

平
山
信
や
蘆
野
敬
三
郎(

星
学
科)

、
澤
柳
政
太
郎

(
哲
学
科)
な
ど
と
は
、
長
い
親
交
を
保
っ
た
。 

(

国
立
国
会
図
書
館
蔵) 

 

 

大-

２ 

受
業
料
減
額
願 

 

明
治
１７
年(

１８

８４)

９
月
１０
日 

東
京
大
学
理
学
部
入
学
後
も
、
狩
野
は
貧
困
を
理
由
に
、

授
業
料
の
減
額
願
い
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
無

事
に
受
理
さ
れ
た
。 

 
 

大-

３ 
Ch
em
is
tr
y
 
R
ar
e 

E
le
me
nt
s.
 
Pe
ri
od
ic 

L
aw
 P
ro
f.
Sak

ur
ai
 
 
 

化
学
教
授
櫻
井
錠
二
の
授
業
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
授
業
は

英
語
で
行
わ
れ
た
。 

 
 

大-

４ 
A
st
ron

om
y
 
 

 

当
時
は
星
学
が
あ
り
、
寺
尾
寿
に
よ
る
講
義
で
あ
っ
た
。 

 

大-

５ 

楕
円
函
数
試
験
答
案 

 
 

藤
澤
利
喜
多
郎
に
よ
る
試
験
答
案
。Very good

の
評

価
を
得
た
。
ま
た
狩
野
は
水
泳
が
得
意
で
あ
り
、
水
泳

中
の
頭
部
を
描
い
た
落
書
き
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

大-

６ 

『
帝
国
大
学
一
覧
』 

 
 

狩
野
は
明
治
２２
年(

１８

８９)

、
第
２
年
か
ら
哲
学
科

に
再
入
学
し
た
。
同
じ
哲
学
科
の
２
年
下
に
正
岡

子
規
が
お
り
、
英
文
に
は
夏
目
漱
石
が
、
国
文
に

は
芳
賀
矢
一
が
い
た
。 

 
 

(

国
立
国
会
図
書
館
蔵) 

 

院-

１ 

大
学
院
入
学
許
可
証 明

治
２４
年(

１８

９１)

７
月
１０
日 

当
時
も
狩
野
の
よ
う
な
理
学
士
・
文
学
士
の
学
位
を
持

つ
者
は
稀
で
あ
っ
た
。 
 

 

院-

２ 

指
導
教
官
通
知
証 

明
治
２４
年(

１８

９１)

７
月
１０
日 

大
学
院
で
は
、
数
学
者
菊
地
大
麓
、
哲
学
者
井
上
哲
次

郎
、
英
語
教
師
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
ブ
ッ
セ
の
指
導
を

受
け
た
。 

 
 

院-

３ 
A
es
the

ti
c.
By
 P
rof

.D
r.
Lu
dw
ig 

Bu
ss
e
 
 

 
ブ
ッ
セ
の
美
学
講
義
受
講
ノ
ー
ト 

 
 

院-

４ 

狩
野
亨
吉
大
学
院
退
学
許
可
証 

明
治
２５
年(

１８

９２)

７
月
１５
日 

狩
野
は
四
高
に
赴
任
す
る
た
め
、
大
学
院
を
退
学
す
る
。 

［
翻
刻
］ 

「
大
学
院
学
生
狩
野
亨
吉 

本
月
十
五
日
付
願
退
学
ノ
件
ハ
聴
届 

明
治
二
十
五
年
七
月
十
五
日 

帝
国
大
学
総
長
文
学
博
士
加
藤
弘
之
」 

  

院-

５ 

大
屋
八
十
八
郎
書
状 明

治
２５
年(

１８

９２)

７
月
１９
日 

金
沢
中
学
校
、
則
ち
第
四
高
等
中
学
校
に
赴
任
が
決
ま

っ
た
た
め
、
狩
野
は
明
治
２５
年
、
帝
国
大
学
院
を
退
学

す
る
。
帝
大
に
は
８
年
間
在
籍
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。  

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓
仕
候
。
時
下
炎
威
難
堪
御
座
候
処
愈
御
清
寧
ニ

為
渡
大
賀
之
至
奉
存
候
。
其
後
ハ
御
無
沙
汰
ニ
打
過
奉

謝
候
。
扨
々
今
度
ハ
金
沢
中
学
校
教
授
御
拝
命
被
成
驚

喜
之
至
奉
存
候
。
此
事
兼
て
或
処
よ
り
承
知
仕
居
候
へ

共
如
何
ニ
半
信
半
疑
ニ
有
之
候
処
今
朝
慥
ニ
承
知
仕

後
生
の
為
め
一
大
慶
事
と
存
雀
躍
仕
候
。
此
御
本
永
々

拝
読
の
恩
恵
を
賜
り
難
有
存
候
。
不
遠
御
出
発
と
存
候

ニ
付
今
日
御
返
璧
仕
候
間
御
落
手
被
成
下
度
候
。
御
多

忙
の
処
御
迷
惑
恐
入
候
へ
共
御
出
発
前
ニ
一
度
拝
眉

仕
度
存
候
ニ
付
大
体
何
日
頃
御
出
発
ニ
て
何
日
頃
御

在
宿
ニ
や
一
寸
御
知
被
下
度
。
頓
首 

八
十
八
郎
拝 

狩
野
様
」 

 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿ 

【
青
春
の
帝
国
大
学
】 

青-

１ 

『
蔵
書
記
之
附
暦
算
書
目
』
狩
野
良
嘉 

『
塵
劫
記
』
な
ど
、
明
治
１９
年(

１８

８６)

７
月
ま
で
に
収

集
し
た
150
点
以
上
の
暦
算
書
、
お
よ
び
『
暦
象
新
書
』

な
ど
の
追
加
資
料
２６
点
が
記
さ
れ
て
い
る
。 
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青-

２ 

冬
期
休
業
中
旅
行
覚 

 

明
治
２４
年(

１８

９１)

１
月
２
日
～
７
日 

鋸
山
や
勝
浦
、
銚
子
な
ど
、
房
総
半
島
を
巡
っ
た
旅
の

記
録
。
船
か
ら
見
た
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
も
あ
る
。 

［
翻
刻
］ 

「
大
加
知
山
沖
よ
り
三
原
山
を
望
む
」 

 

青-

３ 

蔵
書
律
暦
別
志 

 
 

狩
野
が
関
孝
和
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
明
治
１８
年

１２
月
に
開
催
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ト
ン
祭
で
の
講
演
が
き

っ
か
け
で
あ
っ
た
。 

 

［
翻
刻
］ 

「
蔵
書
律
暦
書
目
弁
言
先
年
東
洋
学
芸
雑
誌
記
事
曰
、

元
禄
頃
我
国
有
関
孝
和
者
、
能
数
学
、
古
今
無
比
、
実

壙
世
名
家
也
、
吾
欲
知
其
為
人
、
詳
其
学
術
、
於
是
有

集
収
関
流
算
法
書
之
意
、
今
茲
七
月
初
得
割
機
算
法
算

法
雑
俎
及
夬
圓
豁
通
之
三
書
、
□
知
和
算
之
一
端
、
偶

八
月
中
旬
出
京
、
遊
歴
富
士
箱
根
而
帰
、
節
費
用
、
有

余
金
、
当
購
得
算
書
之
資
、
至
今
獲
書
三
十
四
部
八
十

七
冊
、
算
法
闕
疑
抄
以
下
算
法
玉
手
箱
、
尚
欲
普
集
和

算
書
、
以
供
学
史
編
述
之
材
料
也
、
旹
明
治
十
八
年
九

月
十
三
日 

狩
野
亨
吉
書
余
ノ
関
流
算
書
ヲ
捜
索
ス

ル
ニ
従
事
シ
タ
ル
ハ
今
年
ノ
初
メ
ヨ
リ
ノ
コ
ト
也
。
シ

カ
シ
関
氏
ノ
コ
ト
ヲ
耳
ニ
シ
タ
ル
ハ
昨
年
十
二
月
廿

五
日
ニ
ウ
ト
ン
祭
ニ
於
テ
酒
井
佐
保
氏
講
話
ノ
序
ニ

談
関
孝
和
ノ
コ
ト
ニ
及
ヒ
シ
ト
キ
ヲ
以
テ
初
メ
ト
ス

是
ヨ
リ
先
キ
家
君
架
蔵
中
算
学
啓
蒙
測
量
集
成
算
法

通
書
等
ア
リ
而
シ
テ
通
書
ニ
ヨ
リ
テ
和
算
ヲ
授
ケ
ラ

レ
タ
リ
此
他
和
蘭
陀
天
文
書
支
那
訳
書
等
モ
ア
り
し

様
ナ
レ
ト
モ
家
君
郷
里
ニ
テ
売
却
シ
玉
ヘ
ル
ヲ
以
テ

今
ハ
ナ
シ
同
日
附
記
」 

 

青-

４ 

平
山
信
端
書 

 
 

明
治
１９
年(

１８

８６)

１
月
１
日 

平
山
が
何
か
「
失
敬
を
し
た
」
お
詫
び
に
、
江
戸
時
代

の
和
算
学
者
、
関
孝
和
に
つ
い
て
話
し
合
お
う
と
記
さ

れ
て
い
る
。
お
詫
び
の
仕
方
が
独
特
で
あ
る
。 

 

［
翻
刻
］ 

「Shinnen O
m

edito1 gatsu 1jitsu H
irayam

a 
Shin. Chotto 

m
oshim

asu, issakujitsu w
a 

hanahada 
shikkei 

w
o 

itashim
ashitayuye 

ow
abinagara O

him
ano setsu oide

 
K

udasai 
m

ashi, Seki no
 

hanashi w
o ukagai m

asu 
K

ara.
」 

 

青-

５ 

平
山
信
端
書 

 
 
 

明
治
２１
年(

１８

８８)

１１
月
２
日 

星
学
科
の
平
山
と
飯
島
正
之
助
が
、
狩
野
よ
り
も
先
に

関
孝
和
の
墓
を
見
に
行
っ
た
時
の
ハ
ガ
キ
。
気
の
置
け

な
い
間
柄
な
ら
で
は
の
自
慢
が
微
笑
ま
し
い
。 

 

［
翻
刻
］ 

「
只
今
飯
嶋
君
ト
共
ニ
牛
込
七
軒
寺
町
ニ
於
テ
関
先

生
ニ
面
会
セ
リ
。
君
ナ
ン
ゾ
先
生
ヲ
叩
カ
ザ
ル
坊
主

中
々
之
慾
張
ト
心
得
タ
マ
ヘ
」 

青-

６ 

平
山
信
・
飯
島
正
之
助
端
書 

明
治
２０
年(

１８

８７)

８
月
１０
日 

８
月
１９
日
の
皆
既
日
蝕
観
察
の
た
め
に
黒
磯
へ
逗
留

し
て
い
た
星
学
科
の
平
山
と
飯
島
は
、(

土
産
の
牛
肉

を
携
え
る
は
ず
の)

狩
野
を
当
地
へ
と
誘
う
。 

 

［
翻
刻
］ 

「
僕
等
ノ
旅
宿
ハ
黒
磯
停
車
場
ヨ
リ
六
七
町
。
橋
ノ
タ

モ
ト 

御
状
拝
見
○
一
体
野
陣
馬
連
は
一
切
構
内
へ
入
る
を

禁
ず
る
こ
と
な
る
が
君
は
同
級
生
ノ
事
ニ
テ
特
別
と

守
屋
氏
云
ふ
。
だ
か
ら
僕
等
之
旅
宿
へ
早
ク
来
リ
玉
へ

○
前
に
云
た
通
り
食
ふ
物
は
毎
日
鮎
ノ
ミ
御
出
之
節

は
生
牛
肉
持
来
レ
ト
余
等
一
同
云
フ
但
し
生
牛
肉
○

乾
漬
ニ
ア
ラ
ズ
。
其
他
モ
チ
ガ
シ
旨
へ
物
御
持
参
勝
手

な
る
べ
し
早
々
同
居
者
七
人(

澤
田
吾
一
君
ハ
其
一
人)

」 
 

青-

７ 

明
治
二
十
年
黒
磯
に
皆
既
日
蝕
を
観
る
記 

皆
既
日
蝕
の
観
測
に
同
行
し
た
狩
野
の
日
記
。
日
付
が

１９
日
で
は
な
く
、
１８
日
に
な
っ
て
い
る
が
、
行
程
や

観
測
の
様
子
な
ど
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

牛
肉
は
持
参
し
た
模
様
。 

 

［
翻
刻
］ 

「
黒
磯
に
日
蝕
皆
既
を
見
る
記 

八
月
十
七
日 

明
日
白
河
新
潟
一
帯
の
地
方
日
食
皆

既
あ
り
寺
尾
教
授
ハ
大
学
よ
り
黒
磯
に
出
張
を
命
せ

ら
れ
観
測
所
を
建
て
星
学
生
を
率
ゐ
て
測
算
準
備
等

に
従
事
す
る
こ
と
一
月
余
と
な
り
ぬ
。
こ
ゝ
に
我
師
と
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我
友
と
を
訪
ひ
か
て
ら
日
食
を
も
見
は
や
と
牛
肉
及

菓
子
を
土
産
に
し
て
午
後
一
時
上
野
発
の
汽
車
に
乗

る
。
黄
昏
黒
磯
ニ
着
く
。
上
野
に
て
白
河
に
行
か
ん
と

云
へ
し
木
村
氏
駿
吉
等
も
亦
黒
磯
ニ
下
る
。
我
ハ
直
に

寺
尾
教
授
一
行
の
宿
す
る
と
こ
ろ
を
訪
ひ
宿
と
る
。
皆

こ
ゝ
に
宿
る
も
の
観
測
者
寺
尾
教
授
平
山
氏
信
飯
島

氏
正
之
助
水
原
氏
準
三
郎
及
其
附
従
者
を
初
め
と
し

理
学
士
酒
井
佐
保
同
吉
武
栄
之
進
同
平
山
順
澤
田
吾

一
及
余
な
り(

中
略) 

十
八
日 

皆
早
朝
よ
り
起
出
て
ゝ
器
械
の
整
置
に
従

事
す
朝
よ
り
一
天
拭
へ
た
る
か
如
く
晴
れ
渡
り
日
輪

炳
耀
と
し
て
移
る
喜
は
さ
る
人
と
て
ハ
な
し
。
東
京
よ

り
の
観
覧
者
も
続
々
集
ま
る
。
渡
邊
総
長
も
来
る
。
正

午
に
近
き
こ
ろ
那
須
岳
の
肩
よ
り
白
雲
細
く
突
昇
す

と
見
え
し
か
次
第
次
第
に
高
く
長
く
引
く
其
様
手
を

延
ハ
し
て
蒼
穹
に
物
書
か
ん
す
る
勢
あ
り
怪
む
へ
し
。

ベ
ル
シ
ヤ
ザ
ル
何
所
に
か
あ
る
嗚
呼
天
将
に
日
月
の

会
合
を
隠
蔽
せ
ん
と
す
る
な
り
。
ダ
ニ
エ
ル
な
き
も
其

意
を
知
る
へ
し
止
ぬ
る
か
な
。
岫
を
出
る
の
雲
漠
々
天

に
横
行
し
小
雨
を
さ
へ
降
ら
す
。
雲
屏
時
に
僅
に
開
い

て
日
月
相
擁
す
る
を
示
す
も
忽
ち
に
し
て
又
閉
つ
食

甚
の
時
些
の
消
息
を
も
知
ら
し
め
す
。
唯
暮
色
暗
然
と

し
て
茅
蜩
頻
に
鳴
く
。
既
に
凋
落
せ
し
心
気
を
し
て
更

に
寂
寥
を
感
せ
し
む
。
今
は
と
て
人
々
思
ひ
思
ひ
に
帰

京
の
途
に
つ
く
。
我
ハ
黄
昏
出
発
の
臨
時
汽
車
に
乗
る
。

渡
邊
総
長
吉
武
酒
井
両
学
士
等
亦
同
列
車
に
あ
り
。
白

河
地
方
も
同
し
く
曇
り
し
こ
と
と
て
と
ま
り
が
け
に

と
出
て
し
人
々
も
皆
此
列
車
に
打
乗
り
し
と
見
え
空

席
ハ
更
な
り
立
つ
も
苦
し
き
ば
か
り
に
押
入
り
た
り
。

か
ゝ
る
折
か
ら
一
刻
も
早
く
上
野
へ
着
け
よ
か
し
と

思
ふ
。
浦
和
駅
を
過
き
行
く
に
田
面
に
幾
千
と
な
く
蛍

乱
れ
飛
ふ
。
近
き
も
の
ハ
流
る
ゝ
か
如
く
遠
き
も
の
ハ

渦
ま
く
如
し
月
な
き
夜
に
一
し
ほ
の
光
を
ま
し
て
う

つ
く
し
さ
限
な
し
。
再
ひ
見
ん
此
如
何
か
や
と
思
ひ
て

今
ハ
車
の
遅
か
れ
よ
か
し
と
祈
る
。
さ
れ
と
我
身
ハ
間

も
な
く
上
野
に
着
く
。
こ
の
と
き
午
後
十
一
時
十
分
な

り
家
に
入
り
し
ハ
十
二
時
を
過
き
ゝ
。
」 

 

青-

８ 

憲
法
発
布
式
当
日
順
序
・
賀
憲
法
発
布 

明
治
２２
年(

１８

８９)

２
月
１１
日 

当
日
は
、
１２
時
に
皇
居
に
集
ま
り
、
憲
法
発
布
及
び
紀

元
節
を
祝
い
、
１６
時
に
大
学
図
書
館
前
に
集
合
し
万
歳

を
唱
え
た
。
そ
の
後
一
高
生
・
大
学
生
等
は
再
び
皇
居

に
向
か
う
。 

 
 

青-

９ 

帝
国
大
学
提
灯
行
列
次
第 

明
治
２２
年(

１８

８９)

２
月
１１
日 

１９
時
か
ら
大
学
正
門
か
ら
皇
居
ま
で
の
提
灯
行
列
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
道
順
の
み
な
ら
ず
、
道
中
の
作
法
や

行
列
の
順
序
な
ど
が
細
か
く
決
め
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

青-

１0 

憲
法
発
布
を
祝
う
第
一
高
等
中
学
生
写
真 

 

（
駒
場
博
物
館
蔵
）  

 
 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿ 

【
夏
目
漱
石
と
の
交
友
】 

夏
目-

１ 

芳
賀
矢
一
端
書 

明
治
３５
年(

１９

０２)

１０
月
１９
日 

倫
敦
留
学
中
の
夏
目
が
神
経
衰
弱
に
陥
り
、
気
が
触
れ

た
と
い
う
噂
が
流
れ
た
。
そ
れ
を
菅
虎
雄
や
芳
賀
矢
一

が
心
配
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
藤
代
禎
輔
と

と
も
に
帰
国
命
令
が
文
部
省
か
ら
下
さ
れ
た
こ
と
を

知
ら
せ
る
端
書
。 

 

［
翻
刻
］ 

「
電
報
の
件
ハ
松
井
局
長
承
諾
い
た
し
呉
候
。
本
日
菅

氏
参
ら
れ
承
候
へ
ド
夏
目
氏
留
守
宅
ヘ
ハ
両
三
月
来

一
度
も
音
信
無
之
由
弥
以
気
が
ゝ
り
の
事
に
御
座
候

右
一
寸
御
報
迄
。
匆
々 

十
月
十
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

芳
賀
矢
一 

追
而
電
報
ハ
藤
代
へ
夏
目
同
道
せ
よ
と
の
文
言
ニ
度

座
候
」 

 

夏
目-

２ 

『
職
員
進
退
』 

明
治
３６
年(

１９

０３)

４
月
１０
日 

ロ
ン
ド
ン
留
学
か
ら
帰
っ
た
漱
石
は
、
第
一
高
等
学
校

校
長
狩
野
亨
吉
の
周
旋
で
同
校
の
英
語
講
師
と
な
る
。

年
俸
700
円
。
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
英
文
学
科
講
師

を
兼
任
。（
駒
場
博
物
館
蔵
） 

［
翻
刻
］ 

「
明
治
３６
年
４
月
１０
日
付 

夏
目
金
之
助
・
柴
田
桂
太
に
授
業
嘱
託
に
つ
き
伺
」 
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夏
目-

３ 

夏
目
金
之
助
解
嘱
願 明

治
４０
年(

１９

０７)

３
月
３１
日 

漱
石
は
朝
日
新
聞
入
社
を
決
め
、
解
嘱
願
を
第
一
高
等

学
校
長
新
渡
戸
稲
造
に
提
出
し
た
。 

（
駒
場
博
物
館
蔵
） 

 

夏
目-

４ 

卒
業
写
真 

 
 

 

明
治
３８
年(

１９

０５)

７
月 

一
部
三
年
二
組
集
合
写
真
。
最
前
列
中
央
に
狩
野
亨
吉
、

左
端
に
夏
目
漱
石
の
姿
が
見
え
る
。 

（
駒
場
博
物
館
蔵
） 

 

夏
目-

５ 

夏
目
金
之
助
端
書 

明
治
４０
年(

１９

０７)
５
月
ｏ
ｒ
６
月 

洋
画
家
、
満
谷
国
四
郎
の
水
彩
画
に
、
夏
目
や
大
塚
保

治
が
文
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
間
の
書
物
と
は
、
夏
目

が

３０

円
で
購
入
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る

O
w

en 
Jones

の
『Exam

ples of 
Chinese O

rnam
ents

』 

で
あ
る
。 

 

［
翻
刻
］ 

「
此
間
の
書
物
は
三
十
円
に
は
負
け
な
い
よ 

夏
目
」 

 

夏
目-

６ 

未
投
函
端
書 
 

明
治
４０
年(

１９

０７)

４
月
頃 

漱
石
の
明
治
４０
年
４
月
２２
日
付
書
状
に
、
「
本
郷
の

あ
る
書
店
にO

w
en Jones

のExam
ples of 

Chinese O
rnam

ents 

あ
り
」
と
あ
る
。
文
中
の
も

の
は
、
こ
の
書
籍
を
差
し
、
購
入
は
希
望
し
な
い
と

記
し
て
い
る
。 

 

［
翻
刻
］ 

「
オ
ー
ウ
ェ
ン
ヂ
ョ
ー
ン
ス
ト
之
支
那
装
飾
書
ハ
善

サ
ソ
ウ
ナ
者
ナ
レ
ト
脱
落
ア
リ
テ
ハ
望
ナ
シ
」 

 

夏
目-

７ 

日
記 

 
 
 
 

 
 

大
正
５
年(

１９

１６)

１２
月 

夏
目
漱
石
の
葬
儀
の
様
子
を
記
し
た
日
記
。
狩
野
の
弔

辞
に
は
、
病
臥
中
の
夏
目
に
対
す
る
回
復
へ
の
希
望
と
、

そ
れ
が
叶
わ
な
か
っ
た
落
胆
が
表
さ
れ
て
い
る
。 

 

［
翻
刻
］ 

「
九
日 

朝
夏
目
氏
危
篤
ヲ
報
シ
来
ル
正
午
見
舞
ニ

至
ル
午
後
六
時
五
十
分
終
ニ
卒
此
夜
通
夜
ス 

十
日 

午
前
八
時
帰
宅
昨
夜
玉
川
よ
り
封
書
来
ル
午

後
三
時
夏
目
ニ
至
ル
夜
十
二
時
帰
宅
帰
宅
後
岩
波
よ

り
弔
辞
ノ
事
申
来
ル 

十
一
日 

午
後
五
時
菅
よ
り
電
話
ニ
て
弔
辞
ノ
事
ニ

付
申
来
ル
六
時
夏
目
ニ
至
ル
午
前
二
時
帰
宅
四
時
弔

辞
ヲ
書
了
ル 

謹
ミ
テ
夏
目
金
之
助
君
ノ
霊
ニ
告
ク
我
等
交
誼
ヲ
辱

ク
セ
シ
モ
ノ
君
病
篤
シ
ト
聞
キ
君
ノ
家
ヲ
問
フ
親
シ

ク
親
戚
門
人
等
ノ
誠
ヲ
尽
シ
テ
君
ニ
奉
侍
ス
ル
ヲ
見

テ
尚
一
縷
の
望
ヲ
抱
キ
私
ニ
恢
復
ノ
期
ア
ラ
ン
コ
ト

ヲ
祈
レ
リ
而
シ
テ
君
遂
ニ
起
タ
ス
命
ナ
ル
哉
今
ヤ
儀

ヲ
厳
ニ
シ
テ
君
ノ
形
骸
ト
訣
ル
ル
ニ
当
リ
恭
シ
ク
君

柩
ノ
前
ニ
蹲
キ
謹
ミ
テ
哀
悼
ノ
意
ヲ
表
ス
希
ク
ハ
諒

セ
ヨ 

 

大
正
五
年
十
二
月
十
二
日 

友
人
総
代
狩
野
亨
吉 

門
人
総
代
小
宮
豊
隆
弔
辞
ト
共
ニ
棺
ニ
入
ル
ヽ
筈
ニ

セ
リ
」 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

【
金
沢
の
第
四
高
等
中
学
校
へ
】 

四
高-

１ 

第
四
高
等
中
学
校
教
授
辞
令 

明
治
２５
年(

１８

９２)

７
月
１６
日 

 

狩
野
は
金
沢
に
あ
る
第
四
高
等
中
学
校
の
教
授
に
任

命
さ
れ
た
。
当
初
は
哲
学
、
数
学
、
天
文
の
教
員
で
あ

っ
た
。 

 
 

四
高-

２ 

依
願
免
本
官 

明
治
２７
年(

１８

９４)

３
月
３０
日 

わ
ず
か
２
年
で
狩
野
は
四
高
を
辞
任
す
る
。 

 
 

四
高-

３ 

天
文
学 

N
ot
es 

on
 E
le
me
nta

ry
 

A
st
ro
no
my
,de

li
ve
re
d
 
du
ri
ng
 
th
e 

S
es
si
on
 
189

3

～1
89
4
 
 
 
 
  

明
治
２６
・
２７
年(

１８

９３
・
１８

９４) 

狩
野
の
講
義
ノ
ー
ト 

 
 

四
高-

４ 

方
程
式
論 

 

明
治
２６
・
２７
年(

１８

９３
・
１８

９４) 

狩
野
の
講
義
ノ
ー
ト 

 
 

四
高-

５ 

生
徒
学
資
補
助
扣
出
納
簿 

明
治
２５
年(

１８

９２)

１１
月
～
明
治
２７
年(

１８

９４)

４
月 

学
費
捻
出
に
苦
労
を
し
た
狩
野
は
、
生
徒
の
授
業
料
を

補
助
す
る
に
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
八
田
三
喜
や
国

府
長
松(

種
徳
・
犀
東)

な
ど
と
は
、
以
後
親
交
を
深
め

て
い
く
。 
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四
高-

６ 

茨
木
清
次
郎
書
状 

明
治
２６
年(

１８

９３)

９
月
１
日 

松
本
高
等
学
校
や
東
京
女
子
師
範
学
校
、
東
京
外
国
語

学
校
、
東
京
音
楽
学
校
な
ど
の
校
長
を
歴
任
し
た
茨
木

清
次
郎
も
、
四
高
通
学
当
時
は
狩
野
か
ら
学
資
支
援
を

受
け
て
い
た
手
紙
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓 

時
下
漸
秋
冷
之
候
ニ
御
座
候
処
鳳
堂
益
御

機
嫌
能
被
為
在
御
座
恐
悦
至
極
ニ
奉
存
候
。
扨
而
先
日

小
生
学
費
困
難
之
為
恐
惶
之
至
ニ
御
座
候
へ
共
非
常

之
御
難
題
を
御
請
願
奉
仕
候
一
件
誠
ニ
忝
く
も
御
賢

慮
ニ
預
り
候
可
き
旨
為
仰
出
候
段
吉
村
殿
よ
り
承
り

申
実
ニ
々
々
始
め
て
蘇
生
之
思
を
仕
り
御
厚
恩
之
程

難
有
奉
感
謝
候
。
弊
家
一
同
何
も
御
礼
厚
申
上
度
由
申

聞
候
。
尚
々
御
補
助
を
奉
願
度
き
金
額
等
ハ
委
曲
吉
村

殿
ニ
相
談
仕
置
候
間
同
人
よ
り
御
報
道
申
上
候
筈
ニ

御
座
候
ニ
付
其
節
何
分
宜
敷
奉
願
上
候
。
右
は
不
取
敢

先
つ
御
礼
迄
如
斯
自
余
御
帰
澤
之
上
拝
謁
を
得
而
御

礼
申
上
度
候
。
頓
首
謹
言 

 
 

九
月
一
日 

 
 
 
 
 
 
 

茨
木
清
次
郎
拝 

亨
吉
殿
侍
史
御
中
」 

 

四
高-

７ 

証 
 

 
 

 

明
治
２８
年(

１８

９５)

６
月
１２
日 

学
生
に
援
助
を
し
て
い
た
狩
野
は
、
決
し
て
裕
福
で
は

な
く
、
平
山
な
ど
か
ら
借
金
を
し
て
、
そ
れ
ら
の
費
用

を
捻
出
し
て
い
た
。 

 

［
翻
刻
］ 

「
証 

一
、
金
拾
五
円
也
。 

右
来
ル
明
治
二
十
八
年
七
月
卅
一
日
マ
テ
恩
借
仕
候
。 

明
治
二
十
八
年
六
月
十
二
日 

 
 

狩
野
亨
吉 

 

平
山
信
殿
」 

 

四
高-

８ 

平
山
信
書
状 

 

明
治
２８
年(

１８

９５)

９
月
４
日 

狩
野
は
平
山
か
ら
の
借
金
を
無
事
、
完
済
す
る
。
し
か

し
、
話
に
夢
中
に
な
っ
た
あ
ま
り
、
う
っ
か
り
平
山
は

借
り
入
れ
証
文
を
狩
野
に
返
却
し
忘
れ
て
し
ま
う
。
本

書
状
は
、
先
の
証
文
と
共
に
郵
送
さ
れ
て
き
た
も
の
。  

［
翻
刻
］ 

「
過
日
ハ
態
々
御
出
被
下
結
構
な
る
物
被
下
誠
に
難

有
く
御
礼
申
上
候
。
其
時
遂
々
大
切
な
る
証
書
御
返
し

申
上
候
事
失
念
い
た
し
候
事
御
免
被
下
度
願
上
候
。
今

日
乍
失
敬
郵
便
に
て
右
御
届
申
上
候
。
小
生
は
今
日
一

時
天
文
台
へ
引
移
候
間
御
序
之
節
御
来
校
被
下
度
願

上
候
。 九

月
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
山
信 

狩
野
亨
吉
様
」 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿ 

【
熊
本
の
第
五
高
等
学
校
へ
】 

五
高-

１ 

第
五
高
等
学
校
教
授
辞
令 

明
治
３１
年(
１８

９８)

１
月
２２
日  

五
高-

２ 

成
績
簿 

 
 

狩
野
が
常
時
携
帯
し
て
い
た
手
帳
。
熊
本
で
下
宿
し
て

い
た
「
研
屋
支
店
」
の
見
取
り
図
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
学
生
の
成
績
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
 五

高-

３ 

狩
野
良
知
宛
書
状 

明
治
３１
年(

１８

９８)

１
月
２３
日 

五
高
辞
令
が
出
さ
れ
た
１
月
２２
日
、
狩
野
は
金
沢
で
の

諸
経
費
精
算
の
た
め
、
父
親
に
５０
円
の
無
心
を
す
る
。

夏
目
漱
石
か
ら
既
に
１５
円
借
り
て
い
た
も
の
の
、
諸
方

支
払
い
に
は
足
り
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。 

 

［
翻
刻
］ 

「
本
日
后
後
五
時
文
部
秘
書
官
よ
り
任
命
相
済
候
趣

電
報
有
之
候
ニ
付
明
後
日
よ
り
学
校
へ
出
勤
の
積
ニ

御
座
候
。
右
任
命
発
表
段
々
相
後
候
為
収
支
の
予
算
全

く
相
違
ひ
既
に
夏
目
よ
り
十
五
円
借
用
候
得
と
も
是

も
残
少
々
ニ
相
成
又
今
月
分
月
俸
ハ
製
艦
費
等
を
引

去
れ
ハ
三
十
七
八
円
よ
り
残
り
不
申
到
底
宿
屋
の
払

も
致
兼
ぬ
る
次
第
に
御
座
候
。
来
月
迄
も
宿
屋
ニ
住
居

致
候
へ
ハ
金
銭
ニ
差
支
出
来
不
申
候
へ
と
も
畢
竟
は

入
費
多
く
相
成
且
私
の
位
置
ニ
対
し
候
て
も
宿
屋
住

居
ハ
不
似
合
と
存
候
間
可
成
早
く
立
去
度
存
候
。
唯
是

を
実
行
致
候
ニ
ハ
此
際
五
十
円
程
を
要
候
間
も
し
御

手
元
に
て
右
金
子
相
弁
候
ハ
ヽ
何
卒
一
時
御
給
与
被

成
下
度
来
月
月
俸
受
取
候
節
よ
り
月
々
五
十
円
位

ツ
ヽ
差
上
御
返
済
申
上
度
候
。
銀
行
預
金
も
相
尽
き
か

く
る
自
由
の
事
出
来
候
ハ
ず
ハ
此
地
ニ
て
金
策
致
申

度
こ
れ
も
行
は
れ
ず
候
ハ
ヽ
不
得
止
来
月
も
宿
屋
ニ

居
る
事
と
仕
へ
く
候
。
右
五
十
円
出
来
申
候
ハ
ヽ
何
卒

郵
便
為
替
ニ
て
御
送
被
下
度
出
来
不
申
候
ハ
ヽ
至
急

電
報
ニ
て
其
旨
御
通
知
被
下
度
奉
願
候
。
尚
申
上
度
事



8 
 

数
々
有
之
候
得
共
右
急
用
の
み
申
上
他
ハ
次
便
ニ
譲

候
。
恐
惶
謹
言 

一
月
廿
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

亨
吉 

尊
大
人
様
膝
下
」 

 

五
高-

４ 

澤
柳
政
太
郎
書
状 明

治
３１
年(

１８

９８)

１１
月
２５
日 

狩
野
は
予
備
門
時
代
か
ら
の
友
人
で
あ
る
澤
柳
か
ら

突
然
、
一
高
校
長
の
就
任
を
告
げ
ら
れ
た
。
本
来
は
内

諾
を
得
る
手
順
で
あ
っ
た
が
、
「
教
育
社
会
に
最
も
い

む
べ
き
運
動
」
を
予
防
す
る
た
め
に
、
通
達
か
ら
着
任

ま
で
一
ヶ
月
未
満
と
い
う
短
さ
で
あ
っ
た
。
前
任
者
で

あ
る
澤
柳
は
文
部
省
普
通
学
務
局
長
に
就
任
し
、
教
育

改
革
を
行
っ
て
い
く
。 

 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓 

今
回
之
事
突
然
ニ
起
リ
且
大
急
更
迭
ノ
必

要
ア
リ
為
メ
ニ
通
常
ノ
道
筋
ヲ
踏
ム
ヲ
得
ス
校
長
并

ニ
大
兄
ノ
御
承
諾
ヲ
得
ス
小
生
ノ
転
任
并
ニ
大
兄
ハ

十
目
ノ
視
ル
所
第
一
高
等
学
校
長
ニ
最
適
任
ト
ノ
決

定
当
日
即
一
昨
廿
二
日
決
定
候
哉
否
直
ニ
上
奏
ノ
手

続
ヲ
踏
マ
レ
昨
日
御
電
報
有
之
候
モ
最
早
尽
力
之
余

地
無
之
茲
ニ
至
リ
申
候
。
斯
ク
至
急
ヲ
要
シ
タ
ル
理
由

ハ
教
育
社
界
ニ
最
忌
ム
ヘ
キ
運
動
ノ
生
ス
ル
道
ヲ
塞

ク
タ
メ
ニ
有
之
若
シ
小
子
文
部
ヘ
転
任
後
一
時
無
勤

致
居
候
ヘ
ハ
其
間
種
々
ノ
運
動
起
リ
候
ハ
必
定
ニ
有

之
為
メ
ニ
右
ノ
如
ク
至
急
決
定
ヲ
要
セ
ラ
レ
候
次
第

ニ
有
之
決
定
ノ
翌
々
日
而
モ
祭
日
ヲ
間
ニ
挟
ミ
テ
上

奏
裁
可
相
成
発
表
相
成
候
之
モ
御
了
解
相
成
度
奉
願

候
。
何
卒
校
長
ヘ
モ
此
書
面
相
見
セ
被
下
小
生
よ
り
幾

重
ニ
モ
御
詫
申
上
候
次
第
御
諒
察
相
成
候
様
御
取
計

被
下
度
即
チ
広
ク
教
育
界
全
体
ノ
タ
メ
今
回
ノ
事
ダ

ケ
ハ
御
忍
相
成
度
之
ニ
対
ス
ル
御
報
ハ
将
来
第
五
高

等
ノ
タ
メ
上
田
及
小
生
ハ
素
よ
り
大
臣
次
官
ニ
於
テ

モ
致
し
候
様
可
致
候
間
御
勘
弁
奉
願
候 

御
赴
任
ハ
可
成
速
ニ
御
願
申
上
度
候
得
共
御
地
之
御

都
合
モ
可
有
之
目
下
当
地
ニ
ハ
差
急
キ
用
事
ハ
無
之

ト
存
候
。
来
月
三
日
ニ
医
学
部
卒
業
式
有
之
候
得
共
右

ハ
儀
式
的
ニ
出
席
ス
ル
マ
テ
ニ
候
間
同
日
マ
テ
は
赴

任
相
願
候
ヘ
ハ
無
此
上
候
得
共
御
地
之
御
都
合
ニ
テ

或
ハ
後
レ
候
ト
モ
無
拠
ト
存
候
尤
大
兄
ノ
後
任
者
ニ

就
テ
ハ
次
官
及
小
生
共
両
人
如
何
様
ノ
尽
力
モ
奔
走

モ
可
致
候
得
共
大
兄
御
上
京
ノ
上
御
決
定
可
然
歟
ト

存
候
彼
地
御
都
合
次
第
御
赴
任
相
待
上
居
候
。
呉
々
モ

中
川
校
長
へ
可
然
御
致
声
奉
願
候
。
草
々
頓
首 

廿
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

政
太
郎 

狩
野
大
兄
」 

 

五
高-

５ 

電
報
頼
信
紙 

   
明
治
３１
年(

１８

９８)

１２
月
１
日 

狩
野
は
五
高
か
ら
一
高
に
転
任
す
る
際
に
も
、
父
親

良
知
に
借
金
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
。 

［
翻
刻
］ 

「
キ
ン
一
○
○
エ
ン
デ
ン
カ
ワ
セ
ダ
イ
九
ギ
ン
コ
ウ

ヨ
リ
ウ
ケ
ト
レ
」 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿ 

【
東
京
の
第
一
高
等
学
校
へ
】 

一
高-

１ 

任
第
一
高
等
学
校
長
書
状 

明
治
３１
年(

１８

９８)

１１
月
２４
日 

第
一
高
等
学
校
長
辞
令 

 
 

一
高-

２ 

明
治
３５
年
卒
業
式
式
辞
草
案 明

治
３５
年(

１９

０２) 

第
８
回
卒
業
式
の
式
辞
草
稿
。 

 
 

一
高-

３ 

端
書 

 
  
  
 
 

 

大
正
３
年(

１９

１４)

３
月
２３
日 

岩
波
茂
雄
は
、
明
治
３４
年(

１９

０１)

英
法
科
文
科
入
学
。

同
期
の
石
原
謙
な
ど
と
の
寄
せ
書
き
に
は
、
岩
波
の
無

邪
気
な
夢
と
、
に
っ
こ
り
笑
っ
た
狩
野
の
似
顔
絵(

阿

部
次
郎
筆
か)

が
あ
り
、
狩
野
は
生
徒
に
親
し
み
を
感

じ
さ
せ
る
校
長
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

［
翻
刻
］ 

「
先
生
を
金
持
に
さ
せ
た
い(

岩
波
茂
雄)

」 
 

一
高-

４ 

補
永
茂
助
書
状  

明
治
３８
年(

１９

０５)

８
月
１５
日 

補
永
は
明
治
３６
年(

１９

０３)

文
科
卒
。
森
田
米
松(

草
平)

と
同
期
で
あ
る
。
愛
知
県
に
帰
省
中
、
狩
野
の
風
貌
を

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
記
さ
れ
た
書
簡
で
あ
る
。
学
生
に

対
し
、
嫌
な
顔
一
つ
せ
ず
、
丁
寧
に
接
す
る
狩
野
へ
の

熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 
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［
翻
刻
］ 

「
粛
啓 

盛
暑
之
候
如
何
に
御
暮
ら
し
遊
ば
さ
れ
候

哉
。
遙
か
に
尊
き
御
風
丰
を
思
ひ
浮
か
へ
な
が
ら
此
の

手
紙
を
認
め
申
候
。
先
日
は
御
多
忙
中
を
も
弁
へ
す
甚

た
勝
手
失
礼
な
る
御
訪
問
を
申
上
げ
し
に
御
怒
り
も

無
く
懇
々
と
愉
快
に
御
は
な
し
下
さ
れ
し
の
み
な
ら

す
御
蔵
書
を
拝
借
す
る
の
光
栄
を
得
加
ふ
る
に
極
め

て
興
味
あ
る
書
物
を
戴
き
誠
に
予
想
外
に
て
奇
異
の

想
ひ
を
為
す
こ
と
を
禁
じ
得
ず
有
り
難
く
も
亦
実
に

恐
縮
仕
候
。
生
は
品
性
の
下
劣
な
る
が
故
に
や
己
の
尊

敬
す
る
人
と
対
話
す
る
こ
と
頗
る
心
苦
し
く
不
本
意

乍
ら
何
時
も
失
禮
に
の
み
傾
き
易
く
折
々
省
み
て
自

ら
慨
嘆
致
居
候
。
竹
早
町
の
御
邸
を
訪
ひ
て
御
取
次
を

願
ふ
と
き
は
い
つ
も
躊
躇
致
候
。
唯
門
を
出
つ
る
時
心

欣
然
と
し
て
い
つ
も
始
め
に
躊
躇
せ
し
こ
と
を
悔
い

申
候
。
右
の
如
き
腑
甲
斐
無
き
奴
に
御
座
候
へ
ば
失
礼

の
節
々
は
多
か
ら
ん
と
も
何
卒
御
容
赦
あ
り
て
御
指

導
為
し
賜
は
ら
ん
こ
と
幾
重
に
も
希
望
候
。
時
節
柄
自

愛
あ
り
て
御
養
生
専
一
に
遊
ば
さ
る
様
祈
上
候
先
ハ

先
達
の
御
礼
旁
暑
中
御
見
舞
迄
此
の
如
く
に
御
座
候
。

惶
々
敬
具  

八
月
十
五
日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

補
永
生 

狩
野
恩
師
御
座
右
」 

 

一
高-

５ 

三
矢
宮
松
書
状 

明
治
３６
年(

１９

０３)

９
月
２８
日 

三
矢
は
明
治
３６
年
独
法
科
独
文
学
科
卒
。
狩
野
は
一
高

卒
業
生
に
も
、
己
の
人
脈
を
使
い
、
学
生
の
授
業
料
軽

減
に
力
を
尽
く
し
て
い
た
。
三
矢
は
後
に
官
僚
と
な
り
、

根
津
美
術
館
館
長(

昭
和
１６
年
９
月
～
昭
和
２１
年
８

月)

と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。 

 

［
翻
刻
］ 

「
参
上
の
上
御
話
も
御
礼
も
申
上
度
存
候
へ
共
御
多

忙
の
処
却
て
御
迷
惑
ニ
被
為
有
候
は
ん
か
と
存
じ
乍

失
礼
書
翰
を
以
て
申
上
候
。
金
曜
日
の
夜
あ
れ
よ
り
直

ニ
澤
柳
氏
ニ
罷
出
候
処
御
不
在
に
て
御
目
ニ
か
ゝ
り

か
ね
土
曜
日
学
校
に
参
候
処
事
務
所
よ
り
も
澤
柳
氏

よ
り
招
き
来
れ
り
と
申
さ
れ
放
課
後
同
氏
御
度
ニ
参

り
転
じ
て
文
部
省
ニ
参
候
へ
共
御
不
在
に
て
其
夜
始

め
て
御
面
会
仕
り
学
資
補
給(

十
円
づ
ゝ)

の
人
員
に
御

撰
択
被
下
候
旨
拝
承
仕
り
其
他
一
二
の
御
注
意
を
う

け
誓
書
の
書
式
を
写
し
て
帰
宅
致
し
昨
廿
七
日
朝
誓

書
を
認
め
て
郵
送
候
処
夜
ニ
入
て
御
受
納
の
旨
申
来

候
。
岩
倉
家
の
御
志
の
感
謝
ニ
堪
へ
ざ
る
は
申
迄
も
な

き
程
の
こ
と
な
が
ら
そ
の
こ
ゝ
に
立
ち
至
り
候
は
全

く
先
生
の
御
厚
情
に
基
き
候
事
に
て
実
ニ
感
激
ニ
堪

へ
申
さ
ず
候
。
今
後
は
勿
論
努
力
に
努
力
を
加
へ
高
誼

に
相
悖
ら
ざ
る
を
勉
め
可
申
昨
日
の
日
記
は
左
の
語

を
以
て
終
結
致
し
お
き
候
。
岩
倉
家
の
高
志
ハ
感
ず
る

に
余
あ
り
余
幸
ニ
狩
野
先
生
の
厚
き
推
薦
を
得
て
菲

才
狂
妄
の
質
を
以
て
其
撰
ニ
当
る
。
省
み
て
自
懼
る
ゝ

と
共
ニ
実
に
感
激
ニ
堪
へ
ざ
る
も
の
あ
り
。
粛
で
此
感

謝
の
情
意
を
将
来
に
全
う
せ
ん
こ
と
を
期
す
。
始
め
て

法
科
大
学
の
教
場
ニ
出
で
候
時
に
は
其
風
趣
何
と
な

く
気
に
入
ら
ず
同
学
の
人
々
の
様
子
を
見
る
に
も
兎

角
に
愉
快
を
催
し
情
緒
再
び
乱
れ
か
ゝ
り
候
ひ
し
も

決
心
を
固
め
て
取
り
か
ゝ
り
候
処
追
々
多
少
の
興
味

も
感
ぜ
ら
れ
正
科
以
外
に
も
一
木
教
授
の
国
法
学
を

も
き
ゝ
居
り
申
候
。
又
時
間
の
都
合
宜
敷
候
間
中
島
氏

の
論
理
及
認
識
の
時
間
に
も
出
で
申
候
。
其
他
仏
語
を

も
学
び
始
め
候
が
ラ
テ
ン
語
は
丁
度
時
間
の
衝
突
に

て
き
ゝ
か
ね
候
。
精
力
集
中
の
策
に
は
有
之
間
敷
候
へ

共
兎
も
角
気
ニ
入
り
候
こ
と
は
矢
張
つ
ゞ
け
て
や
っ

て
見
度
罷
在
候
。
兼
て
御
話
申
上
候
三
部
二
年
岩
崎
栄

二(

改
姓
朝
山)

は
近
来
益
々
気
質
に
か
た
よ
り
夏
中
大

島
ニ
避
暑
致
候
ま
ゝ
今
以
て
帰
る
心
も
な
き
も
の
ゝ

如
く
生
算
実
に
困
却
罷
在
候
。
何
と
か
し
て
帰
京
は
致

さ
し
む
る
筈
ニ
候
が
其
中
小
生
同
道
参
堂
可
致
候
間

可
然
御
諭
し
被
成
下
度
今
よ
り
御
願
申
上
置
候
。
猶
々

時
下
折
角
御
自
愛
被
遊
度
先
ツ
は
御
礼
旁
取
思
申
述

度
如
斯
御
座
候
。
敬
具 

九
月
廿
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
松 

狩
野
先
生
侍
史
」 

 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿ 

【
第
一
高
等
学
校
校
長
と
し
て
の
対
応
】 

清
国-

１ 

狩
野
亨
吉
宛
服
部
宇
之
吉
書
状 

明
治
３７
年(

１９

０４)

１
月
７
日 

北
京
の
大
学
堂
速
成
師
範
館
の
総
教
習
と
し
て
勤
務

し
て
い
た
服
部
か
ら
、
日
本
へ
留
学
す
る
清
国
学
生
の

日
監
督
を
狩
野
は
引
き
受
け
た
。 
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［
翻
刻
］ 

「
拝
啓 

然
は
今
回
当
大
学
よ
り
派
遣
の
留
学
生
三

十
一
名

内
一
名
ハ
已
ニ

日

本

ニ

在

リ

の
監
督
を
文
部
大
臣
尊
台
に
命
ぜ
ら

れ
し
こ
と
と
存
候
。
此
等
学
生
は
概
一
年
間
小
生
等
の

教
育
せ
し
者 

陳
治
安
、
王
曽
憲
二
名
ハ

小
生
等
関
係
無
き
者
に
候 

又
此
度
派
遣
ニ
付
て

ハ
大
体
の
心
得
方
等
ハ
懇
ニ
申
含
め
置
候
も
何
分
初

め
て
外
国
に
出
づ
る
支
那
人
の
こ
と
ゆ
え
何
か
に
付

け
御
手
数
を
か
く
る
こ
と
多
か
ら
む
と
存
じ
候
間
、
何

分
宜
し
く
願
上
候
。
各
人
の
修
む
べ
き
専
門
学
科
ハ
将

来
分
科
大
学
設
立
の
時
の
必
要
と
本
人
の
希
望
と
を

参
酌
し
て
定
め
候
が
種
々
の
都
合
よ
り
人
数
預
定
よ

り
も
多
く
相
成
候
ゆ
え
同
一
の
学
科
に
二
三
の
学
生

を
配
当
せ
る
も
有
之
、
又
別
に
十
名
の
学
生
を
英
仏
等

に
派
遣
候
ゆ
え
某
学
科
ハ
此
等
の
者
に
配
当
し
た
る

を
以
て
日
本
留
学
生
中
に
ハ
之
を
缺
く
も
有
之 

例
せ
ば
工

科
大
学
中

応
用
化
学
電
気
工
学
の
二
科
の
み
あ
り
て
土
木
、
機
械
等

を
缺
け
る
ハ
英
仏
留
学
生
中
ニ
之
を
配
当
せ
る
が
如
し 

専
門
学
科
の
変
更

ハ
管
学
大
臣
の
許
可
を
得
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
之
を
許

さ
ゞ
る
こ
と
に
定
め
申
候
、
又
今
回
当
大
学
留
学
生
章

程
規
定
い
た
し
候
ニ
付
御
参
考
と
し
て
一
部
差
出
申

候
。
此
章
程
ハ
張
之
洞
と
内
田
公
使
と
の
間
に
交
渉
あ

り
日
本
政
府
の
承
諾
を
得
て
定
め
た
る
留
学
生
章
程

と
ハ
半
分
別
物
な
る
こ
と
勿
論
に
有
之
候
此
大
学
留

学
生
章
程
ハ
小
生
の
起
稿
せ
る
も
の
ゆ
え
、
若
し
右
に

関
し
御
疑
問
の
点
も
有
之
候
は
ゞ
、
小
生
迄
御
申
越
被

下
度
候
。
同
章
程
中
第
五
条
に
管
学
大
臣
よ
り
学
生
の

入
学
す
べ
き
学
校
を
指
定
す
る
こ
と
ニ
相
成
居
候
処

今
回
ハ
大
臣
よ
り
将
来
専
門
学
科
を
修
む
る
時
に
至

り
入
る
べ
き
分
科
大
学
等
を
指
定
し
た
る
の
み
に
て

高
等
学
校
の
方
ハ
指
定
無
之
候
が
右
ハ
本
年
夏
期
に

高
等
学
校
に
進
入
す
べ
き
場
合
に
至
り
預
め
貴
臺
と

文
部
大
臣
と
の
御
相
談
に
よ
り
東
京
に
何
名
其
他
の

高
等
学
校
に
何
名
と
分
配
方
法
御
定
め
に
相
成
り
、
当

方
に
御
申
越
被
下
候
は
ゞ
管
学
大
臣
ハ
即
其
ニ
よ
り

指
定
い
た
す
べ
く
候
間
、
此
点
ハ
預
め
御
承
知
願
上
置

候
。
又
本
年
夏
期
に
至
る
間
の
教
育
方
法
ハ
貴
臺
に
て

文
部
大
臣
と
御
相
談
の
上
御
定
め
に
相
成
り
た
る
者

を
外
務
省
を
経
て
当
方
に
御
申
越
被
下
候
様
致
度
此

も
管
学
大
臣
と
内
田
公
使
と
の
間
に
話
合
ひ
済
み
に

相
成
居
候
も
の
に
御
座
候 

此
事
ハ
内
田
公
使
よ
り
外
務
大

臣
に
申
送
り
あ
る
こ
と
と
存
候 

又
学

生
に
ハ
万
々
心
得
違
ひ
無
き
や
う
申
含
め
置
候
も
従

来
の
支
那
留
学
生
ハ
往
々
監
督
者
の
真
意
と
親
切
と

を
解
せ
ず
し
て
詰
ら
ぬ
事
ニ
不
平
を
鳴
ら
す
こ
と
有

之
候
間
貴
臺
御
監
督
の
方
法
ハ
成
る
べ
く
詳
細
管
学

大
臣
に
知
ら
せ
置
く
こ
と
必
要
に
有
之
候
間
外
務
省

を
経
て
公
然
御
通
知
相
成
る
も
の
ゝ
外
猶
必
要
な
る

事
柄
ハ
小
生
等
ま
で
御
申
聞
け
被
下
度
願
上
候
。
又
前

記
三
十
一
名
中
普
通
学
、
日
本
語
、
英
語
等
の
学
力
ハ

一
様
な
ら
ず
候
間
、
最
初
八
ヶ
月
間
の
教
育
は
半
分
組

を
分
け
て
多
少
変
通
の
法
を
取
る
こ
と
必
要
と
存
候
。

本
年
春
以
来
今
日
ま
で
約
八
ケ
月
間
日
本
文
（
日
本
語
に
あ
ら
ず
）
を
毎
日
一
時

間
ツ
ヽ
必
修
課
と
し
て
課
し
た
る
ゆ
え
、
普
通
の
日
本
文
ハ
眼
に
見
て
意
を
解
す

る
こ
と
を
得
る
や
う
に
相
成
居
候
。

御
参
考
ま
で
に
入
学
以
来
今

日
ま
で
の
毎
月
月
次
試
験
及
学
期
試
験
の
成
績
表
添

付
致
置
候
但
別
紙
姓
名
学
科
表
中
姓
名
の
上
に
○
印

を
附
し
た
る
ハ
仕
学
館
学
生
に
て
此
ハ
入
学
後
算
術

の
外
に
ハ
何
等
普
通
学
科
を
も
修
め
ず
専
ら
法
律
政

治
等
の
学
科
の
み
修
め
た
る
者
に
候
。
別
紙
表
中
各
人
の
姓
名

の
上
に
そ
の
修
め
た
る
外
国
語
を
記
入
致
置
候
。
但
日
本
の
書
を
読
む
こ
と
ハ
皆

一
応
出
来
申
候
間
、
此
ハ
別
に
記
入
い
た
さ
ず
候
即
別
紙
に
日
本
語
と
記
し
た
る

ハ
日
本
文
と
ハ
半
分
別
物
に
候

。
其
他
の
事
ハ
前
回
山
川
総
長
に

送
り
た
る
書
に
よ
り
御
承
知
被
下
候
こ
と
と
存
候
ま

た
委
曲
の
点
ハ
章
宗
祥
氏
よ
り
御
聞
取
被
下
度
候
原

来
小
生
自
身
送
り
行
く
積
り
の
処
学
校
授
業
上
等
の

都
合
に
て
止
む
を
得
ず
章
氏
を
し
て
送
ら
し
む
る
こ

と
ニ
相
成
た
る
次
第
に
候
。
先
ハ
右
の
み
。
匆
々 

 

一
月
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

服
部
宇
之
吉 

狩
野
亨
吉
殿
」 

 

清
国-

２ 

京
師
大
学
堂
官
派
外
洋
留
学
生
章
程 

北
京
の
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
京
師
大
学
堂
か
ら
官

費
で
派
遣
さ
れ
た
留
学
生
の
心
得
書 

 
 

清
国-

３ 

清
国
京
師
大
学
堂
派
定
留
学
生
ニ
関
ス
ル

書
類 

 
 

清
国
か
ら
提
出
さ
れ
た
留
学
生
の
進
路
希
望
と
、
定
期

試
験
成
績
。 

 
 

清
国-

４ 

清
国
京
師
大
学
堂
留
学
生
ニ
関
ス
ル
第
一  

 

年
次
報
告
書 

 
 
 
 
 

明
治
３８
年(

１９

０５)

１
月 

第
一
高
等
学
校
が
ま
と
め
た
清
国
留
学
生
の
報
告
書
。

一
高
用
罫
線
が
あ
る
用
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 
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清
国-

５ 

清
国
京
師
大
学
堂
留
学
生
ニ
関
ス
ル
第
二 

 
 

年
次
報
告
書 

 
 
 
 

明
治
３９
年(

１９

０６)

１
月 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿ 

鳩
山-

１ 
通
学
御
届(

通
学
御
願)  

明
治
３３
年(

１９

００)

７
月
２７
日
・
８
月
２１
日 

鳩
山
一
郎
の
通
学
願
書
。
７
月
２７
日
に
「
通
学
御
届
」

と
し
て
提
出
さ
れ
た
が
、
通
学
が
決
定
事
項
で
は
な
い

為
「
通
学
御
願
」
と
訂
正
し
、
８
月
２１
日
に
再
提
出
さ

れ
て
い
る
。
結
局
一
郎
は
、
一
旦
入
寮
し
、
退
寮
す
る

と
い
う
手
続
き
を
踏
ん
だ
ら
し
い
。 

 

［
翻
刻
］ 

「
通
学
御
届
願 

東
京
小
石
川
区
音
羽
町
七
丁
目
十

番
地 

鳩
山
一
郎 

右
は
今
般
御
校
入
学
御
許
可
相
成
候
ニ
付
而
は
家
庭

に
於
而
智
育
徳
育
体
育
共
充
分
監
督
致
し
殊
に
品
性

の
修
養
に
相
勉
め
可
申
ニ
付
家
庭
よ
り
通
学
為
致
御

許
可
致
被
度
候
間
此
段
御
届
ケ
願
申
上
候
也
。 

東
京
小
石
川
区
音
羽
町
七
丁
目
十
番
地
証
人 

鳩
山

和
夫 

明
治
卅
三
年
七
月
二
十
七
日 

八
月
二
十
一
日 

小
石
川
区
小
日
向
水
道
端
二
町
目
三
十
二
番
地 

副

保
証
人 

鈴
木
喜
三
郎 

第
一
高
等
学
校
々
長 

狩
野
亨
吉
殿 

願
書
写
」 

 

鳩
山-

２ 

鳩
山
和
夫
書
状 

明
治
３３
年(

１９

００)

８
月
３１
日 

鳩
山
一
郎
の
通
学
許
可
願
を
１０
日
間
ほ
ど
放
置
し
て

い
た
狩
野
に
対
し
、
父
和
夫
は
政
治
的
圧
力
を
か
け
て
、

裁
許
を
迫
っ
た
。
奥
田
義
人
は
、
同
年
５
月
２０
日
に
文

部
次
官
か
ら
文
部
総
務
長
官
と
な
っ
た
人
物
。 
 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓 

愈
々
御
清
康
奉
賀
候
。
陳
は
鳩
山
一
郎
義
高

等
学
校
へ
入
学
許
可
相
成
候
処
寄
宿
セ
ズ
家
庭
よ
り

通
学
許
可
相
成
度
旨
本
月(

二
十
日
又
ハ
二
十
一
日
頃)

願
書
差
出
置
候
。
然
ル
ニ
最
早
時
期
切
迫
致
候
ニ
付
準

備
之
都
合
も
有
之
候
ニ
付
此
際
可
成
速
ニ
願
意
採
否

御
決
定
被
降
度
希
望
之
至
ニ
□
□
候
。
本
願
書
ハ
奥
田

次
官
ト
モ
匆
談
之
上
差
出
候
モ
ノ
ニ
有
之
候
間
単
ニ

普
通
の
例
規
ニ
背
ク
ト
ノ
理
由
ノ
ミ
ニ
テ
決
セ
ラ
レ

サ
ル
様
特
ニ
御
評
論
願
度
此
段
申
添
候
。
匆
々
頓
首 

三
十
三
年
八
月
卅
日 

 
 
 
 
 

鳩
山
和
夫 

狩
野
亨
吉
殿
」 

 
鳩
山-
３ 

寄
宿
寮
記
録 

明
治
２６
・
３４
年(

１８

９３
・
１９

０１) 
 

通
学
許
可
の
採
択
は
、
校
長
で
は
な
く
、
寮
務
舎
監
・

委
員
に
一
任
さ
れ
て
い
た
。
改
め
て
協
議
さ
れ
た
と
い

う
事
か
ら
、
狩
野
は
多
少
な
り
と
も
鳩
山
一
郎
の
自
宅

通
学
を
是
認
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

 
 

鳩
山-

４ 

鳩
山
春
子
書
状 

明
治
３５
年(
１９

０２)

３
月
１６
日 

一
郎
の
弟
、
秀
夫
の
入
寮
問
題
に
つ
い
て
、
母
親
春
子

か
ら
の
手
紙
。
入
寮
を
拒
否
し
た
た
め
に
、
酷
い
イ
ジ

メ
を
受
け
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
不
安
が
綴
ら
れ

て
い
る
。
英
法
科
に
在
籍
し
て
い
た
秀
夫
は
、
制
裁
不

安
を
抱
え
つ
つ
も
、
三
年
間
首
席
を
通
し
た
。 

 

［
翻
刻
］ 

「
此
手
紙
学
生
間
ニ
御
知
ら
せ
被
下
候
時
は
秀
夫

又
々
一
層
烈
敷
攻
撃
さ
れ
べ
く
候
ヘ
は
こ
れ
ハ
内
々

に
致
度
候
私
も
こ
れ
ハ
同
人
ニ
知
ら
せ
す
私
認
め
申

候
。
入
寮
一
件
か
斯
く
迄
生
徒
の
頭
脳
を
悩
ま
し
候
事

実
ニ
驚
之
外
無
之
候 

拝
啓 

其
後
は
久
敷
御
面
晤
を
得
す
候
得
共
益
御
多

祥
奉
大
賀
候
。
陳
は
次
男
秀
夫
寄
宿
致
さ
ゞ
る
義
ニ
付

非
常
ニ
や
か
ま
し
く
既
ニ
先
日
惣
代
会
ニ
於
而
制
裁

云
々
と
迄
申
出
し
候
者
有
之
候
様
子
ニ
而
友
人
よ
り

心
配
致
し
た
る
注
告
も
有
之
秀
夫
義
も
非
常
ニ
苦
慮

致
し
今
の
侭
ニ
而
捨
て
置
き
候
ヘ
ハ
ナ
グ
ラ
ル
ヽ
と

か
其
他
の
制
裁(

乱
暴
を
受
く
る
も
計
り
難
く)

を
蒙
り

可
申
又
切
角
注
告
致
し
呉
れ
候
友
人
の
親
切
も
無
に

す
る
義
と
て
本
人
も
心
配
の
余
り
大
ニ
発
熱
い
た
し

居
候
。
然
る
に
此
度
ハ
長
男
の
場
合
と
異
な
り
一
度
入

寮
致
し
候
時
ハ
三
年
間
ニ
渡
り
候
由
秀
夫
の
如
き
胃

弱
の
者
は
中
年
の
頃
ニ
如
何
な
る
害
を
蒙
り
候
も
難

計
そ
れ
の
み
な
ら
ず
幼
年
よ
り
兄
弟
共
ニ
寝
食
を
共

ニ
し
殆
と
一
身
の
如
く
致
し
置
き
候
も
の
を
三
年
も

分
け
候
時
は
双
方
ニ
取
り
非
常
ニ
不
便
ニ
而
私
も
実

ニ
悲
く
両
人
の
子
供
を
捨
て
ゝ
敵
手
ニ
渡
す
如
き
心

地
致
候
。
こ
れ
ハ
長
男
の
場
合
よ
り
遙
か
に
校
則
退
歩

し
益
々
私
共
の
如
き
親
を
苦
し
め
ら
れ
自
分
の
欲
す

る
如
き
教
育
を
施
し
得
ざ
ら
し
む
る
義
と
考
へ
ら
れ

失
望
落
胆
之
至
ニ
存
候
。
長
男
の
時
よ
り
も
退
歩
し
て
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三
年
間
の
入
寮
を
事
実
の
上
ニ
余
義
な
く
せ
ら
る
ゝ

替
り
ニ
せ
め
て
ハ
此
学
期
丈
け
ニ
何
と
か
御
取
計
の

工
夫
は
無
く
候
や
。
尤
も
他
生
徒
を
激
せ
む
候
時
は
実

ニ
私
方
大
切
な
る
子
供
の
危
険
を
惹
起
し
候
如
き
あ

り
て
ハ
一
層
困
却
致
候
得
共
余
り
残
念
ニ
而
こ
れ
な

り
ニ
閉
口
い
た
し
難
く
為
め
ニ
内
々
私
よ
り
一
言
御

伺
ひ
よ
き
御
指
図
を
も
仰
き
度
と
右
私
壱
了
見
ニ
而

懇
願
仕
候
情
迫
り
筆
廻
ら
す
乱
筆
欠
礼
の
段
御
免
し

被
下
度
此
段
願
上
奉
り
候
。
匆
々
敬
具 

三
月
十
六
日 

 
 
 
 
 

和
夫
代
鳩
山
春
子 

狩
野
亨
吉
様 

如
何
な
る
不
便
を
蒙
る
も
不
具
ニ
致
し
た
り
又
ハ
学

生
間
ニ
悪
評
せ
ら
れ
て
常
ニ
不
愉
快
ニ
而
学
校
を
楽

し
ま
さ
る
如
き
あ
り
て
ハ
精
神
上
少
な
か
ら
ざ
る
有

害
ニ
候
得
ば
子
供
の
将
来
の
幸
福
を
犠
牲
ニ
致
す
よ

り
他
ニ
方
法
無
之
実
ニ
嘆
か
わ
し
き
極
と
深
く
世
の

不
便
を
憂
へ
候
次
第
ニ
有
之
候
」 

 

鳩
山-

５ 

「
文
学
博
士 

狩
野
亨
吉
氏
」(

千
朶
木
仙
史
編

『
学
界
文
壇
時
代
之
新
人
』
天
地
堂
、
明
治
４１

年
〈
１９

０８
〉)

 
 

 

鳩
山-

６ 

鳩
山
一
郎｢

私
の
履
歴
書｣

(

『
私
の
履
歴
書
』
第

７
集
、
日
本
経
済
新
聞
社
、
昭
和
３８
年
〈
１９

６３
〉) 

 
 

鳩
山
一
郎
自
身
は
、
入
寮
拒
否
が
母
親
の
考
え
か
ら
出

た
も
の
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
な
お
、
一
郎
は
１
、

２
ヶ
月
の
入
寮
で
済
ん
だ
と
い
う
。 

 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿ 

藤
村-

１ 

蘆
野
敬
三
郎
書
状 

明
治
３６
年(

１９

０３)

５
月
２４
日 

藤
村
の
自
殺
に
つ
い
て
は
、
父
方
の
叔
父
で
あ
る
那
珂

通
世
の
追
悼
文
が
有
名
だ
が
、
母
方
の
伯
父
で
あ
る
蘆

野
か
ら
狩
野
に
憔
悴
し
た
手
紙
が
送
ら
れ
て
い
る
。
芦

野
と
狩
野
は
、
大
学
の
同
期
で
あ
る
。 

 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓 

予
テ
学
校
ノ
方
ニ
テ
御
配
慮
被
下
候
愚
甥

藤
村
操
事
廿
一
日
ヨ
リ
家
出
致
し
居
手
蔓
ヲ
逐
ヒ
捜

索
ノ
結
果
華
厳
滝
へ
投
身
ノ
事
ニ
判
明
致
誠
ニ
面
目

無
之
次
第
ニ
御
座
候
。
小
生
拝
趨
□
□
ノ
御
礼
旁
御
報

告
申
度
候
処
其
前
ヨ
リ
病
臥
致
居
如
何
ト
モ
致
兼
候
。

当
人
同
窓
親
友
北
島
葭
江
君
ニ
託
シ
右
申
上
度
且
前

後
ノ
事
情
詳
細
陳
述
為
致
候
。
直
右
御
聞
取
被
下
度
候
。

遺
体
ハ
今
日
捜
索
中
ニ
御
座
候
□
□
乱
筆
御
容
赦
願

上
候
。
頓
首 

五
月
廿
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

敬
三
郎 

狩
野
賢
台
机
下
」 

 

藤
村-

２ 

蘆
野
敬
三
郎
書
状 

明
治
３６
年(

１９

０３)

７
月
１０
日 

「
巌
頭
之
感
」
を
残
し
、
瀑
布
に
身
を
投
じ
た
藤
村
の

行
方
は
杳
と
し
て
知
れ
な
か
っ
た
。
約
２
ヶ
月
後
に
発

見
さ
れ
た
遺
骸
は
、
青
山
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。 

 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓 

藤
村
操
ノ
儀
ニ
付
毎
々
御
配
慮
被
下
奉
深

謝
候
。
今
般
遺
骸
発
見
ニ
付
来
十
二
日
一
時
青
山
へ
葬

送
ノ
事
ニ
取
計
申
候
。
又
々
持
病
ニ
テ
引
籠
居
候
ニ
付

安
倍
生
差
上
候
。
萬
御
聞
取
被
下
度
候
。
匆
々 

狩
野
大
兄
座
右 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

蘆
野
拝 

遂
テ
届
書
ノ
件
モ
可
然
御
指
図
願
上
候
」 

 

藤
村-

３ 

安
倍
能
成｢

藤
村
操
君
を
憶
ふ｣ 

(

『
校
友
会
雑
誌
』
第
128
号
、
明
治
３６
年
〈
１９

０３
〉
５
月) 

『
校
友
会
雑
誌
』
に
藤
村
操
を
偲
ぶ
特
集
が
組
ま
れ
た
。

一
年
も
通
わ
な
か
っ
た
一
高
だ
が
、
友
人
は
多
く
、
後

に
校
長
に
な
る
安
倍
も
追
悼
文
を
寄
せ
て
い
る
。
長
身

な
が
ら
穏
や
か
な
風
貌
の
藤
村
は
、
将
来
哲
学
を
学
び

た
い
と
い
う
希
望
を
口
に
し
て
い
た
と
い
う
。
安
倍
は

後
に
藤
村
の
妹
と
結
婚
す
る
。 

 
 

藤
村-

４ 

魚
住
影
雄｢

自
殺
論｣

（
『
校
友
会
雑
誌
』 

第
137
号
、
明
治
３７
年
〈
１９

０４
〉
５
月)

 

狩
野
は
、『
校
友
会
雑
誌
』
配
布
前
に
、
自
殺
を
讃
美
し

た
部
分
を
墨
で
塗
り
つ
ぶ
さ
せ
た
。 

 

藤
村-

５ 

『
第
一
高
等
学
校
一
覧
』 

明
治
３５
年 (

１９

０４)

 １２
月
調 

藤
村
操
は
明
治
３
５
年
９
月
に
入
学
し
、
英
法
科
文
科

１
年
２
組
で
あ
っ
た
。
同
じ
ク
ラ
ス
に
は
、「
銀
の
匙
」

の
作
者
、
中
勘
助
や
一
高
の
校
長
と
な
っ
た
安
倍
能
成

が
い
た
。 

 



13 
 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿ 

【
京
都
の
帝
国
大
学
へ
】 

京-
１ 
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
辞
令 

明
治
３９
年(

１９

０６)

７
月
５
日 

 

狩
野
は
文
科
学
長
と
し
て
、
倫
理
学
を
受
け
持
っ
た
。 

 

京-

２ 

授
業
方
法
・
教
養
ノ
方
針 

 
 

狩
野
は
、
京
都
大
学
文
科
学
長
と
し
て
、
東
京
大
学
と

の
差
別
化
を
図
り
、
単
位
修
得
方
法
や
実
学
志
向
の
教

養
な
ど
を
提
案
し
て
い
る
。 

 

［
翻
刻
］ 

「
授
業
方
法 

哲
学
科
ニ
於
ケ
ル
ト
同
シ
ク
正
科
目

ノ
授
業
ヲ
普
通
講
義
特
殊
講
義
及
演
習
三
ツ
分
ツ
普

通
講
義
ハ
学
生
一
般
ニ
聴
カ
シ
候
。
特
殊
講
義
及
演
習

ハ
専
攻
科
目
ニ
ヨ
リ
定
ム
学
年
ニ
応
シ
テ
講
義
ヲ
配

当
ス
ル
ニ
ハ
普
通
ハ
第
一
学
年
ト
第
二
学
年
ト
ニ
配

分
シ
特
殊
ハ
第
二
学
年
以
後
ト
ス
。
演
習
ハ
第
三
学
年

ニ
入
ル
。
是
故
第
一
学
年
ト
第
二
学
年
ニ
於
テ
ハ
各
専

攻
科
ノ
モ
ノ
大
概
同
シ
課
業
ヲ
修
メ
三
年
ニ
至
リ
全

ク
専
攻
ト
ナ
ル
是
東
京
ト
異
ナ
ル
所
也 

教
育
ノ
方
針
ニ
ツ
キ
テ
モ
東
京
ニ
異
ナ
ル
所
有
。
従
来

ハ
単
ニ
学
者
ト
教
員
ヲ
作
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
シ
タ
ル

モ
我
学
ハ
此
ヲ
作
ル
ト
同
時
ニ
又
広
ク
社
会
ノ
各
方

面
ニ
活
動
シ
得
ン
者
ヲ
モ
作
リ
出
サ
ン
ト
ノ
考
ナ
リ

由
ヲ
正
科
目
ニ
モ
特
ニ
最
近
世
史
ノ
一
科
ヲ
独
立
セ

シ
メ
副
科
中
法
律
政
治
財
政
経
済
其
他
ノ
近
世
語
学

等
ヲ
加
ヘ
実
際
社
会
ニ
立
チ
テ
活
動
□
ヲ
加
ヘ
其
準

備
ヲ
ナ
サ
レ
タ
ル
コ
ト
ト
シ
タ
リ
」 

 

京-

３ 

国
府
種
徳
書
状 

明
治
３３
年(

１９

００)

４
月
１２
日 

明
治
３３
年
４
月
１
日
『
万
朝
報
』
を
退
職
し
た
内
藤
と

国
府
は
、
中
学
校
か
ど
こ
か
の
講
師
に
で
も
な
ろ
う
か

と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。
狩
野
に
就
職
の
斡
旋
を
頼
ん

だ
こ
の
手
紙
が
、
内
藤
の
招
聘
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。  

［
翻
刻
］ 

「
粛
啓 

其
後
は
御
無
沙
汰
許
致
居
候
。
陳
は
小
生
本

月
一
日
内
藤
氏
と
共
に
萬
朝
報
を
退
候
。
当
分
何
か
小

冊
子
で
も
著
述
し
て
日
を
送
ら
ん
と
は
有
之
候
得
共

何
れ
か
の
中
学
校
あ
た
り
へ
講
師
致
度
存
居
候
。
日
本

中
学
校
な
ど
に
は
教
師
を
求
め
居
候
由
に
御
座
候
か
。

乍
御
手
数
杉
浦
氏
へ
御
聞
合
は
せ
御
推
薦
被
下
候
様

願
上
候
。
其
の
他
の
中
学
校
な
ど
に
て
も
講
師
を
要
す

る
箇
所
は
有
之
こ
と
ゝ
信
一
二
箇
所
御
推
薦
被
下
度

願
上
候
。
先
は
御
願
用
ま
で
如
此
御
座
候
。
不
罄 

 
四
月
十
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

種
徳 

狩
野
先
生
侍
史
」 

 

京-

４ 

内
藤
虎
次
郎
書
状 

明
治
３５
年(

１９

０２)

１
月
４
日 

内
藤
は
狩
野
か
ら
一
高
教
授
の
口
を
紹
介
さ
れ
た
も

の
の
、
新
聞
記
者
と
し
て
の
責
任
感
か
ら
、「
大
阪
朝
日

新
聞
」
を
辞
め
ら
れ
ず
、
結
局
一
高
就
任
は
流
れ
た
。 

［
翻
刻
］ 

「
恭
賀
新
禧 

明
治
卅
五
年
一
月 

 

内
藤
虎
次
郎 

狩
野
亨
吉
様 

副
啓 

去
臘
拝
眉
之
節
ハ
深
切
ノ
御
盛
意
感
謝
難
堪

候
。
其
後
国
府
氏
ヲ
以
て
被
仰
下
候
。
毎
々
御
厚
情

一
々
肝
ニ
銘
じ
候
。
今
日
ヲ
以
テ
播
州
舞
子
滞
在
中
な

る
社
長
村
山
氏
ニ
あ
て
事
情
詳
細
陳
述
辞
意
申
演
遣

は
し
候
。
数
日
内
ニ
ハ
決
定
に
仕
見
込
ニ
御
座
候
。
但

し
目
下
或
る
事
件
の
為
当
地
ニ
於
け
る
唯
一
の
商
売

敵
た
る
大
阪
毎
日
新
聞
と
両
方
の
神
戸
附
録
之
事
ニ

関
し
論
戦
開
始
中
ニ
有
之
そ
の
結
局
ハ
事
ニ
よ
れ
バ

月
末
位
ま
で
か
ゝ
る
や
も
不
測
小
生
ハ
其
の
攻
撃
主

任
ニ
当
り
居
候
義
故
中
途
に
し
て
身
ヲ
引
き
候
事
或

は
新
聞
社
の
非
常
な
る
迷
惑
と
な
る
や
う
な
れ
ば
そ

の
論
戦
間
丈
上
京
猶
予
ヲ
願
仕
置
べ
か
ら
ざ
る
や
も

難
計
と
存
候
。
尤
も
此
義
ニ
就
て
も
村
山
氏
の
意
見
尋

ね
遣
わ
し
居
候
間
い
づ
れ
同
氏
意
見
定
ま
り
次
第
重

ね
て
可
申
上
候
へ
ど
も
右
の
事
情
ハ
含
み
迄
前
以
て

如
此
申
上
置
候
義
ニ
御
座
候
。
尚
此
方
決
定
早
速
可
申

上
候
。
不
遠
拝
眉
之
節
御
礼
可
申
上
候
。
頓
首
再
拝 

一
月
四
日 

尚
内
閣
銓
衡
云
々
の
事
ニ
関
し
て
ハ
奥
田
法
制
局
長

官
ノ
意
向
ヲ
確
む
る
必
要
有
之
候
ハ
ヾ
当
地
中
橋
徳

五
郎
氏
も
声
援
ヲ
与
へ
可
申
旨
申
居
ら
れ
候
。
そ
れ
ら

の
都
合
ハ
如
何
の
も
の
に
有
之
候
や
。
国
府
氏
ま
で
な

り
と
も
お
も
ら
し
置
願
上
候
」 

 

京-

５ 

谷
本
富
・
松
本
文
三
郎
宛
狩
野
亨
吉
書
状 

明
治
４０
年(

１９

０７)

１０
月
１９
日 
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打
開
策
と
し
て
、
講
師
採
用
の
後
、
し
か
る
べ
き
論
文

を
受
領
し
て
か
ら
本
官
に
昇
進
さ
せ
る
の
が
、
最
善
で

あ
ろ
う
と
提
案
さ
れ
、
狩
野
も
了
承
し
た
。 

 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓 

一
昨
日
は
好
天
気
学
友
会
茸
狩
の
盛
況
思

や
ら
れ
候
。
小
生
同
夜
終
列
車
ニ
而
東
上
昨
日
午
后
着

京
致
候
。
今
日
澤
柳
よ
り
か
の
内
藤
の
件
ニ
関
し
問
合

せ
置
き
た
る
二
ヶ
条
の
返
事
を
得
候
。
孰
れ
も
差
支
な

し
と
の
事
ニ
有
之
御
安
心
被
下
度
候
。
此
上
は
早
速
嘱

託
の
運
ひ
を
取
る
事
ニ
致
度
石
川
書
記
官
及
ひ
伊
津

野
書
記
官
ニ
当
テ
至
急
其
手
続
を
致
候
呉
る
ゝ
様
申

遣
候
。
此
件
ニ
就
き
当
初
よ
り
少
か
ら
す
諸
君
の
御
心

配
を
煩
候
事
全
く
小
生
不
行
届
の
致
す
処
ニ
有
之
偏

ニ
御
寛
恕
を
乞
ふ
外
無
之
候
。
先
ハ
不
取
敢
右
御
報
ま

で
如
此
御
座
候
。
一
同
諸
君
ヘ
ハ
何
卒
御
両
兄
よ
り
可

然
御
伝
被
成
下
度
奉
願
候
。
謹
言 

十
月
十
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

狩
野
亨
吉 

谷
本
富
様 

 

松
本
文
三
郎
様
」 

 

京-

６ 

退
官
願 

 
 
 

明
治
４０
年(

１９

０７)

１０
月
８
日 

狩
野
は
京
都
大
学
も
、
２
年
間
で
退
職
す
る
。
こ
の
退

官
願
が
提
出
さ
れ
た
約
一
年
後
に
受
理
さ
れ
、
以
後
、

鑑
定
を
主
な
糧
と
し
な
が
ら
生
き
て
い
く
。 

 

［
翻
刻
］
「
退
官
願
本
官
儀
病
気
ニ
罹
リ
何
分
任
務
ニ

堪
ヘ
難
ク
候
ニ
付
当
職
披
免
度
此
談
奉
願
候
也
」 
 

 

蒐 

書  

【
狩
野
の
蒐
書
目
録
】 

蒐
書
Ⅰ-

１ 

『
蔵
書
目
録
』
仁
義
礼
智
信 

明
治
３０
年(

１８

９７)

以
前
の
蒐
書
を
主
と
す
る
が
、
３１

年
以
降
の
蒐
書
も
若
干
含
む
。
「
仁
」
の
分
類
項
目
は

「
哲
学
・
経
子
・
宗
教
・
教
育
・
政
学
・
法
律
・
兵
学
・

雑
説
一
」
。『
藤
岡
由
蔵
日
記
』
は
「
智
」
歴
史
に
掲
載
。

１２
月
に
第
五
高
等
学
校
教
頭
就
任
を
決
め
た
明
治
３０

年
は
狩
野
の
転
機
の
年
。 

 

蒐
書
Ⅰ-

２ 

『
書
籍
目
録
明
治
三
十
一
年
以
降
追
加
之
部
』 

表
紙
の
「
狩
野
氏
図
書
記
」
が
狩
野
の
蔵
書
印
。 

 

蒐
書
Ⅰ-

３ 

『
狩
野
氏
蔵
書
和
漢
書
名
細
目
録 

 

明
治
四
十
年
現
在(

稿)

』 
第
五
高
等
学
校
教
頭
就
任
以
後
、
い
わ
ば
定
職
に
つ
い

た
せ
い
か
、
明
治
３０
年
代
の
蔵
書
の
増
加
振
り
は
瞠
目

に
値
す
る
。
１０
月
に
内
藤
湖
南
の
招
聘
が
決
着
し
、
京

都
帝
国
大
学
に
辞
表
を
提
出
し
た
明
治
４０
年(

１９

０７)

は
狩
野
の
大
転
機
の
年
。 

 

蒐
書
Ⅰ-

４ 

『
狩
野
氏
蔵
書
和
漢
書
名
細
目
録
索
引
』 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿ 

【
狩
野
の
功
績 

関
孝
和
、
志
筑
忠
雄
、
安
藤
昌
益
】 

蒐
書
Ⅱ-

１ 

狩
野
亨
吉｢

記
憶
す
べ
き
関
流
の
数
学
家｣

（
『
本
朝
数
学
通
俗
講
演
集
』
大
日
本
図
書
、 

明
治
４１
年
〈
１９

０８
〉
３
月
） 

関
孝
和
二
百
年
忌
記
念
の
本
朝
数
学
通
俗
講
談
会
で

の
講
演
。
明
治
１７
年(

１８

８４)

１２
月
２５
日
の
ニ
ュ
ー
ト

ン
祭
に
お
け
る
酒
井
佐
保
の
講
演
で
狩
野
は
初
め
て

関
を
知
り
、
以
来
、
和
算
書
・
暦
書
の
蒐
集
に
努
め
、

中
根
元
圭
・
本
多
利
明
と
い
っ
た
関
流
の
天
文
学
者
・

数
学
者
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
。 

 

蒐
書
Ⅱ-

２ 

狩
野
亨
吉
「
志
筑
忠
雄
の
星
気
説
」 

 
(

『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
東
洋
学
芸
社
、 

明
治
２８
年
〈
１８

９５
〉
６
月
号)

 

志
筑
は
長
崎
の
阿
蘭
陀
稽
古
通
詞
で
蘭
語
の
天
才
。
志

筑
の
『
暦
象
新
書
』
は
ケ
イ
ル
の
天
文
学
入
門
書
の
蘭

訳
本
の
翻
訳
。
附
録
の
「
混
沌
分
判
図
説
」
が
、
カ
ン

ト
・
ラ
プ
ラ
ス
の
太
陽
系
成
因
に
関
す
る
星
雲
説
と
類

似
し
て
い
る
こ
と
を
狩
野
が
初
め
て
指
摘
。
志
筑
は

「
鎖
国
論
」
の
翻
訳
者
と
し
て
も
有
名
。 

 

蒐
書
Ⅱ-

３ 

狩
野
亨
吉
「
安
藤
昌
益
」（
『
世
界
思
潮
』 

第
３
冊
、
岩
波
書
店
、
昭
和
３
年
〈
１９

２８
〉
５
月
） 

明
治
３２
年(

１８

９９)

頃
に
狩
野
は
『
自
然
真
営
道
』
を
入

手
し
て
、
徹
底
的
な
平
等
主
義
を
特
色
と
す
る
安
藤
昌

益
の
特
異
な
思
想
を
明
ら
か
に
し
た
。『
自
然
真
営
道
』

は
天
下
の
孤
本
だ
け
に
、
昌
益
発
掘
は
狩
野
最
大
の
功

績
と
い
っ
て
よ
い
。 

 

蒐
書
Ⅱ-

４ 

安
藤
昌
益
『
自
然
真
営
道
』 

大
正
１２
年(

１９

２３)

春
、
狩
野
は
秘
蔵
し
て
き
た
『
自
然
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真
営
道
』
と
『
藤
岡
由
蔵
日
記
』
を
各
種
の
暦
と
と
も

に
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
に
売
却
し
た
が
、
図
書
館
の

有
に
帰
す
る
前
に
史
料
編
纂
掛
事
務
主
任
三
上
参
次

に
貸
し
出
さ
れ
て
い
た
『
自
然
真
営
道
』
１２
冊
を
除
き
、

す
べ
て
関
東
大
震
災
で
灰
燼
に
帰
し
た
。 

(

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵)

 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿ 

【
蒐
書
の
貸
与
と
活
用 
理
系
】 

蒐
書
Ⅲ-

１ 

田
中
稲
城
書
状 

明
治
２８
年(
１８

９５)

６
月
１４
日 

東
京
図
書
館(

現
国
立
国
会
図
書
館)
館
長
田
中
が
和
算

書
目
録
編
纂
に
あ
た
っ
て
意
見
を
徴
し
た
こ
と
は
、
狩

野
が
和
算
書
蒐
集
で
名
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
６

月
１６
日
に
館
員
が
来
訪
、
１９
日
に
狩
野
が
図
書
館
を

訪
れ
、
９
月
３
日
に
『
和
漢
圖
書
分
類
目
録 

數
學
之

部
・
理
學
之
部
』
３
冊
が
届
い
た
。 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓 

薄
暑
ノ
候
愈
御
清
適
可
被
在
ト
奉
賀
候
。
然

ハ
甚
乍
突
然
此
度
図
書
館
ニ
於
テ
和
算
書
目
録
編
纂

ニ
付
、
御
示
教
ヲ
受
ケ
度
儀
其
向
ノ
者
参
堂
為
致
度
ト

奉
存
候
処
、
御
許
容
可
被
成
下
哉
。
自
然
御
差
支
無
之

候
ハ
ヽ
御
都
合
ノ
日
時
乍
御
手
数
別
紙
端
書
ニ
テ
御

一
報
被
成
下
様
願
上
候
。
先
ハ
如
此
候
。
頓
首 

六
月
十
四
日 

 
 

上
野
図
書
館
ニ
テ
田
中
生 

 

狩
野
老
兄
砌
下
」 

  

蒐
書
Ⅲ-

２ 

澤
田
吾
一
和
算
書
借
用
証 明

治
３４
年(

１９

０１) 

澤
田
は
狩
野
の
旧
友
。
明
治
２４
年(

１８

９１)

東
京
帝
国

大
学
理
科
大
学
物
理
学
科
卒
。
数
学
の
教
科
書
多
数
を

著
す
。
東
京
高
等
商
業
学
校(

現
一
橋
大
学)

退
官
後
、

大
正
９
年(

１９

２０)

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
国
史
学
科

入
学
。
卒
業
後
の
大
著
『
奈
良
町
時
代
民
政
経
済
の
数

的
研
究
』(

富
山
房
、
昭
和
２
年)

は
名
著
。 

 

蒐
書
Ⅲ-

３ 

遠
藤
利
貞
書
状 

 
 
 
 
 

７
月
１１
日 

遠
藤
は
明
治
２９
年(

１８

９６)

に
『
大
日
本
数
学
史
』
を
著

し
た
和
算
史
家
。
発
信
地
が
学
士
院
な
の
で
、
嘱
託
と

し
て
和
算
書
の
蒐
集
・
調
査
に
従
事
す
る
明
治
３９
年
以

降
の
公
用
に
よ
る
蔵
書
の
借
用
。
む
ろ
ん
私
用
で
も
借

り
て
お
り
、
明
治

３４

年(

１９

０１)

改
や
明
治

４５

年 
(

１９

１２)
５
月
以
降
の
貸
出
簿
に
そ
の
名
が
見
え
る
。 

［
翻
刻
］ 

｢

益
御
吉
祥
奉
大
祝
候
。
毎
度
参
上
御
邪
魔
仕
り
奉
多

謝
候
。
陳
は
過
日
拝
借
之
御
蔵
書
三
十
三
部
三
十
七
冊

別
紙
目
録
之
通
り
御
返
納
仕
候
。
御
調
査
之
〔
上
〕
御

落
手
可
被
下
候
。
就
テ
ハ
過
日
御
願
申
上
タ
ル
御
書
二

十
八
冊
及
一
葉
拝
借
仕
度
此
者
へ
御
渡
し
候
様
奉
願

上
候
。
余
は
拝
眉
之
時
ニ
譲
候
也
。
早
々
敬
具 

七
月
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

利
貞
拝 

狩
野
様
机
下
」 

  

蒐
書
Ⅲ-

４ 

三
上
義
夫
書
状 明

治
４２
年(

１９

０９)

１１
月
２０
日 

三
上
は
『
文
化
史
上
よ
り
見
た
る
日
本
の
数
学
』(

大

正
１２
年)

を
著
し
た
和
算
史
家
。
明
治
４１
年
か
ら
大

正
３
年
ま
で
帝
国
学
士
院
嘱
託
。
狩
野
に
師
事
し
た

が
、
遠
藤
利
貞
と
は
反
目
。
書
中
の
『
測
円
海
鏡
』

は
中
国
元
代
の
天
元
術
書
、
菊
池
先
生
は
院
長
菊
池

大
麓
、
『
円
理
綴
術
』
は
建
部
賢
弘
の
和
算
書
。 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓 

先
達
て
は
罷
出
御
邪
魔
仕
候
処
、
種
々
有
益

な
る
御
談
話
を
承
り
大
に
利
益
致
候
事
呉
々
も
感
謝

の
至
り
に
候
。 

其
節
御
話
し
有
之
候
測
円
海
鏡
に
つ
き
て
は
何
れ
機

を
得
て
充
分
取
調
可
申
候
間
、
宜
し
く
御
尽
力
願
上
候
。 

先
生
の
御
研
究
有
之
候
志
筑
の
星
気
説
の
前
身
と
も

申
す
べ
き
和
漢
の
天
地
創
造
説
に
つ
き
一
通
り
記
述

致
度
存
居
候
。
着
手
の
上
は
御
示
教
に
預
り
度
期
待
罷

在
候
。 

先
日
来
菊
池
先
生
の
同
意
を
得
て
、
円
理
綴
術
の
反
訳

を
試
み
候
処
、
算
式
な
ど
如
何
に
し
た
ら
ば
理
解
し
得

べ
き
や
う
に
訳
出
さ
れ
候
や
ら
善
き
考
へ
も
浮
び
不

申
、
書
き
直
し
て
許
り
居
候
、
進
行
は
少
し
も
せ
ず
候
。 

グ
ル
ー
ネ
ル
ト
、
ア
ル
シ
ー
フ
の
別
刷
御
送
申
度
候
、

御
笑
覧
被
下
度
候
、
公
に
す
る
積
り
に
て
起
草
し
た
る

も
の
に
は
無
之
候
も
カ
ン
ト
ル
先
生
よ
り
同
雑
誌
上

に
出
だ
し
呉
れ
た
れ
た
る
や
ら
の
事
に
候
。
追
々
寒
さ

に
も
向
ひ
候
間
何
分
御
用
心
専
一
に
祈
上
候
。
草
々 



16 
 

十
一
月
二
十
日 

 
 
 
 
 
 
 

三
上
義
夫 

狩
野
先
生
侍
史
」 

 

蒐
書
Ⅲ-
５ 
平
山
信
宛
書
状
草
稿 

明
治
４３
年(

１９

１０)

１
月 

ハ
レ
ー
彗
星
出
現
前
年
の
明
治
４２
年
１１
月
の
日
本
天

文
学
会
講
演
で
東
京
帝
国
大
学
助
教
授
平
山
清
次
は
、

最
近
３
回(

１６

８２
年･

１７

５９
年･

１８

３５
年)

の
記
録
が

日
本
に
な
い
の
は
光
度
減
少
の
証
と
話
し
た
。
狩
野
は

こ
れ
を
東
京
天
文
台
の
平
山
信
か
ら
聞
き
、
早
速
、
蔵

書
を
調
べ
て
当
該
記
録
を
探
し
出
し
た
。 

［
翻
刻
］ 

「
旧
臘
御
話
ノ
ア
リ
シ
ハ
レ
ー
ノ
彗
星
出
現
ノ
事
ニ

ツ
キ
調
ヘ
タ
ル
所
ヲ
御
知
ラ
セ
申
上
候
。 

千
六
百
七
年
ノ
出
現 

(

徳
川
実
記)

慶
長
十
二
年
七
月
廿
五
日
西
方
ニ
彗
星
ア

ラ
ハ
ル 

(

武
江
年
表)

同
八
月
八
日
客
星
現
ト
ア
リ
最
卑
通
過
ハ

九
月
七
日
ナ
レ
ハ
、
七
月
末
ニ
見
エ
タ
ル
ハ
少
シ
早
過

キ
ル
様
ナ
レ
ト
、
別
星
ナ
ラ
ズ
ト
思
ハ
レ
候
。
実
記
ハ

当
代
記
ヲ
引
ケ
ル
モ
ノ
ニ
テ
信
用
ス
ヘ
キ
ハ
勿
論
ナ

リ
。
武
江
年
表
ハ
何
ニ
原
キ
シ
カ
審
ナ
ラ
ズ
。
大
日
本

史
料
ニ
ハ
ド
チ
ラ
モ
抜
カ
シ
タ
リ
。
物
足
ラ
ヌ
心
地
ス 

千
六
百
八
十
二
年
ノ
出
現 

(

本
朝
天
文
志)

天
和
二
年
八
月
四
日
彗
星
見
西
踰
日
消 

千
七
百
五
十
九
年
ノ
出
現 

(

本
朝
天
文
志)

宝
暦
九
年
二
月
朔
夜
見
孛
星
于
虚
危
間

歴
十
四
五
夜
消
滅 

右
二
條
ハ
ハ
レ
ー
ノ
彗
星
ヲ
指
セ
ル
事
疑
ナ
ク
、
殊
ニ

宝
暦
ノ
記
事
ハ
天
文
志
ノ
著
者
西
村
遠
里
カ
目
撃
シ

タ
ル
所
ヲ
記
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
思
ハ
レ
、
面
白
ク
感
セ
ラ

レ
候
。 

千
八
百
三
十
五
年
ノ
出
現 

最
初
カ
ノ
古
今
彗
星
志(

小
生
ノ
所
ニ
一
ヨ

リ
七
マ
テ
ア
リ)

同
補
遺(

三
ノ
一
ノ

ミ

ア

リ)

等

ヲ
通
覧
シ
タ
レ
ト
モ
此
出
現
ノ
事
ニ
言
及
セ
ズ
。
又
寛

政
以
後
ノ
渋
川
観
測
録
ヲ
丁
寧
ニ
調
ヘ
タ
レ
ト
見
エ

ス
。
手
近
ノ
年
表
等
ニ
モ
見
当
ラ
ス
。
サ
レ
ハ
現
存
ノ

古
老
ニ
タ
ヾ
ス
ヨ
リ
外
ナ
カ
ル
ベ
シ
ト
頗
ル
失
望
致

来
候
処
、
今
日
幸
ニ
此
上
ナ
キ
材
料
ヲ
見
出
申
候
。 

新
修
彗
星
法(

渋
川
景
佑
編
ト
ア
リ
テ
蘭
書
ノ
飜
訳
ヨ

リ
成
ル
者
ト
認
ム)

ニ
編
者
自
身
ト
足
立
信
頭
ト
カ

別
々
ニ
ハ
レ
ー
ノ
彗
星
出
現
ヲ
予
報
シ
タ
ル
結
果
ト

当
時
実
測
ノ
結
果
ト
カ
対
照
シ
テ
載
セ
ラ
レ
、
エ
ク
セ

ン
ト
リ
ン
チ
ー
最
高
距
及
ヒ
周
期
ヲ
除
シ
タ
ル
外
ノ

諸
応
数
ト
左
表
ノ
如
ク
ニ
ナ
リ
居
レ
リ 

足
立
信
頭
実
測
推
算 

ハ
レ
ー
彗
星
測
算
ノ
細
草
ヲ
載
セ
、
著
者
自
身
ト
足
立

信
頭
ト
ノ
見
出
シ
タ
ル
諸
応
数
ヲ
別
々
ニ
記
載
セ
リ
。 

足
立
信
頭 

渋
川
景
佑
」 

 

蒐
書
Ⅲ-

６ 

平
山
信
書
状 

明
治
４３
年(

１９

１０)

１
月
２０
日 

平
山
信
は
、
狩
野
の
調
査
に
よ
り
７６０
年
と
１３

０１
年
を

除
き
日
本
の
記
録
は
出
揃
っ
た
と
喜
ん
だ
。
狩
野
の
調

査
に
驚
い
た
平
山
清
次
は
、
講
演
筆
録
を
訂
正
、
史
料

編
纂
掛
か
ら
史
料
転
写
の
許
可
を
得
る
と
同
時
に
狩

野
の
蔵
書
を
借
覧
し
、
結
果
を
『
天
文
月
報
』
第
３
巻

２
号(

明
治
４３
年
５
月)

に
発
表
し
た
。 

［
翻
刻
］ 

「
只
今
華
墨
拝
読
、
直
ニ
平
山
清
次
氏
ニ
見
セ
候
処
、

同
氏
モ
最
近
ノ
分
ニ
ハ
大
ニ
驚
カ
レ
候
。
同
氏
ハ
過
日

天
文
学
会
ニ
テ
ナ
セ
シ
講
演
ニ
近
頃
本
邦
ニ
テ
ハ
リ

ー
彗
星
ヲ
発
見
シ
得
サ
ル
ハ
其
光
度
減
少
ノ
証
ト
申

サ
レ
候
ニ
ツ
キ
、
右
講
演
集
出
版(

不
日)

ノ
切
ニ
ハ
貴

兄
御
発
見
ノ
事
実
ヲ
記
シ
テ
右
ヲ
訂
正
致
度
由
申
居

候
間
、
何
卒
御
許
容
被
下
度
願
上
候
、
右
御
発
見
ニ
ヨ

リ
本
邦
ニ
於
ケ
ル
ハ
リ
ー
彗
星
ノ
記
録
ハ 

760
 

VII 
10

 
Pelihelion Passage 

1301
 

VIII 
23

 

〃 

ヲ
ノ
ゾ
ク
外
凡
テ
完
成
致
ス
事
ニ
相
成
候
由
ニ
ツ
キ

右
モ
御
序
ノ
節
御
調
被
下
度
願
上
候
、
先
ハ
不
取
敢
御

礼
申
上
度
如
斯
ニ
御
座
候
。
草
々 

廿
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
山
信 

狩
野
亨
吉
君
座
下
」 

 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿ 

【
蒐
書
の
貸
与
と
活
用 

文
系
】 

蒐
書
Ⅳ-

１ 

古
写
本
延
久
年
写
『
史
記
』
他
領
収
書 

明
治
３９
年(

１９

０６)

７
月
３
日 

延
久
５
年(

１０

７３)

に
大
江
家
国
が
書
写
し
、
訓
点
を
付

し
た
『
史
記
』
は
全
130
巻
中
３
巻
が
伝
存
。
売
っ
た
の
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は
鬼
斎
藤
こ
と
琳
瑯
閣
初
代
兼
蔵
。
客
の
顔
を
見
て
本

の
値
を
つ
け
る
の
で
虫
が
好
か
な
か
っ
た
が
、
よ
い
本

が
出
る
の
で
い
や
で
も
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
と
狩
野
は
述
懐
し
て
い
る
。 

 

蒐
書
Ⅳ-

２ 

延
久
本
『
史
記
』
孝
文
本
紀
借
用
書 

明
治
４０
年(

１９

０７)

９
月
１
日 

国
語
調
査
委
員
会
補
助
委
員
の
大
矢
透
が
、
古
訓
点
調

査
の
た
め
借
用
し
た
。
明
治
３５
年
に
文
部
省
に
設
置
さ

れ
た
国
語
調
査
委
員
会
の
委
員
に
は
上
田
萬
年
・
澤
柳

政
太
郎
・
芳
賀
矢
一
・
三
上
参
次
な
ど
狩
野
の
旧
友
が

顔
を
揃
え
て
お
り
、
大
矢
は
紹
介
状
を
持
参
し
た
は
ず

で
あ
る
が
、
伝
わ
ら
な
い
。 

［
翻
刻
］ 

「
証 

一 

延
久
五
年
写
史
記
孝
文
本
紀
第
十 

巻
子
本 

右
古
訓
点
調
査
上
必
要
有
之
、
拝
借
仕
候
也 

明
治
四
十
年
九
月
一
日 

 

国
語
調
査
会
補
助
委
員 

大
矢
透 

狩
野
亨
吉
殿
」 

 

蒐
書
Ⅳ-

３ 
｢

史
記 

孝
文
本
紀｣

(

『
仮
名
遣
及
仮
名
字

体
沿
革
史
料
』
国
定
教
科
書
共
同
販
売
所
、 

 

明
治
４２
年
〈
１９

０９
〉)

 

大
矢
透
は
国
語
調
査
委
員
会
補
助
委
員
と
し
て
仮
名

遣
と
仮
名
字
体
の
沿
革
を
調
べ
る
た
め
各
地
に
出
張

し
て
採
訪
し
た
史
料
か
ら
最
も
時
代
の
徴
証
と
な
る

べ
き
５０
部
を
選
び
、
そ
の
摘
要
を
公
表
し
た
。「
概
説
」

を
見
る
と
、
孝
文
本
紀
は
狩
谷
求
古
楼(

棭
斎)

か
ら
柏

木
正
矩(

貨
一
郎)

を
経
て
狩
野
に
伝
わ
っ
た
。 

 

蒐
書
Ⅳ-

４ 

和
田
萬
吉
書
状 

大
正
５
年(

１９

１６)

１１
月
１０
日 

狩
野
は
旧
友
の
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
長
和
田
か
ら

大
蒐
書
家
和
田
維
四
郎
の
援
助
の
下
に
青
本
・
黒
本
類

の
書
史
的
研
究
に
従
事
す
る
千
秋
季
隆
の
蔵
書
閲
覧

を
依
頼
さ
れ
た
。
青
本
・
黒
本
は
江
戸
時
代
刊
行
の
草

双
紙
の
一
種
。
千
秋
は
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
国
文

学
科
卒
、
研
究
は
未
完
に
終
わ
っ
た
ら
し
い
。 

 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓 

其
後
ハ
御
疎
状
申
上
候
処
、
益
御
安
祥
奉
抃

喜
候
。
偖
甚
唐
突
ナ
カ
ラ
文
学
士
千
秋
季
隆
男
先
般
来

和
田
維
四
郎
君
援
助
ノ
下
ニ
青
本
黒
本
類
ノ
書
史
的

研
究
ニ
従
事
中
ニ
有
之
、
既
ニ
和
田(

維)

本
、
東
大
本
、

帝
国
図
書
館
本
、
加
賀(

豊
三
郎
氏)

本
等
ニ
ツ
キ
対
照

調
査
ヲ
略
了
被
致
候
ニ
就
而
ハ
、
此
上
追
々
前
記
以
外

ノ
集
書
家
歴
訪
ノ
援
助
ヲ
仰
ク
コ
ト
ニ
相
成
候
処
、
貴

下
御
旧
蔵
該
本
ノ
目
六
尊
館
ニ
就
テ
一
応
拝
覧
ヲ
遂

度
趣
切
望
御
座
候
テ
、
右
情
願
小
生
ヨ
リ
紹
介
申
上
呉

ヨ
ト
ノ
事
ニ
有
之
候
。
何
卒
御
快
諾
ノ
上
同
氏
参
上
ノ

時
日
御
垂
示
ニ
預
リ
度
、
乍
自
由
御
依
頼
迄
如
此
御
座

候
。
草
々
再
拝 

十
一
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

和
田
萬
吉 

狩
野
賢
台
侍
史
」 

蒐
書
Ⅳ-

５ 

三
上
参
次
書
状 

明
治
４３
年(

１９

１０)

４
月
４
日 

東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
掛
事
務
主
任
三
上
は
、
『
大

日
本
史
料
』
第
１２
編
慶
長
１９
年
９
月
２１
日
條
「
こ
の

頃
、
操
及
び
浄
瑠
璃
、
三
味
線
頗
行
は
る
、
是
日
、
院

御
所
に
操
御
覧
あ
り
」
の
参
考
の
た
め
浄
瑠
璃
シ
ラ
ミ

本
等
の
閲
覧
を
旧
友
の
狩
野
に
求
め
た
。
シ
ラ
ミ
本
は

江
戸
時
代
前
期
刊
行
の
絵
入
り
浄
瑠
璃
本
。 

［
翻
刻
］ 

「
史
第
参
五
号 

本
掛
ニ
於
テ
編
纂
出
版
中
ノ
大
日
本
史
料
第
十
二
編

ノ
中
慶
長
十
九
年
ニ
あ
や
つ
り
流
行
ノ
條
有
之
、
仝
條

ニ
参
考
ノ
為
メ
浄
瑠
璃
シ
ラ
ミ
本
等
拝
見
致
度
候
。
就

テ
ハ
掛
員
石
川
厳
差
出
候
間
、
閲
覧
方
御
取
計
相
成
候

様
致
度
此
段
及
御
依
頼
候
也 

明
治
四
十
三
年
四
月
四
日 

東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学 

史
料
編
纂
掛
事
務
主
任 

史
料
編
纂
官
文
学
博
士 

三
上
参
次 

文
学
博
士
狩
野
亨
吉
殿
」 

 

蒐
書
Ⅳ-

６ 

石
川
謙
端
書 

大
正
６
年(

１９

１７)

１２
月
１０
日 

後
に
近
世
教
育
史
の
研
究
で
名
を
な
す
石
川
は
、
寺
子

屋
教
科
書
・
往
来
物
研
究
の
た
め
岡
村
金
太
郎
を
訪
れ
、

狩
野
が
当
該
版
本
を
多
数
所
蔵
す
る
と
聞
い
て
紹
介

状
を
も
ら
い
、
都
合
を
問
い
合
わ
せ
た
。
岡
村
は
狩
野

の
旧
友
、
明
治
２２
年(

１８

８９)

東
京
帝
国
大
学
理
科
大
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学
植
物
学
科
卒
業
の
水
産
学
者
。 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓 

寒
さ
漸
々
厳
し
く
相
成
候
折
柄
愈
々
御
隆

盛
の
趣
拝
承
、
慶
賀
の
至
に
奉
存
候
。
陳
は
過
日
来
徳

川
時
代
の
寺
子
屋
教
科
書
並
に
往
来
物
研
究
の
為
め

二
三
度
理
学
博
士
岡
村
金
太
郎
先
生
を
御
訪
問
申
上

候
処
、
其
の
際
先
生
が
此
の
種
の
版
本
多
数
御
所
蔵
遊

は
さ
れ
候
旨
御
話
有
之
、
御
尋
ね
申
上
げ
よ
と
て
御
紹

介
状
を
賜
は
り
申
し
候
。
就
而
は
何
日
頃
御
伺
ひ
申
上

げ
候
は
ゞ
御
拝
眉
の
栄
を
賜
は
る
べ
く
候
や
、
御
都
合

御
洩
し
被
下
度
御
願
申
上
候
。
敬
具
」 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿ 

【『
藤
岡
屋
由
蔵
日
記
』
原
本
や
書
入
本
の
活
用
】 

蒐
書
Ⅴ-

１ 

『
書
籍
借
出
氏
名
録 

 

明
治
廿
七
年
五
月
以
後
』 

冒
頭
に
肩
を
並
べ
る
の
は
小
屋
保
治
と
夏
目
漱
石
。
小

屋
は
狩
野
と
同
期
、
明
治
２４
年(

１８

９１)

哲
学
科
卒
、
明

治
２８
年
大
塚
楠
緒
子
と
結
婚
、
大
塚
に
改
姓
。
夏
目
は

明
治
２６
年
英
文
学
科
卒
、
明
治
４３
年
の
楠
緒
子
の
死

に
際
し
「
あ
る
ほ
ど
の
菊
投
げ
入
れ
よ
棺
の
中
」
と
い

う
句
を
詠
ん
だ
こ
と
は
有
名
。 

 

蒐
書
Ⅴ-

２ 

『
明
治
丗
四
年
改 

書
籍
貸
出
扣
簿
』 

平
出
鏗
二
郎
が
借
り
た
『
藤
岡
由
蔵
日
記
』
は
、
神
田

御
成
道
の
古
本
屋
須
藤
由
蔵
の
日
記
で
、
藤
岡
は
屋
号
、

幕
末
江
戸
の
広
汎
な
情
報
を
記
す
。
全
185
冊
。
文
行
堂

初
代
横
尾
卯
之
助
か
ら
購
入
。
明
治
３４
年(

１９

０１)

６

月
の
緒
言
の
あ
る
抄
写
本
『
天
言
筆
記
』
を
作
っ
た
飯

島
半
十
郎
の
名
は
見
当
た
ら
な
い
。 

 

蒐
書
Ⅴ-

３ 

平
出
鏗
二
郎
書
状 

 

明
治
３４
年(

１９

０１)

９
月
３０
日 

東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
料
編
纂
員
の
平
出
が
借

り
た
の
は
『
藤
岡
由
蔵
日
記
』
と
「
敵
討
番
附
」
。
近
世

風
俗
に
精
通
す
る
平
出
が
日
記
を
借
り
る
の
は
当
然

と
し
て
も
、
番
附
は
翌
年
１１
月
に
史
学
会
で
「
敵
討
」

と
題
し
て
講
演
す
る
た
め
下
調
べ
を
し
て
い
た
か
ら

だ
ろ
う
。
狩
野
同
様
、
終
生
、
独
身
。 

［
翻
刻
］ 

「
拝
呈 

過
日
ハ
夕
景
参
上
い
た
し
失
礼
仕
候
。
さ
て

拝
借
申
上
候
日
記
之
儀
、
両
三
日
の
打
と
申
上
候
て
遅

引
い
た
し
候
段
御
海
容
ニ
預
り
度
、
以
御
蔭
大
体
語
り

仕
候
。
但
し
前
記(

四)(

拾
六)

及
ヒ
天
保
二
・
五
年
の
分

(

九)
三
冊
及
敵
討
番
附
抄
写
致
度
條
有
之
候
間
、
猶
両

三
日
拝
借
い
た
し
置
度
奉
存
候
。
乍
御
迷
惑
次
之
分
何

冊
に
も
よ
ろ
し
く
候
間
、
御
都
合
ニ
ま
か
せ
拝
借
い
た

し
度
、
此
者
ニ
御
渡
し
被
下
候
へ
バ
愈
幸
之
事
ニ
有
之

候
。
何
分
よ
ろ
し
く
偏
ニ
奉
願
上
候
。
余
ハ
拝
眉
之
上

万
々
御
礼
可
申
上
候
也
。
草
々
頓
首 

九
月
三
十
日 

 
 
 
 
 
 
 

平
出
鏗
二
郎 

狩
野
様
侍
史
」 

 

蒐
書
Ⅴ-

４ 

朝
倉
亀
三(

無
声)

端
書 

大
正
４
年(

１９

１５)

３
月
１２
日 

朝
倉
は
近
世
の
文
芸
史
・
風
俗
史
家
。『
新
燕
石
十
種
』

に
『
藤
岡
由
蔵
日
記
』
か
ら
流
言
・
落
首
を
抜
萃
し
た

『
天
言
筆
記
』
を
載
せ
た
が
、
狩
野
か
ら
日
記
を
借
り

て
対
照
し
、
大
い
に
誤
り
の
あ
る
こ
と
を
知
り
、
抄
録

を
そ
の
ま
ま
日
記
と
し
て
引
用
し
て
後
世
の
笑
い
草

と
な
る
こ
と
を
免
れ
た
と
喜
ん
だ
。 

 

［
翻
刻
］ 

「
拝
呈 

昨
日
ハ
参
堂
之
節
珍
籍
奇
書
に
目
を
驚
か

し
思
は
ず
長
咄
失
礼
仕
候
。
其
節
拝
借
之
藤
岡
屋
日
記

今
朝
天
言
筆
記(

飯
嶋
氏
抄
録)

と
対
照
候
処
、
天
言
筆

記
の
巻
頭
に
文
政
八
年
三
月
十
八
日
家
斉
公
太
政
大

臣
云
々
の
記
事
あ
り
。
然
る
に
原
本
の
日
記
に
ハ
無
之
、

不
思
儀
に
存
取
調
候
処
、
家
斉
公
之
任
官
ハ
文
政
十
年

に
て
原
本
に
ハ
文
政
十
年
の
條
に
有
之
候
。
こ
れ
ハ
小

生
な
ど
抄
録
す
る
節
ハ
先
つ
巻
数
と
年
月
を
書
し
、
然

ル
後
に
本
文
を
写
す
事
に
候
が
、
飯
嶋
氏
ハ
先
づ
本
文

を
写
し
、
後
年
号
加
へ
ら
れ
候
に
よ
り
、
か
く
誤
有
之

候
事
と
存
候
。
其
他
誤
脱
大
に
発
見
、
殊
に
文
章
ハ
飯

嶋
氏
の
筆
に
な
り
原
本
の
面
影
無
之
、
さ
れ
バ
原
本
を

拝
借
せ
ず
し
て
抄
録
を
其
ま
ゝ
藤
岡
屋
日
記
と
し
て

引
用
せ
ば
、
後
の
世
の
御
笑
ひ
草
と
な
る
処
を
原
本
を

借
得
た
る
ハ
実
に
嬉
し
き
極
み
に
御
座
候
。
御
礼
迄
」 

 

蒐
書
Ⅴ-

５ 

朝
倉
亀
三(

無
声)

端
書 

大
正
７
年(

１９

１８)

１
月
６
日 

朝
倉
は
再
度
『
藤
岡
由
蔵
日
記
』
を
借
り
、
全
巻
に
目

を
通
し
た
。
没
後
出
版
の
『
見
世
物
研
究
』(

春
陽
堂
、
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昭
和
３
年)

で
名
が
あ
る
が
、
国
書
刊
行
会
の
翻
刻
出

版
事
業
に
協
力
、『
新
燕
石
十
種
』
な
ど
を
刊
行
、『
国

書
刊
行
会
出
版
目
録
』(

明
治
４２
年)

に
附
録
と
し
て

「
日
本
古
刻
書
史
」
を
寄
せ
る
。 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓
、
御
多
忙
中
毎
々
に
て
申
上
兼
候
へ
ど
も
、
兼

て
拝
借
之
藤
岡
屋
日
記
二
十
冊
明
後
日
返
璧
之
為
使

差
上
候
間
、 

第
六
十
五
よ
り
八
十
四
に
至
る
廿
冊 

又
々
拝
借
仕
度
、
御
取
出
之
上
使
へ
御
渡
し
被
下
度
奉

懇
願
候
。
御
不
在
に
て
も
わ
か
り
候
様
何
卒
御
願
申
上

候
。
正
月
六
日
」 

 

蒐
書
Ⅴ-

６ 

展
覧
会
出
品
物
保
管
証 

大
正
９
年(

１９

２０)

２
月
１７
日 

狩
野
が
東
京
府
民
政
史
料
展
覧
会
に
出
品
し
た
一
つ

が
『
藤
岡
屋
由
蔵
日
記
』
。
３
年
後
こ
の
日
記
は
『
自
然

真
営
道
』
と
と
も
に
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
に
売
却
さ

れ
、
関
東
大
震
災
で
灰
燼
に
帰
す
が
、
幸
い
に
も
東
京

市
史
編
纂
室
に
よ
る
写
本
が
伝
存
す
る
。
東
京
都
公
文

書
館
蔵
。
全
１５２
冊
。 

［
翻
刻
］ 

「
乙
第 

号 
 

保
管
証 

○
軍
幟
図 

二
冊 

近
世
百
物
語 

二
冊 

○
藤
岡
屋
由
蔵
日
記 

五
冊 

右
東
京
府
民
政
史
料
展
覧
会
出
品
物
ト
シ
テ
鄭
重
ニ

保
管
致
シ
、
用
済
ノ
上
ハ
直
ニ
返
戻
可
致
候
也 

大
正
九
年
二
月
一
七
日 

 

東
京
府
内
務
部
長 

岩
田
衛 

右
紹
介
者 

狩
野
亨
吉
殿
」 

 

蒐
書
Ⅴ-

７ 

『
狩
野
家
図
書
貸
出
簿 

 

明
治
四
十
年
五
月
以
降
』 

明
治
４０
年(

１９

０７)

９
月
１１
日
に
『
女
諸
礼
集
大
全
』

『
女
用
文
章
』
『
女
式
目
』
な
ど
７
部
２８
冊
を
借
り
た

須
藤
求
馬
は
、
第
四
高
等
中
学
校
と
第
五
高
等
学
校
の

同
僚
。
女
性
に
関
わ
る
著
作
と
し
て
『
日
本
女
史
』(

松

邑
三
松
堂
他
、
明
治
３４
年)

と
『
実
用
女
手
紙
』(

西
東

書
房
、
明
治
４１･

４２
年)

が
あ
る
。 

 

蒐
書
Ⅴ-

８ 

大
村
西
厓
書
状 

明
治
４５
年(

１９

１２)

２
月
２２
日 

大
西
は
高
楠
順
次
郎
、
望
月
信
亨
と
と
も
に
日
本
撰
述

の
仏
書
の
刊
行
を
企
て
、
仏
書
刊
行
会
を
設
立
、
明
治

４５
年
か
ら
大
正
１１
年(

１９

２２)

ま
で
に
『
大
日
本
仏
教

全
書
』
全
１６１
冊
を
刊
行
。
こ
の
時
、
大
西
が
借
り
た
の

は
、
狩
野
の
貸
出
簿
に
よ
れ
ば
、
聖
徳
太
子
伝
暦
の
古

写
本
と
南
畝
書
入
本
。 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓 

先
般
は
罷
出
、
御
珍
蔵
の
御
書
物
拝
借
奉
鳴

謝
候
。
謄
写
対
校
相
済
候
分
返
璧
申
上
候
間
、
御
査
収

被
下
度
候
。
諸
説
不
同
記
丈
は
未
校
に
候
間
、
今
少
々

拝
借
願
上
候
。
扨
又
甚
恐
入
候
へ
と
も
過
日
拝
見
仕
候

太
子
伝
暦
古
版
本
巻
物
対
校
之
為
暫
時
拝
借
願
上
候
。

御
差
支
な
く
ば
卑
价
に
附
し
御
遣
し
被
下
度
候
。
何
れ

拝
芝
萬
々
御
礼
可
申
上
候
。
敬
具 

二
月
廿
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

大
村
西
厓 

狩
野
博
士
殿
侍
史
」 

 

蒐
書
Ⅴ-

９ 

佐
々
木
信
綱
書
状 明

治
４５
年(

１９

１２)

２
月
２２
日 

佐
々
木
は
歌
人
、
国
文
学
者
、
蒐
書
家
。
佐
々
木
が
借

用
し
た
「
岡
本
翁
校
正
の
万
葉
略
解
」
は
、
清
水
浜
臣･

狩
谷
棭
斎
に
和
文
や
考
証
を
学
ん
だ
岡
本
保
孝
の
書

入
れ
の
あ
る
橘
千
蔭
『
万
葉
集
略
解
』
。
書
状
に
年
紀
は

な
い
が
、
貸
出
簿
か
ら
借
り
た
の
は
明
治
４５
年
２
月

２２
日
か
ら
４
月
２０
日
ま
で
の
間
。 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓 

雪
後
さ
む
さ
加
は
り
申
候
。
過
日
は
参
上
長

座
失
礼
仕
候
。
さ
て
そ
の
を
り
拝
見
い
た
し
候
岡
本
翁

校
正
の
万
葉
略
解
全
部
暫
時
拝
借
願
は
し
く
、
こ
の
も

の
に
御
わ
た
し
願
上
候
。
我
身
参
上
願
ふ
へ
き
を
失
礼

な
か
ら
使
を
以
て
右
御
願
申
上
候
。 

草
々
頓
首 

佐
々
木
生 

狩
野
大
人
御
許
」 

 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿ 

【
蒐
集
自
慢
】 

蒐
書
Ⅵ-

１ 

渡
邊
修
二
郎
書
状 明

治
４２
年(

１９

１１)

８
月
１６
日 

渡
邊
は
在
野
の
歴
史
家
、
蒐
書
家
。
渡
部
文
庫
の
売
出

し
を
聞
き
、
数
点
に
狙
い
を
つ
け
た
が
、
狩
野
に
悉
皆
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攫
わ
れ
、
不
要
の
重
複
本
を
割
愛
し
て
ほ
し
い
と
泣
き

つ
い
た
。
渡
部
文
庫
は
渡
部
邁
・
信
父
子
の
文
庫
、
東

北
大
学
と
九
州
大
学
の
狩
野
文
庫
に
そ
の
蔵
書
印
を

捺
し
た
典
籍
が
伝
わ
る
と
い
う
。 

［
翻
刻
］ 

「
八
月
十
六
日 
拝
啓
、
残
暑
厳
敷
候
処
、
愈
御
安
健

奉
賀
候
。
扨
甚
乍
唐
突
頃
日
「
渡
部
文
庫
」
売
却
書
籍

悉
皆
御
買
入
之
趣
伝
聞
仕
候
。
右
売
却
之
事
ハ
先
般
一

書
肆
よ
り
聞
及
、
数
点
買
入
之
義
談
置
候
処
、
該
書
肆

買
求
不
調
相
成
候
由
甚
遺
憾
ニ
存
居
候
。
就
而
は
自
然

右
御
購
入
の
中
重
複
等
ニ
テ
御
不
用
ノ
モ
ノ
有
之
候

ハ
ヽ
御
割
愛
被
下
間
敷
哉
、
乍
失
礼
相
当
之
事
相
納
度

候
。
右
御
承
諾
相
願
度
如
此
御
座
候
。
敬
具 渡

邊
修
二
郎 

狩
野
先
生
」 

 

蒐
書
Ⅵ-

２ 

渡
邊
修
二
郎
書
状 

 
 
 
 
 
 
 
 

１１
月
８
日 

大
探
検
の
途
上
、
渡
邊
は
眼
に
し
た
時
計
に
つ
い
て
一

報
し
た
。
大
正
１１
年(

１９

２２)

１０
月
２１
日
に
狩
野
は

渡
辺
所
蔵
の
和
時
計
を
500
円
で
一
括
購
入
す
る
約
束

を
交
わ
し
た
。
亀
井
高
孝
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
に
舶

載
あ
る
い
は
国
内
倣
製
の
時
計
や
地
球
儀
の
蒐
集
で

も
他
の
追
随
を
許
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓 

数
日
来
大
探
険
ヲ
試
ミ
候
処
、
大
成
功
致
候

ニ
付
自
ラ
悦
ヒ
申
候
。
古
製
時
計
其
外
数
点
ノ
「
エ
モ

ノ
」
有
之
候
、
時
計
ハ
即
日
修
繕
ノ
為
時
計
屋
ニ
遣
シ

候
、
外
ニ
右
探
検
中 

 

時
計 

 

古
製
｛
上
に
「
シ
ー
ソ
ー
」
ヲ
ス
ル
子
供
ア
リ
牛
込

郵
便
局
ニ
向
テ
三
軒
メ
左
ノ
方
時
計
ヤ
｝ 

銅
ノ
外
側
外
ニ
一
個
｛
神
田
美
土
代
町(

洋
食
タ
カ

ラ
亭
ノ
向
ヲ
入
リ
五
六
軒
目
右
側
西
洋
古
道
具
ヤ)

｝ 

右
見
当
リ
候
処
、
小
生
ニ
ハ
十
分
ニ
鑑
定
ス
ル
ノ
知
識

ヲ
所
持
不
致
候
間
、
不
買
入
候
、
同
所
御
通
行
御
序
ノ

節
、
御
一
見
被
成
候
様
希
望
仕
候
、
先
ハ
右
申
上
度
如

此
御
座
候
。
敬
具 

十
一
月
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

修
拝 

狩
野
様 

小
生
購
入
ノ
古
製
時
計
ハ
「
阿
部
正
弘
事
蹟
」
ニ
記
ス

ル
モ
ノ(

写
真)

ニ
似
居
候
」 

 
蒐
書
Ⅵ-

３ 

林
若
吉
端
書  

明
治
４３
年(

１９

１０)

７
月
１８
日 

林
は
古
書
に
限
ら
ず
考
古
物
を
蒐
集
し
、
趣
味
人
の
同

好
会
た
る
集
古
会
を
運
営
し
た
。
林
が
狩
野
か
ら
借
り

る
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
は
元
禄
３
年(

１６

９０)

刊
の
職
業

図
説
。
狩
野
が
林
を
知
っ
た
の
は
意
外
に
遅
く
、
明
治

４２
年
２
月
３
日
の
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
長
和
田
萬

吉
の
紹
介
状
に
よ
っ
て
で
あ
る
。 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓 

兼
而
拝
借
之
義
願
置
候
人
倫
訓
蒙
図
彙
明

十
九
日
午
前
拝
趨
致
候
間
、
御
貸
与
之
義
奉
願
候
。
只

今
文
行
堂
主
人
よ
り
承
り
候
ヘ
ハ
近
々
御
移
転
之
由
、

御
混
雑
と
ハ
拝
察
致
候
へ
共
、
御
引
う
つ
り
ニ
相
成
候

て
ハ
急
ニ
ハ
御
貸
与
も
願
ハ
れ
間
敷
と
存
、
唐
突
な
か

ら
明
朝
参
堂
致
候
義
ニ
御
座
候
。
余
ハ
拝
眉
之
上
可
申

上
候
。
草
々 

七
月
十
八
日
夕 

文
行
堂
店
頭
ニ
て
認
」 

 

蒐
書
Ⅵ-

４ 

林
若
吉
書
状 

 

大
正
５
年(

１９

１６)

１１
月
９
日 

模
範
店
員
と
称
さ
れ
た
文
行
堂
の
廣
田
健
一
郎
の
入

営
に
際
し
て
林
等
が
発
起
人
と
な
っ
て
、
神
田
仲
町
青

柳
亭
で
の
送
別
会
の
余
興
と
し
て
珍
書
の
出
陳
を
顧

客
に
求
め
た
。
狩
野
は
『
日
本
考
輯
』『
観
鵞
百
譚
』『
中

興
鑑
言
』『
日
本
長
暦
』『
万
葉
古
義
』
を
出
陳
。
後
に

廣
田
は
独
立
し
て
廣
田
書
店
を
開
く
。 

［
翻
刻
］ 

「
時
下
秋
冷
愈
御
清
栄
奉
賀
候
。
就
て
ハ
文
行
堂
店
員

廣
田
健
一
郎
君
此
度
鴻
の
台
野
戦
砲
兵
第
十
七
聯
隊

へ
入
営
之
筈
ニ
候
間
、
来
る
十
一
月
廿
五
日
午
後
一
時

よ
り
外
神
田
仲
町
青
柳
ニ
於
て
送
別
会(

会
費
壱
円)

相

催
し
度
、
当
日
余
興
と
し
て
御
銘
々
御
所
蔵
の
珍
書

(

五
点
迄
つ
ゝ)

陳
列
願
度
、
甚
乍
御
手
数
当
日
頒
布
の

目
録
記
載
の
都
合
有
之
候
間
、
来
る
十
五
日
迄
ニ
文
行

堂
へ
其
書
名
冊
数
著
者
刊
行
鈔
写
の
年
月
日
等
御
一

報
願
度
候
。
草
々 

大
正
五
年
十
一
月
八
日 

発
起
人 

林
若
吉 

山
中
笑 

幸
田
成
友 

朝
倉
亀
三 

三
村
清
三
郎 

狩
野
亨
吉
様
」 
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蒐
書
Ⅵ-

５ 

笹
野
堅
書
状 

 

昭
和
３
年(

１９

２８)

６
月
１７
日 

笹
野
は
国
文
学
者
、
蒐
書
家
で
、
割
愛
を
願
っ
た
中
村

正
直
書
入
れ
の
イ
ソ
ッ
プ
の
旧
蔵
者J.N

aruse

と
菊

池
大
麓
の
署
名
に
つ
い
て
質
し
た
。
中
村
、
成
瀬
錠
五

郎(J.N
aruse)

、
箕
作
大
六(

後
菊
池
大
麓)

は
慶
応
２

年(

１８

８６)

幕
府
派
遣
の
英
国
留
学
生
。
狩
野
は
中
村
の

『
西
国
立
志
編
』
訳
稿
も
所
蔵
。 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓 

梅
天
鬱
々
敷
御
座
候
処
、
御
起
居
如
何
ニ
御

座
候
哉
、
さ
て
先
般
御
割
愛
願
申
候
中
村
敬
宇
先
生
書

入

Æ
Sop’s Fables(

洋
書
小
一
冊)
旧
蔵
者
署
名

J.N
aruse

と
有
之
候
ハ
如
何
な
る
人
ニ
御
座
候
や
御

示
教
給
り
度
、
猶
菊
池
大
麓
先
生
の
署
名
も
有
之
候
。

何
か
別
ニ
御
記
憶
御
座
候
ハ
ヽ
御
教
示
願
度
候
。
実
ハ

廿
日
ニ
京
都
に
て
イ
ソ
ッ
プ
に
関
す
る
小
展
覧
有
之

由
、
新
村
教
授
よ
り
出
展
を
請
は
れ
申
候
間
、
御
か
り

申
候
事
だ
け
ハ
御
知
ら
せ
申
度
卑
札
に
て
恐
入
申
候

へ
共
、
御
紹
介
迄
如
此
御
座
候
。
頓
首 

六
月
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

笹
野
生 

狩
野
先
生
御
侍
史
」 

 

蒐
書
Ⅵ-

６ 

集
古
会
端
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５
月
９
日 

集
古
会
は
、
東
京
帝
国
大
学
人
類
学
教
室
の
坪
井
正

五
郎
の
音
頭
で
明
治
２９
年(

１８

９６)

１
月
に
始
ま
っ
た

趣
味
人
の
同
好
会
で
、
会
員
が
考
古
遺
物
、
古
道

具
、
古
銭
、
玩
具
、
古
典
籍
、
芝
居
物
な
ど
の
珍

品
・
稀
品
を
持
ち
寄
っ
た
。
実
際
の
会
の
運
営
に
当

た
っ
た
の
は
坪
井
の
遠
縁
の
林
若
吉
。 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓 

明
十
日
午
後
一
時
よ
り
神
田
仲
町
大
時
計

前
青
柳
亭
ニ
於
て
五
月
課
題
ニ
ヨ
リ
武
器
類
並
ニ
端

午
節
句
品
陳
列
、
会
員
の
展
覧
ニ
供
し
候
間
、
御
来

会
被
下
度
御
案
内
申
上
候
也
。
五
月
九
日 

本
郷
区
天
神
町
一
丁
目
七
十
二
番
地 

根
岸
武
香
方 

集
古
会 

書
肆
文
行
堂
主
人
ヨ
リ
高
名
拝
承
ニ
付
申
上
候
也
」 

 

蒐
書
Ⅵ-

７ 

小
林
文
七
書
状 大

正
３
年(

１９

１４)

１２
月
２９
日 

小
林
は
大
浮
世
絵
商
で
、
浮
世
絵
・
尾
形
光
琳
の
大
蒐

集
家
。
小
林
の
家
蔵
の
光
琳
特
別
展
覧
会
の
案
内
状
は
、

狩
野
文
書
に
は
こ
の
ほ
か
に
大
正
６
年
１２
月
２３
日
が

伝
わ
る
。
小
林
に
は
『
光
琳
扇
面
画
帖
』(

明
治
３４
年)

『
光
琳
画
譜
』(

同)

『
尾
形
流
四
大
家
画
譜
』(

同)

が
あ

る
。 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓 

茲
迎
新
年
愈
御
清
祥
之
御
事
大
慶
之
至
り

に
候
。
陳
は
拙
者
三
十
年
来
浮
世
絵
及
光
琳
画
の
収
集

に
苦
心
致
し
居
候
処
、
知
人
諸
友
之
懇
請
有
之
、
来
ル

一
月
三
日
所
蔵
光
琳
画
を
弊
宅
ニ
陳
列
し
、
同
好
者
之

観
賞
に
供
し
候
事
に
仕
候
間
、
御
閑
余
も
候
ハ
ヽ
御
来

観
有
之
度
候
。
光
琳
画
ハ
意
匠
其
他
に
於
て
東
洋
画
家

中
一
頭
地
を
出
し
、
今
日
世
界
的
美
術
品
と
し
て
欧
米

人
の
珍
玩
措
か
さ
る
所
に
候
へ
ハ
、
図
案
色
彩
等
に
就

て
も
我
か
美
術
工
芸
に
応
用
す
べ
き
点
尠
か
ら
さ
る

べ
く
、
此
の
国
産
開
発
の
機
運
に
際
し
光
琳
画
之
研
究

ハ
有
益
の
事
に
有
之
へ
き
歟
と
存
候
。
拙
者
蔵
品
の
如

き
ハ
素
よ
り
微
々
た
る
も
の
に
候
へ
共
、
御
参
考
に
資

す
る
所
あ
る
を
得
ハ
幸
こ
れ
に
過
ぎ
す
候
。
敬
白 

大
正
三
年
十
二
月 

日 
 
 
 

小
林
文
七
拝 

狩
野
亨
吉
殿
」 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿ 

【
珍
書
蒐
集 

金
平
本
、
朝
鮮
本
、
絵
画
等
】 

蒐
書
Ⅶ-

１ 

吉
田
金
兵
衛
端
書 明

治
３７
年(

１９

０４)

２
月
１３
日 

元
禄
堂
吉
金
こ
と
吉
田
金
兵
衛
は
、
破
損
・
虫
喰
い
が

な
く
、
全
市
中
に
稀
な
る
極
々
上
等
の
金
平
本
７０
冊
の

一
括
購
入
を
狩
野
に
求
め
た
。
１４
日
に
狩
野
は
店
を
訪

れ
て
確
認
、
１５
日
に
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
長
和
田
萬

吉
に
知
ら
せ
、
共
同
購
入
に
つ
い
て
協
議
を
始
め
た
。

金
平
本
と
は
金
平
浄
瑠
璃
の
正
本
。 

［
翻
刻
］ 

「
拝
呈 

陳
は
本
日
好
事
家
ヨ
リ
大
形
金
平
本
極
々

上
等
七
拾
冊
買
取
申
、
実
ニ
全
市
中
ニ
稀
成
物
且
又
一

点
モ
破
損
虫
ク
イ
等
無
之
、
表
紙
外
題
迄
其
当
時
ノ
俄

ニ
有
之
候
。
又
他
ニ
五
冊
十
冊
成
て
望
人
沢
山
ニ
有
候

得
共
、
可
成
ハ
一
完
本
故
チ
ラ
セ
度
な
き
品
ニ
有
之
也
。

明
日
中
ニ
御
光
来
願
上
候
。」 

 

蒐
書
Ⅶ-

２ 

和
田
萬
吉
書
状 

明
治
３７
年(

１９

０４)

２
月
１７
日 



22 
 

２
月
１７
日
に
金
平
本
７０
冊
を
狩
野
と
図
書
館
で
二
分

す
る
こ
と
で
決
着
し
た
。
疵
本
の
た
め
図
書
館
が
引
き

取
っ
た
『
西
国
卅
三
番
巡
礼
記
』『
紅
葉
狩
』
は
『
国
書

総
目
録
』
に
「
東
大(

焼
失)

」
と
あ
る
の
で
、
図
書
館

本
は
関
東
大
震
災
で
焼
失
、
狩
野
本
は
明
治
４０
年
に
国

書
刊
行
会
か
ら
翻
刻
出
版
。 

［
翻
刻
］ 

「
拝
白 

過
刻
御
届
被
下
候
金
平
本
七
十
冊
ノ
中
最

初
御
望
ノ
二
十
冊
并
ニ
外
五
冊
差
出
候
間
、
御
検
収
被

下
置
候
。 

五
冊
ノ
分
ハ
別
ニ
是
ト
申
ス
標
準
モ
附
シ
難
候
マ
ヽ

同
文
異
版
ノ
モ
ノ
五
対
ア
ル
ヲ
幸
ヒ
貴
下
ト
本
館
ト

ニ
等
分
仕
候
間
、
左
様
御
承
知
相
成
度
、
尚
又
「
も
み

し
か
り
」「
西
国
卅
三
番
順
礼
」
ノ
二
部
ハ
疵
本
ノ
処
、

本
館
ニ
引
取
申
候
間
、
是
応
答
被
下
度
候 

本
ハ
如
何
ニ
モ
古
色
ヲ
其
儘
ニ
而
誠
ニ
心
持
宜
敷
、
此

ル
出
物
ハ
又
ト
無
之
ト
被
察
候
。
御
蔭
ヲ
以
テ
本
館
ノ

価
値
ヲ
引
上
候
様
ニ
而
嬉
敷
存
上
候
。
先
ハ
右
迄
。 

草
々
頓
首 

二
月
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

和
田
萬
吉 

狩
野
賢
台
几
下
」 

 

蒐
書
Ⅶ-

３ 

磯
部
亀
吉
端
書 明

治
４２
年(

１９

０９)

１０
月
２３
日 

狩
野
は
朝
鮮
本
の
蒐
集
に
も
手
を
染
め
、
和
田
萬
吉
で

さ
え
初
め
て
見
た
と
い
う
『
東
国
文
献
』
の
写
本
を
所

蔵
し
て
い
た
。
磯
部
屋
二
代
亀
吉
が
渡
韓
し
て
買
い
入

れ
た
珍
籍
の
う
ち
最
初
の
出
荷
分
が
届
い
た
と
狩
野

に
報
じ
た
の
も
け
だ
し
当
然
だ
ろ
う
。 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓
仕
候
。
陳
ハ
先
般
よ
り
厚
き
御
愛
顧
を
蒙
り
難

有
御
礼
奉
申
上
候
。
扨
今
般
小
生
義
韓
国
へ
参
り
珍
籍

種
々
買
入
、
去
ル
十
九
日
帰
宅
仕
り
、
最
初
出
荷
の
分

丈
昨
日
着
荷
仕
候
間
、
御
思
召
も
有
之
候
ハ
ヾ
何
卒
上

覧
御
買
上
之
程
偏
ニ
懇
願
奉
申
上
候
。
頓
首
」 

 

蒐
書
Ⅶ-

４ 

『
朝
鮮
本
計
算
書
』 

狩
野
は
朝
鮮
本
６６
部

１００５
冊(

他
に
冊
数
不
明
２
部)

、
遺

墨
３
帖
、
拓
本
８
葉
を
韓
国
か
ら
３
回
に
分
け
て
輸
入

し
た
。
時
期
は
未
詳
。
狩
野
は
大
学
・
公
立
・
私
立
の

図
書
館
に
蔵
書
を
売
っ
た
が
、
朝
鮮
本
の
売
却
を
確
認

で
き
る
の
は
九
州
帝
国
大
学
だ
け
で
あ
る
。 

 
蒐
書
Ⅶ-
５ 

吉
田
金
兵
衛
書
状 明

治
３７
年(

１９

０４)

９
月
６
日 

浮
世
絵
商
の
草
分
け
の
一
人
吉
田
は
、
墨
摺
大
判
１２
枚

を
１
巻
に
仕
立
て
た
極
々
珍
物
の
鳥
居
清
信
筆
の
春

画
の
購
入
を
狩
野
に
持
ち
か
け
た
。
狩
野
は
春
画
の
蒐

集
で
も
折
り
紙
付
な
の
で
、
清
信
を
買
っ
た
は
ず
で
あ

る
が
、
狩
野
文
書
に
狩
野
の
春
画
蒐
集
を
う
か
が
わ
せ

る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓 

陳
は
秋
冷
之
候
御
貴
館
様
倍
々
御
清
福
大

賀
之
至
ニ
奉
存
候
。
偖
今
回
鳥
居
清
信
画
墨
摺
ニ
テ
在

名
又
ハ
年
号
等
有
之
、
大
判
十
二
枚
物
ニ
テ
極
々
ウ
ブ

ノ
侭
巻
物
ニ
相
成
、
尤
春
画
成
は
思
召
如
何
ニ
候
哉
御

伺
申
上
候
。
乍
然
極
々
珍
物
ニ
有
之
候
。
且
価
は
金
弐

拾
五
円
ニ
願
上
候
間
、
御
都
合
次
第
御
光
来
待
上
候
。

外
ニ
華
染
図
考
千
歳
乃
た
め
志
折
帖
有
之
候
。
先
は
右

御
報
告
迄
、
早
々
敬
白 

九
月
六
日 

 
 
 
 
 
 

吉
田
金
兵
衛
九
拝 

狩
野
様
」 

 

蒐
書
Ⅶ-

６ 

文
行
堂
端
書 

明
治
３８
年(

１９

０５)

１１
月
２０
日 

文
行
堂
二
代
横
尾
勇
之
助
か
ら
「
新
見
家
日
記
并
公
用

書
類
一
ト
山
」
の
買
入
れ
を
知
ら
さ
れ
た
狩
野
は
一
括

購
入
し
た
。
新
見
家
記
録
は
主
に
旗
本
新
見
正
登
・
正

路
二
代
に
わ
た
る
史
料
で
、
他
に
類
例
の
な
い
公
用
日

記
・
書
留
を
含
み
、
幕
政
史
の
研
究
に
不
可
欠
で
あ
る
。

東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
。 

［
翻
刻
］ 

「
新
見
家
日
記
并
公
用
書
類
一
ト
山
買
入
候
付
、
御
一

覧
被
下
度
、
此
段
御
報
申
上
候
也 

十
一
月
廿
七
日
夜
」 

 

蒐
書
Ⅶ-

７ 

鹿
田
静
書
状 

明
治
３７
年(

１９

０４)

１２
月
４
日 

鹿
田
松
雲
堂
は
大
阪
の
古
書
肆
。
狩
野
が
古
書
目
録
で

注
文
し
た
『
日
本
書
紀
』
は
田
中
光
顕
に
先
を
越
さ
れ

た
。
田
中
は
内
閣
書
記
官
長
、
警
視
総
監
、
宮
内
大
臣

な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
た
土
佐
閥
の
政
治
家
で
あ
る
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が
、
蒐
書
家
と
し
て
も
名
が
あ
っ
た
。
狩
野
が
買
っ
た

『
六
百
介
図
』
は
貝
類
の
図
譜
。 

［
翻
刻
］ 

「
拝
呈 
愈
御
安
康
奉
賀
候
。
偖
此
内
弊
堂
書
目
致
御

送
付
仕
候
処
、
今
般
御
注
文
被
下
難
有
奉
存
候
。
御
註

文
之
内
日
本
書
紀
新
板
は
此
程
田
中
光
顕
様
へ
相
願

申
、
持
合
不
申
候
ニ
付
、
左
記
分
御
郵
送
仕
候
。 


 

拾
二
圓 

六
百
介
図 

上
写
本 

七
冊 


 

十
五
銭 

小
包
料 

右
之
通
ニ
御
座
候
。
御
入
手
之
上
は
御
序
ニ
代
金
御
送

附
被
下
度
候
。
先
は
御
案
内
迄
如
此
ニ
御
座
候
。
拝
具 

鹿
田
松
雲
堂 

狩
野
先
生
御
侍
史 

三
十
七
年
十
二
月
四
日
」 

 

蒐
書
Ⅶ-

８ 

河
井
書
店
書
状 

 
 
 
 
 

６
月
１２
日 

詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
狩
野
の
谷
文
晁
蒐
集
が
知
れ
る

の
は
、
某
家
秘
蔵
の
文
晁
の
幅
を
勧
め
る
本
郷
の
河
合

書
店
の
こ
の
書
状
と
「
文
晁
関
係
の
御
秘
蔵
の
全
部
」

を
撮
影
す
る
日
を
確
認
す
る
大
正
６
年(

１９

１７)

４
月

１５
日
の
美
術
史
家
相
見
繁
一(

香
雨)

の
端
書
が
今
に

伝
わ
る
か
ら
で
あ
る
。 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓 

毎
度
御
愛
顧
蒙
難
有
御
礼
申
上
候
。
陳
は
昨

秋
或
家
の
秘
蔵
の
文
晁
正
味
の
幅
買
入
申
候
。
品
は
保

証
仕
候
。
代
価
は
金
五
拾
五
円
あ
れ
ば
上
納
仕
候
。
如

何
御
座
候
哉
、
御
覧
ニ
備
申
候
。
何
卒
御
買
上
奉
願
候

也
。 

六
月
十
二
日 

 
 
 
 
 
 
 

河
井
書
店
拝 

狩
野
様
執
事
御
中
」 

 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿ 

【
翻
刻
底
本 

『
新
群
書
類
従
』『
文
明
源
流
叢
書
』
】 

蒐
書
Ⅷ-

１ 

和
田
萬
吉
書
状 

明
治
３８
年(

１９

０５)

７
月
２０
日 

重
要
な
国
書
の
う
ち
未
刊
本
と
稀
覯
の
既
刊
本
を
翻

刻
出
版
し
、
会
員
に
頒
布
す
る
国
書
刊
行
会
の
評
議
員

就
任
を
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
長
和
田
萬
吉
か
ら
要

請
さ
れ
、
狩
野
は
受
諾
。
総
裁
大
隈
重
信
、
会
長
重
野

安
繹
、
理
事
市
島
鎌
吉
他
、
評
議
員
に
は
京
阪
に
渉
つ

て
図
書
趣
味
を
有
す
る
学
者
を
ほ
ぼ
網
羅
。 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓 

甚
暑
相
催
候
処
、
弥
々
御
清
安
奉
賀
候
。
偖

今
回
有
志
者
相
謀
り
、
国
書
刊
行
会
ト
云
フ
ヲ
組
織
シ
、

古
今
ノ
有
益
ナ
ル
国
書
ニ
而
未
刊
本
又
ハ
流
布
少
キ

已
刊
本
ヲ
上
刻
シ
、
会
員
ニ
頒
付
ノ
計
画
成
立
致
シ
候
。

就
而
ハ
同
会
評
議
員
ト
シ
テ
貴
下
ノ
御
尽
力
ヲ
乞
度

旨
理
事
市
島
謙
吉
君
ヨ
リ
願
出
ラ
レ
、
小
生
其
御
取
次

ヲ
仕
候
。
何
卒
御
快
諾
ヲ
賜
リ
度
、
尤
モ
評
議
員
ハ
既

定
ノ
分
、
上
田
、
三
上
、
芳
賀
、
萩
野
、
井
上
頼
圀
、

小
杉
榲
邨
、
大
槻
文
彦
、
坪
内
雄
蔵
、
幸
田
成
行
等
約

二
十
名
計
リ
有
之
、
小
生
亦
其
末
ニ
列
御
座
候
。
折
々

会
合
書
物
ノ
選
択
其
他
ニ
就
キ
協
謀
候
位
ノ
事
ニ
而

格
別
ム
ツ
カ
シ
キ
事
ハ
無
ク
、
大
抵
ハ
特
別
委
員
五
六

名
、
理
事
三
名
ノ
間
ニ
而
取
扱
候
様
決
定
致
候
。
昨
日

右
申
伺
候
為
高
等
学
校
へ
参
上
仕
候
処
、
懸
違
拝
芝
ヲ

不
得
候
。
甚
咄
嗟
ノ
御
依
頼
ナ
ガ
ラ
折
返
シ
御
返
事
賜

リ
度
悃
請
仕
候
。
草
々
頓
首 

七
月
二
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

和
田
生 

狩
野
賢
兄
江
」 

 

蒐
書
Ⅷ-

２ 

国
書
刊
行
会
書
状 明

治
４０
年(

１９

０７)

７
月
１８
日 

国
書
刊
行
会
は
、『
新
群
書
類
従
』
第
９
歌
曲(

３)

金
平

本
の
部
の
底
本
と
し
た
３４
部
を
東
京
、
京
都
の
い
ず
れ

に
返
す
か
を
狩
野
に
問
い
合
わ
せ
た
。
金
平
本
は
金
平

浄
瑠
璃
の
正
本
。
当
時
、
狩
野
は
京
都
帝
国
大
学
文
科

大
学
長
、
第
９
を
校
訂
し
た
幸
田
露
伴
と
は
旧
知
で
、

と
も
に
国
書
刊
行
会
評
議
員
。 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓 

炎
暑
之
候
愈
々
御
清
穆
奉
賀
候
。
扨
御
愛
蔵

の
金
平
本
長
々
拝
借
仕
り
難
有
御
礼
申
上
候
。
幸
田
露

伴
氏
の
担
当
に
係
る
新
群
書
類
従
金
平
本
の
部
既
に

編
纂
了
り
候
に
付
、
拝
借
の
書
籍
御
返
納
申
上
度
候
。

就
而
は
尊
宅
へ
持
参
致
候
而
可
然
哉
、
又
ハ
京
都
大
学

の
方
へ
御
返
可
申
上
候
哉
、
御
指
図
を
仰
ぎ
度
候
。
尚

拝
借
致
候
冊
数
ハ
卅
四
冊
と
存
候
へ
共
、
当
時
借
用
に

罷
出
候
者
目
下
他
へ
参
り
居
り
、
分
明
致
兼
候
。
乍
御

手
数
借
用
証
御
調
の
上
御
一
報
被
下
度
奉
願
候
。 

匆
々
敬
具 

七
月
十
八
日 

 
 
 
 

国
書
刊
行
会
編
輯
所 

狩
野
亨
吉
殿
侍
史
」 
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蒐
書
Ⅷ-

３ 

『
新
群
書
類
従
』
第
９ 

（
国
書
刊
行
会
、
明
治
４０
年
〈
１９

０７
〉)

 
第
９
収
載
の
金
平
本
４０
部
中
３４
部
が
狩
野
本
。
東
北

大
学
狩
野
文
庫
の
金
平
本
４０
部
中
１６
部
が
大
阪
毎
日

新
聞
社
編
『
金
平
本
全
集
』(

大
正
１５
年)

に
コ
ロ
タ
イ

プ
で
複
製
さ
れ
て
い
る
が
、
第
９
収
載
の
４０
部
と
は
重

な
ら
な
い
。
狩
野
は
金
平
本
を
総
て
東
北
帝
国
大
学
に

売
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

蒐
書
Ⅷ-

４ 
 

国
書
刊
行
会
書
状 

明
治
４０
年(
１９

０７)
７
月
２３
日 

国
書
刊
行
会
は
、
業
平
三
段
本
・
箱
伝
授
三
段
本
・
一

谷
坂
落
三
段
本
を
除
く
金
平
本
３４
冊
を
狩
野
に
返
し

た
。『
新
群
書
類
従
』
第
３
の
底
本
と
す
る
た
め
借
用
を

延
長
し
た
３
冊
は
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
に
現
存(

『
業

平
河
内
通
三
番
続(

歌
舞
伎)

』
『
箱
伝
受
三
番
続(

歌
舞

伎)

』
『
一
谷
阪
落
三
番
続
』)

。 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓 

御
秘
蔵
の
金
平
本
長
々
拝
借
仕
り
難
有
御

礼
申
上
候
。
拝
借
仕
候
卅
七
冊
の
内
卅
四
冊
だ
け
函
共

に
唯
今
御
返
納
仕
候
間
、
御
査
収
被
下
度
候
。「
業
平
」

「
箱
伝
授
」「
一
谷
阪
落
」
の
三
冊
は
来
月
迄
拝
借
仕
度
、

依
而
別
紙
借
用
証
差
上
申
候
。
何
卒
御
許
容
被
下
度
候
。

敬
具 

七
月
廿
三
日 

 
 
 
 

国
書
刊
行
会
編
輯
所 

狩
野
亨
吉
殿
侍
史
」 
 

蒐
書
Ⅷ-

５ 

『
新
群
書
類
従
』
第
３ 

 

（
国
書
刊
行
会
、
明
治
４１
年
〈
１９

０８
〉)

 
 

第
３
は
水
谷
不
倒
校
訂
の
演
劇(

３)

。『
続
々
群
書
類
従
』

の
よ
う
な
時
代
の
古
い
硬
い
物
ば
か
り
で
は
、
軟
派
の

会
員
に
満
足
を
与
え
ら
れ
な
い
と
い
う
説
も
有
力
で
、

坪
内
逍
遥
の
提
案
に
よ
っ
て
文
芸
に
関
す
る
卑
近
の

書
物
を
収
め
た
『
新
群
書
類
従
』
が
編
纂
さ
れ
た
と
い

う
。 

 

蒐
書
Ⅷ-

６ 

国
書
刊
行
会
書
状 大

正
２
年(

１９

１３)

１２
月
２６
日 

狩
野
所
蔵
の
『
暦
象
新
書
』
３
部
中
１
部
を
謄
写
の
手

間
を
省
く
た
め
原
稿
と
し
て
用
い
た
い
と
申
し
出
た

国
書
刊
行
会
に
対
し
、
狩
野
は
丁
寧
に
使
用
し
て
元
通

り
製
本
し
て
返
せ
ば
よ
い
と
指
示
し
た
。
小
鴨
壱
籠
は

そ
の
礼
。『
暦
象
新
書
』
は
愛
着
の
あ
る
書
だ
け
に
狩
野

は
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓 

厳
寒
之
候
御
清
適
奉
賀
候
。
陳
は
暦
象
新
書

長
々
拝
借
仕
候
の
み
な
ら
ず
壱
部
ハ
御
言
葉
に
従
ひ

原
稿
に
使
用
致
候
為
め
汚
損
相
生
じ
申
訳
無
之
候
。
本

日
乍
延
引
別
本
と
共
に
七
冊
御
返
納
仕
候
間
、
御
査
収

被
下
度
候
。
右
所
載
の
文
明
源
流
叢
書
第
二
ハ
来
春
出

来
次
第
献
上
可
仕
候
。
尚
小
鴨
壱
籠
御
厨
下
に
進
上
仕

候
間
、
御
笑
納
被
下
候
ハ
ヾ
幸
甚
に
御
座
候
。
敬
具 

十
二
月
廿
六
日 

 

国
書
刊
行
会 

山
田
清
作 

狩
野
先
生
侍
史
」 

 

蒐
書
Ⅷ-

７ 

『
文
明
源
流
叢
書
』
第
２ 

（
国
書
刊
行
会
、
大
正
３
年
〈
１９

１４
〉)

 

第
２
は
西
洋
科
学
に
関
す
る
訳
述
書
６
種
２０
巻
を
収

め
る
。
志
筑
忠
雄
『
暦
象
新
書
』
は
そ
の
一
つ
。
緒
言

に
「
従
来
写
本
に
て
伝
わ
り
し
を
以
て
、
魯
魚
の
誤
少

な
か
ら
ず
。
爰
に
収
む
る
所
は
狩
野
博
士
所
蔵
本
を
底

本
と
し
、
異
本
を
以
て
校
訂
せ
し
も
の
な
り
」
と
あ
る
。 

 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿ 

【
蒐
書
の
売
却
と
狩
野
の
債
務 

 

東
北
帝
国
大
学
、
九
州
帝
国
大
学
、
日
比
谷
図
書
館
等
】 

蒐
書
Ⅸ-

１
『
送
本
控
』 

大
正
元
年(

１９

１２)

１０
月
２
日
に
総
額
３
万
円
で
東
北

帝
国
大
学
図
書
館
へ
の
蔵
書
の
売
却
が
決
定
。
売
却
総

数
６
万
冊
、
蔵
書
の
８
割
に
当
た
る
。
狩
野
は
、
金
が

あ
れ
ば
図
書
館
を
建
て
公
開
す
る
の
が
上
策
、
図
書
館

に
寄
附
す
る
の
が
中
索
、
廉
く
纏
め
て
図
書
館
に
譲
る

の
が
下
策
と
語
っ
て
い
た
と
い
う
。 

 

蒐
書
Ⅸ-

２ 

澤
柳
政
太
郎
宛
狩
野
書
状
草
稿 

大
正
元
年(

１９

１２)

１１
月 

狩
野
文
庫
購
入
の
た
め
３
万
円
を
寄
附
し
た
仙
台
出

身
の
貴
族
院
議
員
荒
井
泰
治
が
東
北
帝
国
大
学
廃
止

又
は
移
転
の
場
合
、
文
庫
は
宮
城
県
立
大
学
へ
移
管
と

い
う
条
件
を
つ
け
た
た
め
、
狩
野
は
荒
井
は
出
資
者
に

す
ぎ
な
い
と
反
発
し
た
。
旧
友
の
総
長
澤
柳
政
太
郎
は

狩
野
を
な
だ
め
、
荒
井
を
説
得
し
た
。 
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［
翻
刻
］ 

「
尊
書
拝
読
、
御
尋
ノ
件
左
ニ
御
答
申
上
候
。
一 

蔵

書
ヲ
売
渡
ス
契
約
ハ
去
月
十
月
初
旬
相
整
ヘ
、
書
籍
代

価
参
万
円
ノ
内
金
五
千
円
ハ
既
ニ
領
収
シ
、
残
金
ハ
五

年
賦
ニ
テ
受
取
ル
事
ニ
相
成
居
候 

右
契
約
ニ
ヨ
リ
書
籍
一
万
冊
以
上
ハ
既
ニ
発
送
致
シ
、

目
下
続
々
送
出
中
ニ
御
座
候 

一 

先
便
文
面
明
細
ナ
ラ
サ
リ
シ
ヤ
ト
思
ハ
ル
ヽ
点

重
ネ
テ
申
上
候
。 

蔵
書
ハ
東
北
大
学
ヘ
売
渡
シ
タ
ル
事
ニ
テ
、
荒
井
ヘ
譲

リ
タ
ル
儀
ニ
無
之
候
。
荒
井
ハ
唯
同
大
学
ヲ
シ
テ
小
生

ノ
蔵
書
ヲ
買
取
ラ
シ
ム
ル
タ
メ
同
大
学
ニ
対
シ
六
年

賦
ヲ
以
テ
金
参
万
円
ヲ
寄
附
ス
ル
契
約
ヲ
為
タ
ル
マ

テ
ニ
候
」 

 

蒐
書
Ⅸ-

３
ａ 

『
大
正
十
年
三
月
至
十
四
年
二
月
九
州
帝

国
大
学
医
学
部
眼
科
教
室
納
入
書
目
』 

親
友
菅
虎
雄
の
娘
婿
で
旧
知
の
九
州
帝
国
大
学
医
学

部
教
授
大
西
克
知
に
頼
ま
れ
狩
野
は
眼
科
教
室
に
和

漢
の
古
医
書
を
売
っ
た
。
菱
山
雄
平
が
納
入
者
で
あ
る

の
は
、
反
町
茂
雄
に
よ
れ
ば
、
自
分
の
名
で
は
悪
い
か

ら
、
門
の
傍
ら
の
菱
山
の
名
義
を
用
い
た
と
い
う
。
狩

野
は
西
青
柳
町
、
菱
山
は
東
青
柳
町
の
住
。 

  

蒐
書
Ⅸ-

３
ｂ 

『
大
正
拾
年
八
月
以
降
九
州
帝
国
大
学

医
書
目
録
』 

蒐
書
Ⅸ-

３
ｃ 

『
日
比
谷
図
書
館
ニ
買
上 

錦
絵
類
目
録
』 

 

武
者
絵
・
相
撲
絵
・
役
者
絵
・
明
治
役
者
絵
・
美
人
絵
・

源
氏
絵
等
8753
枚
を
3365
円
で
売
却
。
時
期
は
不
詳
。
幕

末
・
明
治
の
錦
絵
で
あ
る
が
、
狩
野
の
蒐
集
が
そ
れ
に

止
ま
ら
な
い
こ
と
は
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
に
伝
わ
る

『
歌
麿
錦
絵
目
録
』
か
ら
容
易
に
想
像
が
つ
こ
う
。 

 

蒐
書
Ⅸ-

４ 

狩
野
文
庫
大
入
札
会 

関
東
大
震
災
前
の
最
大
の
入
札
会
。
井
上
喜
多
郎
・
斎

藤
琳
瑯
閣
・
中
村
善
七
・
原
田
酉
山
堂
・
村
口
半
次
郎
・

横
尾
文
行
堂
・
吉
田
吉
五
郎
が
主
催
し
て
大
正
１１
年

(

１９

２２)

４
月
２６
日
と
２７
日
に
神
田
錦
町
の
松
本
亭

で
行
わ
れ
た
。
両
日
の
出
来
高
は

21448
円
８
銭
。
入
札
３５

古
書
肆
中
、
文
行
堂
4951
円
１０
銭
、
村
口
書
店
3948
円
２０

銭
と
他
を
圧
倒
す
る
。 

 
蒐
書
Ⅸ-
４
ａ 

『
第
壱
号 

山
帳
』 

大
正
１１
年(

１９

２２)

４
月
２６
日 

 

蒐
書
Ⅸ-

４
ｂ 

『
第
弐
号 

山
帳
』 

大
正
１１
年(

１９

２２)

４
月
２７
日 

蒐
書
Ⅸ-

４
ｃ 

『
狩
野
亨
吉
氏
蔵
書
売
立
展
覧
目
録
』 

大
正
１１
年(

１９

２２)

４
月 

 

蒐
書
Ⅸ-

５ 

狩
野
の
債
務 

第
一
高
等
学
校
中
退
の
山
本
修
三
の
東
京
鋼
鉄
製
作

所
に
大
正
８
年(

１９

１９)

に
関
わ
り
、
旧
友
・
旧
知
か
ら

出
資
を
募
っ
た
。
１１
年
５
月
の
債
務

41535
円
、
１２
年
３

月
の
債
務

50035
円
、
工
場
の
債
務
5300
円
。
１３
年
１０
月
の

東
京
鋼
鉄
製
作
所
経
営
の
匿
名
組
合
の
解
散
に
よ
り

債
務
１８
万
円
全
額
を
負
担
。 

 

蒐
書
Ⅸ-

６ 

銀
杏
や
す
り 

東
京
鋼
鉄
製
作
所
の
製
品
。
商
標
は
銀
杏
で
狩
野
の
デ

ザ
イ
ン
。
狩
野
が
鋼
鉄
の
硬
度
試
験
な
ど
を
依
頼
し
た

東
京
帝
国
大
学
工
学
部
機
械
工
学
科
教
授
内
丸
最
一

郎
は
、
狩
野
の
第
五
高
等
学
校
時
代
の
教
え
子
で
、
明

治
３２
年(

１８

９９)

工
科
を
首
席
で
卒
業
、
理
科
の
寺
田

寅
彦
・
木
下
季
吉
と
同
窓
。 

 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿ 

【
蒐
書
の
寄
贈 

 

第
一
高
等
学
校
、
東
北
帝
国
大
学
、
東
京
帝
国
大
学
】 

蒐
書
Ⅹ-

１ 

御
寄
贈
図
書
目
録 

 

明
治
３８
年(

１９

０５) 

狩
野
は
、
希
臘
並
羅
典
１５
部
２４
冊
、
独
書
８
部
１５
冊
、

仏
書
５５
部
６８
冊
、
英
書
１３
部
４０
冊
、
巴
利
語
書
１
部

１
冊
、
軸
物
１
部
２
軸
、
和
漢
書
３
部
７
冊
を
寄
贈
。 

 

蒐
書
Ⅹ-

２
『
朝
庭
御
鷹
野
之
影
』
２
巻 

栄
川
院
筆
写 

養
川
院
筆
写
・
飯
嶋
助
九
郎
筆 

四
季
折
々
の
鷹
狩
り
を
描
く
。
狩
野
が
明
治
３８
年(

１９

０５)

に
第
一
高
等
学
校
に
寄
贈
し
た
軸
物
１
部
２
軸
が

こ
の
絵
巻
物
。
栄
川
院
は
木
挽
町
狩
野
家
六
代
狩
野
典

信
、
養
川
院
は
七
代
狩
野
惟
信
、
飯
嶋
助
九
郎
は
木
挽

町
狩
野
派
絵
師
。 
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蒐
書
Ⅹ-

３ 

第
一
高
等
学
校
礼
状 

明
治
４４
年(

１９

１１)

１２
月
２５
日 

狩
野
が
寄
贈
し
た
の
は
和
洋
書
８５
部
１４３
冊
。
他
に
第

一
高
等
学
校
に
は
明
治
３９
年(

１９

０６)

３
月
に
図
書
、

明
治
４３
年
４
月
２０
日
に
佛
書
１
部
３
冊
、
大
正
５
年

(

１９

１６)

５
月
５
日
に
白
河
結
城
氏
磨
崖
碑
拓
本
１
部

３
軸
を
寄
贈
。 

蒐
書
Ⅹ-

３ 

御
寄
贈
図
書
目
録 

明
治
４４
年(
１９

１１)

１２
月
２５
日  

蒐
書
Ⅹ-

４ 

東
北
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
受
領
状 

大
正
１３
年(

１９

２４)
６
月
２１
日 

狩
野
は
東
北
帝
国
大
学
図
書
館
に
蔵
書
を
売
却
し
た

だ
け
で
は
な
く
、
寄
贈
し
た
。
こ
の
時
、
寄
贈
し
た
の

は
元
曲
選
４８
冊
。
元
曲
選
は
中
国
明
の
戯
曲
選
集
。 

 

蒐
書
Ⅹ-

５ 

東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
所
長
礼
状 

昭
和
９
年(

１９

３６)

３
月
１４
日 

狩
野
が
寄
贈
し
た
の
は
北
條
氏
照
安
堵
状
１
通
。
狩
野

は
史
料
編
纂
所
に
蔵
書
を
売
却
し
た
こ
と
も
あ
る
。
東

京
帝
国
大
学
に
つ
い
て
は
付
属
図
書
館
と
東
京
天
文

台
に
蔵
書
を
寄
贈
。 

    

鑑 

定 
 

【狩
野
の
鑑
定
会
社
、
明
鑑
社
へ
の
鑑
定
依
頼
】 

鑑
定
Ⅰ-

１  

科
学
的
方
法
に
拠
る
鑑
定
と
登
録
に
就
て 

鑑
定
方
針
の
再
稿
。
初
稿
は
昭
和
４
年(

１９

２９)

４
月
１

日
。
社
名
を
自
然
社
か
ら
明
鑑
社
に
変
更
。「
鑑
定
に
誤

り
多
い
こ
と
」
、「
鑑
定
に
誤
の
多
い
理
由
」
、「
旧
式
の

鑑
定
法
」
、「
新
式
の
鑑
定
法
」
、「
鑑
定
の
上
に
保
証
」
、

「
物
品
の
登
録
」
、「
弊
社
の
使
命
」
に
つ
い
て
営
業
用

だ
け
に
平
易
に
説
明
し
て
い
る
。 

 

鑑
定
Ⅰ-

２ 

明
鑑
社
営
業
案
内
ゲ
ラ 

明
鑑
社
の
所
在
地
が
、
小
石
川
区
音
羽
町
１-

２０
か
ら

小
石
川
区
大
塚
坂
下
町
５５
に
変
わ
っ
た
。
狩
野
が
転
居

し
た
の
は
昭
和
６
年(

１９

３１)

１２
月
で
、
こ
こ
が
終
の

棲
家
と
な
っ
た
。 

 
鑑
定
Ⅰ-
３ 

明
鑑
社
の
申
込
書
と
封
筒 

昭
和
７
年(
１９

３２)

１０
月
２
日
に
静
岡
県
周
智
郡
熊
切

村
の
石
橋
一
郎
は
、
明
鑑
社
の
申
込
書
と
封
筒
を
用
い

て
、
唐
紙
の
売
却
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
近
所
の
三
農

廣
順
固
の
絵
の
価
格
を
問
い
合
わ
せ
た
。 

 

鑑
定
Ⅰ-

４ 

『
時
事
新
報
』
掲
載
の
明
鑑
社
広
告
草
稿 

狩
野
が
明
鑑
社
の
広
告
を
出
し
た
の
は
『
時
事
新
報
』

の
外
に
『
秋
田
県
人
雑
誌
』
が
知
ら
れ
て
い
る
。
前
者

は
五
大
新
聞
の
一
つ
、
後
者
は
昭
和
３
年(

１９

２８)
創
刊

の
県
内
外
在
住
の
県
人
に
よ
る
雑
誌
。
狩
野
の
や
る
こ

と
に
は
万
事
に
そ
つ
が
な
い
。 

 

鑑
定
Ⅰ-

５ 

篠
原
鬼
子
雄
書
状 昭

和
７
年(

１９

３２)

８
月
１
日 

『
時
事
新
報
』
に
載
る
明
鑑
社
の
広
告
を
見
た
山
梨
県

北
巨
摩
郡
多
麻
村
の
篠
原
鬼
子
雄
は
、
真
筆
の
場
合
の

家
蔵
の
日
蓮
聖
人
自
筆
曼
荼
羅
の
価
格
、
売
買
手
数
料
、

売
買
方
法
に
つ
い
て
問
合
せ
た
。 

［
翻
刻
］ 

「
酷
暑
の
候
益
々
御
清
祥
の
段
奉
大
賀
至
極
と
存
ぜ

ら
れ
候
。
陳
は
時
事
新
報
広
告
欄
に
依
て
承
了
仕
り
候

が
、「
鑑
定
と
評
価
」
の
題
に
て
書
画
古
文
書
等
の
評
価

を
為
さ
る
べ
く
拝
承
致
候
が
、
小
生
今
回
家
宝
の
左
記

物
件
を
手
放
す
心
得
な
る
が
、
在
京
に
相
当
な
る
知
人

も
な
く
亦
如
何
程
の
価
格
な
る
か
も
知
ら
ず
に
つ
き
、

御
手
数
乍
ら
御
社
に
て
知
れ
る
範
囲
を
御
回
答
願
度

懇
願
仕
り
候
。 

左
記 

一
、
物
件
は
日
蓮
大
上
人
自
筆
の
「
曼
荼
羅
」
に
て
古

来
よ
り
御
極(

鑑
定
書)

数
通
有
之
尚
極
最
近
此
界
の
大

家
の
折
紙
付
の
も
の
に
て
此
に
真
偽
は
論
ぜ
ず
、
真
物

と
し
て
の
事
。
大
さ
は
二
尺
に
三
尺
位
、
更
に
汚
損
の

点
無 

二
、
真
筆
と
仮
定
し
て
今
日
何
程
位
の
価
格
あ
る
も
の

に
や
、
亦
之
れ
を
売
買
為
す
に
当
り
御
社
に
て
は
何
程

の
手
数
料
を
取
る
や 

三
、
普
通
の
書
画
と
異
な
る
に
つ
き
如
何
な
る
方
法
に
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て
売
買
す
る
や
。 

右
御
願
申
上
候
。
業
務
案
内
一
部
御
郵
送
願
上
候 

〔
上
欄
〕
返
信
要
旨 

一
、
此
上
表
装
上
等
、
真
筆
且
由
緒
ア
ル
モ
ノ
ト
シ

テ
五
百
以
上
千
円
前
後 

二
、
□
□
五
百
円
以
下 

三
、
売
方
ハ
東
京
社
常
設
展
覧
場
ニ
托
ス 

八
月
三
日
」 

 

鑑
定
Ⅰ-

６ 

女
池
賢
猷
書
状 

昭
和
５
年(
１９

３０)
７
月
４
日 

『
秋
田
県
人
雑
誌
』
に
載
る
明
鑑
社
の
広
告
を
見
た
小

樽
市
入
舟
町
の
女
池
賢
猷
は
、
家
蔵
の
浮
世
絵
美
人
画

の
絵
師
雪
丸
の
人
物
と
浮
世
絵
と
し
て
の
価
値
に
つ

い
て
問
合
せ
た
。 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓 

秋
田
県
人
雑
誌
の
広
告
に
て
御
社
が
書
画

の
鑑
定
致
さ
る
ゝ
由
を
承
り
、
左
記
件
を
御
依
頼
致
し

度
く
存
じ
居
り
候
。
小
生
三
尺
大
の
浮
世
絵
美
人
の
軸

物
を
持
ち
居
る
が
、
落
か
ん
は
輪
か
く
は
蝸
牛
に
て
中

に
雪
丸
と
有
之
候
、
さ
き
に
東
京
の
小
泉
雄
作
氏
に
鑑

定
を
依
頼
候
が
真
蹟
な
る
事
は
解
か
り
候
雖
も
雪
丸

な
る
絵
師
の
人
物
詳
か
な
ら
ず
、
且
つ
浮
世
絵
と
し
て

価
値
あ
る
も
の
か
一
向
不
明
に
候
。 

筆
者
の
人
物
、
及
び
浮
世
絵
と
し
て
の
価
値
を
鑑
定
致

さ
れ
度
と
存
じ
居
り
候
。
鑑
定
大
体
何
程
に
候
や
折
返

へ
し
御
一
報
下
さ
れ
度
願
上
候
也 

七
月
三
日 

北
海
道
小
樽
市
入
舟
町
七
ノ
十
一 

女
池
賢
猷 

明
鑑
社
御
中
」 

 

鑑
定
Ⅰ-

７ 

加
藤
正
一
書
状 

昭
和
１１
年(

１９

３６)

１０
月
９
日 

『
東
日
新
聞
』
で
狩
野
が
書
画
鑑
定
の
大
家
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
群
馬
県
利
根
郡
糸
之
瀬
村
の
加
藤
正
一

は
、
家
蔵
の
掛
軸
の
鑑
定
を
依
頼
し
た
。『
東
日
新
聞
』

は
『
毎
日
新
聞
』
の
前
身
た
る
『
東
京
日
日
新
聞
』
の

略
称
。 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓 

秋
冷
之
候
と
相
成
り
候
処
、
御
尊
家
益
々
御

清
栄
之
段
奉
賀
候
。
陳
ば
今
回
東
日
新
聞
紙
上
に
て
貴

尊
の
書
画
の
御
鑑
定
大
家
な
る
由
拝
承
仕
り
候
に
付

き
、
小
家
に
も
掛
軸
数
本
之
有
り
候
に
付
き
、
農
家
の

折
を
見
て
上
京
致
し
、
貴
尊
の
御
鑑
定
を
御
願
度
と
存

居
り
候
に
付
き
、
御
多
忙
中
恐
縮
の
次
第
に
御
座
候
へ

共
、
御
鑑
定
料
金
を
御
一
報
相
願
度
御
頼
申
上
候
、

早
々
敬
具 

十
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

加
藤
正
一 

文
学
博
士
狩
野
亨
吉
殿
」 

  

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿ 

【
贋
作
喝
破 

神
代
古
文
書
、
本
居
宣
長
、
田
能
村
竹
田
】 

鑑
定
Ⅱ-

１ 

狩
野
亨
吉
「
天
津
教
古
文
書
の
批
判
」 

（
『
思
想
』
昭
和
１１
年(

１９

３６)

６
月
） 

昭
和
１０
年
８
月
に
日
本
医
事
新
報
か
ら
天
津
教
の
神

代
古
文
書
の
歴
史
的
価
値
を
問
わ
れ
た
狩
野
は
、
昭
和

３
年
（
１９

２８
）
入
手
の
古
文
書
の
写
真
５
枚
を
検
討
、

最
近
の
偽
物
と
断
定
し
、
結
論
の
み
を
回
答
し
た
が
、

天
津
教
の
浸
透
を
座
視
で
き
ず
、
詳
細
な
古
文
書
批
判

を
公
表
し
た
。
神
代
文
字
の
解
読
は
見
事
。 

 

鑑
定
Ⅱ-

２ 

第
1153
号
鑑
定
書 

『
鑑
定
日
録(

１)
 

九
年 

十
年
』 

昭
和
１０
年(

１９

３５)

８
月
に
天
津
教
の
神
代
古
文
書
の

歴
史
的
価
値
を
問
う
た
の
は
、
函
館
市
鶴
岡
町
の
橋
本

敬
三
で
あ
る
。
橋
本
は
医
師
で
あ
り
、
論
文
で
狩
野
が

最
近
の
偽
物
の
旨
を
抽
象
的
に
回
答
し
た
と
述
べ
る

条
件
に
第
1153
号
鑑
定
書
は
合
う
の
で
、
日
本
医
事
新
報

の
依
頼
と
は
橋
本
の
こ
と
だ
ろ
う
。 

［
翻
刻
］ 

「
問 

茨
城
県
磯
原
に
あ
る
神
官
竹
内
家
所
蔵
の
神

代
古
文
書
に
関
す
る
歴
史
的
価
値
に
つ
い
て
、
尚
こ
の

書
に
つ
い
て
批
評
し
た
る
諸
文
献
あ
り
や
否
、
並
に
こ

の
古
文
書
は
印
刷
と
な
り
て
出
版
せ
ら
れ
あ
る
や
、
あ

ら
バ
そ
の
発
行
所
を
知
り
た
し
。 

函
館
市
鶴
岡
町
卅
一
番
地 

橋
本
敬
三 

天
津
教
古
文
書
に
関
す
る
御
質
問
は
三
つ
に
な
つ
て

ゐ
る
が
、
先
づ
第
一
に
其
歴
史
的
価
値
に
つ
い
て
申
せ

ば
、
是
は
一
言
し
て
マ
イ
ナ
ス
、
イ
マ
ジ
ナ
リ
ー
で
す
。

と
云
ふ
の
は
零
以
下
で
あ
る
ば
か
り
か
有
害
で
も
あ

り
、
説
く
と
こ
ろ
の
事
実
は
珍
奮
翰
、
志
す
と
こ
ろ
の
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目
的
は
明
に
し
難
い
等
超
凡
の
意
味
あ
り
と
云
ふ
の

で
す
。
あ
の
天
津
教
の
根
本
記
録
と
云
ふ
も
の
は
、
俄

作
り
の
神
代
文
字
を
以
て
、
是
も
同
じ
く
神
代
文
字
で 

書
い
た
上

ウ
ヘ
ツ

記ブ
ミ

と
い
ふ
本
の
出
鱈
目
を
焼
直
し
、
其
序 

で
に
聞
き
か
じ
つ
た
西
洋
の
伝
説
で
味
付
け
、
近
頃
の

国
粋
思
想
で
色
上
げ
し
た
と
云
ふ
程
度
の
も
の
で
、
全

く
歯
牙
に
か
け
る
に
足
ら
な
い
代
物
で
あ
り
ま
す
。
そ

れ
で
は
怪
し
か
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
が
、
天
津
教
を
羃
に

し
た
様
な
数
等
け
し
か
ら
ん
方
法
を
以
て
、
所
謂
大
成

效
を
遂
げ
て
ゐ
る
族
が
沢
山
あ
り
ま
す
の
で
す
か
ら
、

吾
人
は
あ
ら
ゆ
る
宣
伝
に
対
し
て
用
心
し
て
か
ゝ
ら

な
け
れ
バ
、
飛
ん
だ
馬
鹿
を
見
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

吾
等
の
職
掌
が
ら
知
つ
て
ゐ
る
、
薬
や
精
神
療
法
に
つ

い
て
考
へ
れ
ば
類
推
し
て
分
る
こ
と
で
す
。
凡
そ
世
間

の
秘
密
で
、
か
の
俚
諺
に
金
と
女
の
世
の
中
、
鰯
の
頭

も
信
心
か
ら
と
云
ふ
、
タ
ツ
タ
二
句
に
含
ま
れ
て
ゐ
る

原
則
で
研
究
し
て
見
て
、
尻
尾
出
さ
な
い
も
の
は
断
じ

て
有
得
な
い
。
人
々
宜
く
此
原
則
を
振
翳
し
て
イ
ン
チ

キ
征
伐
に
精
進
す
べ
し
で
あ
る
。
此
大
切
な
原
則
を
公

開
し
た
所
で
第
二
の
御
質
問
に
移
る
。
天
津
教
が
話
題

に
な
る
様
に
な
つ
た
の
も
十
数
年
を
経
て
ゐ
る
の
で

あ
る
か
ら
、
之
を
批
判
し
た
新
聞
や
雑
誌
の
記
事
又
は

成
書
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
筆
者
ハ
寡
聞
に
し
て

殆
と
知
ら
な
い
。
昭
和
五
年
十
二
月
初
旬
天
津
教
関
係

者
が
警
視
庁
に
召
喚
さ
れ
て
取
調
を
受
け
た
こ
と
か

あ
つ
た
が
、
其
際
の
新
聞
と
か
雑
誌
と
か
に
学
者
の
批

評
も
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
と
思
ふ
が
、
私
は
東
京
日
々
新

聞
の
第
一
面
の
記
事
を
見
た
ゞ
け
て
、
後
は
読
ま
な
か

つ
た
。
成
書
に
つ
い
て
は
出
版
年
鑑
を
数
年
間
に
亘
り

探
し
て
見
た
が
、
麁
相
で
あ
つ
た
ゝ
め
か
見
出
し
か
ね

た
。
却
て
天
津
教
側
の
も
の
ハ
一
二
見
当
つ
た
。
偖
此

様
に
文
献
も
知
ら
な
い
貧
弱
な
知
識
で
、
ど
う
し
て
大

胆
な
断
案
を
下
し
得
た
か
と
云
ふ
に
、
私
は
幸
に
根
本

材
料
の
代
表
的
の
も
の
の
写
真
に
由
つ
て
研
究
を
為

し
得
た
か
ら
で
あ
る
。
終
り
に
第
三
の
御
質
問
の
刊
行

を
経
て
ゐ
る
か
否
や
の
こ
と
は
是
又
確
か
な
と
こ
ろ

を
知
つ
て
い
た
訳
で
は
な
い
が
、
多
分
出
版
さ
れ
て
な

い
と
思
ふ
。
あ
ん
な
も
の
を
出
版
し
た
ら
最
後
、
忽
ち

専
門
家
の
四
面
攻
撃
に
会
へ
、
木
端
微
塵
に
砕
け
て
消

散
す
る
運
命
を
持
つ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 
 

昭
和
十
年
九
月
一
日
震
災
弔
慰
黙
祷
後
。
詳
細
ノ
考

究
ハ
別
ニ
筆
録
シ
テ
之
ヲ
存
ス
」 

 
鑑
定
Ⅱ-
３ 

島
田
高
敏
書
状 

昭
和
１３
年(

１９

３８)

３
月
１６
日 

秋
田
県
雄
勝
郡
西
成
瀬
村
の
島
田
高
敏
が
、
本
居
宣
長

『
言
葉
の
玉
緒
』
序
及
び
第
１
巻
残
闕
半
紙
墨
付
５
丁

の
鑑
定
を
依
頼
し
た
。
刊
本
『
言
葉
の
玉
緒
』
は
安
永

８
年(

１７

７９)

の
序
。 

 

［
翻
刻
］ 

「
拝
啓 

貴
社
益
御
繁
栄
之
段
奉
敬
賀
候
。
陳
ハ
本
居

宣
長
ノ
言
葉
ノ
玉
緒
半
紙
五
枚
ニ
認
メ
タ
ル
モ
ノ
御

鑑
定
ヲ
得
度
御
座
候
ニ
付
、
信
偽
御
判
明
被
下
様
奉
願

上
候
。
右
御
鑑
定
料
並
ニ
返
信
料
相
添
ヘ
此
段
奉
願
候
。 

昭
和
十
三
年
三
月
十
六
日 

秋
田
県
雄
勝
郡
西
成
瀬
村
吉
野 

島
田
高
敏 

東
京
市
小
石
川
区
大
塚
坂
下
町
五
五 

明
鑑
社
御
中
」 

 

鑑
定
Ⅱ-

４ 

第
1534
号
鑑
定
書
『
鑑
定
日
録(

３)

十
三
年
』 

形
式
に
つ
い
て
は
第
１
巻
の
途
中
で
不
自
然
に
擱
筆

し
て
い
る
こ
と
、
内
容
に
つ
い
て
は
誤
字
・
脱
字
・
顛

倒
・
書
損
じ
が
多
く
、
単
な
る
癖
と
見
な
せ
な
い
誤
り

が
あ
る
こ
と
、
筆
蹟
に
つ
い
て
は
安
永
期
の
宣
長
の
筆

蹟
と
異
な
る
こ
と
、
以
上
か
ら
狩
野
は
宣
長
の
自
筆
で

は
な
い
と
鑑
定
し
た
。 

 

鑑
定
Ⅱ-

５ 

久
保
貞
次
郎
「
鑑
定
の
先
達
・
狩
野
亨
吉
」 

(

『
芸
術
新
潮
』
昭
和
３９
年
〈
１９

６４
〉
１２
月)

 

昭
和
１５
年(

１９

４０)

７
月
１１
日
夜
、
三
枝
博
音
の
紹
介

状
を
持
っ
て
田
能
村
竹
田
『
蘿
葍
図
』
の
鑑
定
を
依
頼

し
た
経
緯
を
久
保
が
書
き
残
し
て
い
る
。
鑑
定
に
関
す

る
回
想
録
は
珍
し
い
。
久
保
は
昭
和
８
年
東
京
帝
国
大

学
文
学
部
教
育
学
科
卒
の
美
術
評
論
家
、
戦
後
、
滝
川

太
郎
贋
作
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
。 

 

鑑
定
Ⅱ-

６ 

第
1739
号
鑑
定
書 

『
鑑
定
日
録(

５)

十
五
年 

十
六
年
』 

『
蘿
葍
図
』
は
賛
が
問
題
で
、
最
後
の
「
撃
節
」
に
続

く
べ
き
「
嘆
賞
」
を
欠
く
た
め
、
文
意
甚
だ
不
適
切
、

真
蹟
と
断
ず
る
に
は
躊
躇
す
る
、
と
狩
野
は
鑑
定
し
た
。

画
幅
を
取
り
に
来
た
久
保
が
帰
る
間
際
、
こ
の
程
度
な
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ら
ば
、
ま
あ
業
者
の
間
で
は
本
物
と
し
て
通
り
ま
す
ね
、

と
狩
野
は
慰
め
た
と
い
う
。 

 
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿ 

 
 

【
筆
跡
鑑
定 

直
覚
、
分
析
、
総
合
法
】 

鑑
定
Ⅲ-

１ 
第
1195
号
鑑
定
書 

『
鑑
定
日
録(

２)

十
一
年 

十
二
年
』 

昭
和
１０
年(

１９

３５)
２
月
３
日
に
狩
野
は
東
京
民
事
地

方
裁
判
所
第
１５
部
か
ら
筆
跡
鑑
定
を
命
じ
ら
れ
、
執
筆

の
姿
勢
、
字
画
の
排
次
、
運
筆
の
速
度
、
字
画
の
傾
斜
、

直
覚
的
に
判
断
し
た
文
字
の
全
形
、
技
巧
の
上
か
ら
鑑

定
を
行
い
、
３
月
７
日
に
鑑
定
書
を
提
出
し
た
。 

 

鑑
定
Ⅲ-

１ 

鑑
定
事
項 

 

鑑
定
Ⅲ-

２
ａ 

第
1700
号
鑑
定
書 

『
鑑
定
日
録(

４)

十
四
年
』 

昭
和
１０
年(

１９

３５)

２
月
３
日
に
狩
野
は
東
京
控
訴
院

第
６
民
事
部
か
ら
筆
跡
鑑
定
を
命
じ
ら
れ
、
直
覚
法
、

分
析
法
、
総
合
法
に
よ
り
鑑
定
を
行
い
、
１０
月
２１
日

に
鑑
定
書
を
提
出
し
た
。 

直
覚
法
で
は
文
字
通
り
直
覚
を
働
か
せ
て
考
察
す
る
。

分
析
法
で
は
、
起
筆
、
運
筆
、
止
筆
の
３
点
に
つ
い
て

類
似
・
差
異
の
点
数
に
よ
り
＋
３
か
ら
－
３
を
あ
た
え

て
数
値
化
し
て
考
察
し
、
運
筆
の
速
度
、
字
画
の
傾
斜

は
度
外
視
す
る
。 

総
合
法
で
は
感
情
の
影
響
と
姿
勢
の
影
響
を
考
察
す

る
。
特
に
今
回
は
筆
記
の
姿
勢
が
鑑
定
項
目
の
一
つ
で

あ
る
た
め
、
日
本
大
学
病
院
の
患
者
２８
名
に
仰
臥
と
そ

れ
以
外
の
姿
勢
で
氏
名
を
書
い
て
も
ら
い
参
考
と
し

た
。
分
析
法
は
科
学
的
鑑
定
を
主
張
し
た
狩
野
な
ら
で

は
の
方
法
と
い
っ
て
よ
い
。 

 
 

 
 

 
 

鑑
定
Ⅲ-

２
ｂ 

鑑
定
事
項 

鑑
定
Ⅲ-

２
ｃ 

分
析
法
に
よ
る
筆
跡
鑑
定 

 
 

鑑
定
Ⅲ-

２
ｄ 

総
合
法
の
筆
跡
鑑
定
資
料 

 

 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿ 

 
 

【
鑑
定
に
関
す
る
書
物
の
出
版
】 

鑑
定
Ⅳ-

１ 

鑑
定
関
係
自
著
の
販
売
広
告
草
稿 

狩
野
の
鑑
定
に
関
す
る
著
述
と
し
て
は
、
昭
和
５
年

(

１９

３０)

９
月
２９
日
の
学
士
会
第
９１
回
茶
話
会
に
お

け
る
講
演
の
筆
記
「
科
学
的
方
法
に
拠
る
書
画
の
鑑
定

と
登
録
」
、
岩
上
方
外
共
編
『
書
画
落
款
印
譜
大
全
』
第

１
輯
・
第
２
輯
、「
書
画
の
鑑
定
特
に
落
款
印
章
の
効
用

に
就
い
て
」(
第
１
輯
附
録)

が
あ
る
。 

 
 

鑑
定
Ⅳ-

２ 

『
科
学
的
方
法
に
拠
る
書
画
の
鑑
定
と 

登
録
』（
明
鑑
社
、
昭
和
８
年
〈
１９

３３
〉） 

『
学
士
会
月
報
』
掲
載
の
昭
和
５
年(

１９

３０)

の
学
士
会

茶
話
会
で
の
講
演
筆
記
を
許
可
を
得
て
明
鑑
社
版
と

し
て
出
版
。
狩
野
は
、
書
画
の
鑑
定
の
意
義
、
鑑
定
の

難
し
さ
、
従
来
の
鑑
定
法
の
不
備
を
明
ら
か
に
し
た
上

で
科
学
的
方
法
に
よ
る
べ
き
を
説
き
、
鑑
定
確
保
の
た

め
の
登
録
法
の
創
定
を
主
張
し
た
。 

 

鑑
定
Ⅳ-

３ 

『
書
画
落
款
印
譜
大
全
』
内
容
見
本 

「
第
一
輯
明
治
以
前 

製
本
出
来
」
「
第
二
輯
維
新
以

後 

一
月
出
来
」「
第
三
輯
現
代 

二
月
出
来
」
と
あ
る

が
、
な
ぜ
か
第
３
輯
は
つ
い
に
刊
行
さ
れ
ず
、
所
載
の

印
影
壱
萬
五
千
個
、
古
今
の
画
家
・
儒
者
・
名
家
約
壱

千
名
を
蒐
め
た
鑑
定
界
前
代
未
聞
の
大
全
は
未
完
に

終
わ
っ
た
。
装
幀
・
題
字
は
中
村
不
折
。(

個
人
蔵) 

 

鑑
定
Ⅳ-

４ 

「
日
本
鑑
定
協
会
」
の
事
業 

内
容
見
本
に
挟
み
込
ま
れ
た
日
本
鑑
定
協
会
の
入
会

案
内
。
狩
野
は
理
事
に
名
を
連
ね
、
鑑
定
専
任
方
面
を

「
一
般
、
科
学
的
鑑
定
」
と
し
て
異
彩
を
放
つ
。
理
事

の
高
橋
学
而
は
、
狩
野
が
第
一
高
等
学
校
長
の
時
に
中

退
し
た
春
草
の
弟
で
、
後
に
狩
野
が
墓
誌
と
記
念
碑
銘

を
草
す
る
こ
と
に
な
る
。(

個
人
蔵) 

 

鑑
定
Ⅳ-

５ 

狩
野
亨
吉
・
岩
上
方
外
共
編
『
書
画
落
款

印
譜
大
全
』
第
１
輯 

（
武
侠
社
、
昭
和
６
年
〈
１９

３１
〉） 

本
書
の
意
義
は
、
330
に
及
ぶ
画
家
・
儒
者
・
名
家
の
書

画
の
鑑
定
に
不
可
欠
な
落
款
と
印
章
を
原
寸
大
の
写

真
版
で
掲
載
し
た
こ
と
で
あ
る
。
狩
野
は
増
補
改
訂
を

怠
ら
ず
、
鑑
定
関
係
自
著
の
販
売
広
告
に
既
刊
２
冊
の

購
入
者
に
は
増
補
改
訂
の
結
果
を
ま
と
め
た
一
書
を

贈
る
と
約
束
し
て
い
る
。(

個
人
蔵) 
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鑑
定
Ⅳ-

６ 

緑
川
秀
男
宛
書
状 

 

昭
和
１２
年(

１９

３７)

１
月
６
日 

『
書
画
落
款
印
譜
大
全
』
は
共
編
と
な
っ
て
い
る
が
、

友
人
の
声
援
の
た
め
附
録
の
一
編
を
起
稿
し
た
に
す

ぎ
な
い
、
と
狩
野
は
述
べ
て
い
る
。
東
北
帝
国
大
学
図

書
館
に
昭
和
１８
年(
１９

４３)

に
狩
野
旧
蔵
の
「
諸
家
の

印
譜
約
一
千
余
部
」
が
納
入
さ
れ
て
い
る
の
で
、
狩
野

の
言
は
謙
遜
と
知
れ
よ
う
。 

［
翻
刻
］ 

「
一
月
六
日
緑
川
秀
男
宛 

貴
翰
拝
誦
、
益
々
御
清
祥

奉
賀
候
。
御
尋
ノ
本
ハ
書
画
落
款
印
譜
大
全
第
一
編

(

東
京
市
芝
区
南
佐
久
間
町
二
ノ
一
○
東
京
社
発
行
、

定
価
十
円
。
古
本
価
格
三
四
円)

ニ
可
有
之
候
。
此
書
ハ

岩
上
方
外
ト
小
生
ト
ノ
共
著
ト
相
成
居
候
得
共
、
小
生

ハ
唯
友
人
ノ
声
援
ノ
為
メ
編
末
ニ
「
書
画
の
鑑
定
特
に

落
款
印
章
の
効
用
に
就
い
て
」
ト
題
ス
ル
一
章
ヲ
附
録

ト
シ
テ
起
稿
致
シ
タ
ル
ニ
過
キ
ス
候
。
シ
カ
モ
ス
ペ
ー

ス
ノ
制
約
ニ
ヨ
リ
記
述
簡
単
ヲ
旨
ト
シ
タ
ル
タ
メ
、
著

シ
ク
難
解
ナ
リ
ト
目
セ
ラ
レ
居
候
。
同
趣
旨
ノ
コ
ト
ヲ

昭
和
五
年
九
月
学
士
会
茶
話
会
ニ
テ
述
ヘ
タ
ル
コ
ト

有
之
、
其
時
ノ
月
報
記
事
ヲ
抜
刷
シ
タ
ル
モ
ノ
別
封
ニ

テ
呈
上
致
候
間
、
御
覧
被
下
度
候
。
敬
具
」 

     

 

書 
 

【
狩
野
の
揮
毫 

『
漱
石
全
集
』『
法
制
史
の
研
究
』
】 

書
Ⅰ-

１ 

「
積
善
之
家
厥
福
惟
昌
」 

明
治
１０
年(

１８

７７) 

狩
野
は
１１
歳
１１
ヶ
月
の
明
治
１０
年
５
月
９
日
に
第

一
番
小
学
校
下
等
第
２
級
を
卒
業
し
、
学
業
優
等
に
つ

き
書
籍
を
授
与
さ
れ
て
い
る
の
で
、
２
月
か
３
月
の
習

字
作
品
。
こ
の
句
は
「
積
悪
之
門
必
有
余
殃
」
と
対
句
。

出
典
は
『
芸
文
類
聚
』
巻
２３
人
部
７
鑒
誡
。 

 

書
Ⅰ-

２ 

岩
波
茂
雄
書
状 

大
正
６
年(

１９

１７)

１２
月
１８
日 

前
年
１２
月
９
日
の
夏
目
漱
石
の
死
後
、
す
ぐ
に
全
集
の

刊
行
が
決
ま
り
、
岩
波
は
刊
行
会
代
表
に
就
任
、
狩
野

は
編
集
顧
問
に
名
を
連
ね
た
。
９
月
１２
日
に
岩
波
が
来

訪
、
全
集
の
表
題
の
揮
毫
を
依
頼
。
第
１
巻
の
刊
行
を

２
週
間
後
に
控
え
て
焦
っ
た
岩
波
は
、
狩
野
に
扉
の
書

名
の
揮
毫
を
督
促
し
た
。 

［
翻
刻
］ 

「
謹
啓 

又
々
御
手
数
の
所
誠
に
恐
縮
に
不
堪
候
へ

共
、
漱
石
全
集
第
一
巻
の
扉
の
字
至
急
御
揮
毫
相
煩
は

し
度
伏
し
て
奉
願
候
。
小
生
拝
趨
御
願
申
上
ぐ
へ
き
処
、

先
生
御
不
在
の
由
な
れ
は
使
を
以
て
御
願
申
上
候
段

不
悪
御
憐
察
奉
候 

明
日
午
前
十
時
頃
参
上
可
仕
候
間
、
若
し
御
都
合
出
来

候
は
ゞ
そ
れ
ま
で
に
御
間
に
合
せ
下
さ
れ
度
、
勝
手
の

み
申
上
け
て
失
礼
に
奉
願
候
。
拝
具 

十
二
月
十
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

茂
雄 

狩
野
先
生
侍
史
」 

 

書
Ⅰ-

３ 

『
漱
石
全
集
』
第
１
巻 

（
岩
波
書
店
、
大
正
７
年
〈
１９

１８
〉)

 

扉
の
書
名
は
狩
野
の
手
に
な
る
。 

 

書
Ⅰ-

４ 

『
漱
石
全
集
』
背
文
字
下
書
き 

大
正
８
年(

１９

１９)
 

第
１２
巻
は
書
簡
集
。
大
正
８
年(

１９

１９)

刊
。
狩
野
は
な

ぜ
か
刊
行
会
に
漱
石
来
信
を
提
供
せ
ず
、
戦
前
版
全
集

掲
載
は
２
通
の
み
。
戦
後
版
で
７３
通
に
増
え
る
の
は
、

狩
野
の
死
後
、
遺
品
を
整
理
し
た
某
が
持
ち
出
し
た
と

み
る
他
は
な
い
。
狩
野
文
書
に
は
全
集
未
掲
載
の
漱
石

書
状
・
端
書
各
１
通
が
伝
わ
る
。 

 

書
Ⅰ-

５ 

岩
波
茂
雄
書
状 

大
正
８
年(

１９

１９)

１
月
２５
日 

岩
波
は
、
『
漱
石
全
集
』
第
１１
巻
の
扉
の
書
名
と
と
も

に
２
月
１５
日
刊
行
の
三
浦
周
行
『
法
制
史
の
研
究
』
の

背
文
字
の
揮
毫
を
狩
野
に
依
頼
し
た
。
三
浦
は
日
本
法

制
史
の
祖
、
狩
野
が
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
長
の
明

治
４０
年(

１９

０７)

に
講
師
と
し
て
招
聘
さ
れ
、
国
史
学

を
担
当
、
明
治
４２
年(

１９

０９)

教
授
。 

［
翻
刻
］ 

「
謹
啓 

毎
度
御
迷
惑
相
か
け
誠
に
恐
縮
に
存
し
候

へ
共
、
全
集
の
扉
別
紙
の
如
く
御
書
き
被
下
度
奉
願
候
。 
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尚
又
重
ね
て
御
手
数
相
煩
は
し
た
き
は
三
浦
周
行
先

生
の
法
制
史
の
研
究
に
御
座
候
。
三
浦
先
生
も
非
常
に

先
生
の
御
手
を
煩
は
す
事
を
希
望
い
た
し
居
り
候
間
、

何
卒
奉
願
候
。
参
上
御
願
申
上
け
た
く
電
話
を
御
か
け

い
た
し
候
処
、
御
不
在
と
の
事
故
、
乍
欠
礼
手
紙
を
以

て
御
願
申
上
候
。
拝
具 

一
月
廿
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

茂
雄 

狩
野
先
生
侍
史
」 

 

書
Ⅰ-

６ 

三
浦
周
行
『
法
制
史
の
研
究
』 

（
岩
波
書
店
、
大
正
８
年
〈
１９

１９
〉)

 

岩
波
か
ら
依
頼
を
受
け
た
狩
野
が
背
文
字
を
揮
毫
し

た
ま
で
は
よ
か
っ
た
が
、
結
果
か
ら
す
る
と
、
狩
野
は

う
っ
か
り
書
損
じ
を
渡
し
て
し
ま
い
、
刊
行
が
迫
っ
て

い
た
た
め
岩
波
は
確
認
せ
ず
に
印
刷
所
に
回
し
た
の

だ
ろ
う
。
誰
が
い
つ
誤
り
に
気
付
い
た
か
は
知
る
由
も

な
い
。 

 

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿ 

【
狩
野
の
揮
毫 

碑
文
、『
日
本
科
学
古
典
全
書
』
】 

書
Ⅱ-

１ 

従
二
位
勲
四
等
侯
爵
佐
竹
義
生
公
墓
誌
銘

拓
本 

義
生
は
秋
田
の
佐
竹
宗
家
３３
代
当
主
。
慶
応
３
年(

１８

６７)

７
月
７
日
に
生
ま
れ
、
大
正
４
年(

１９

１５)

２
月
２２

日
に
死
去
し
た
。
狩
野
の
父
良
知
は
藩
校
明
徳
館
と
昌

平
黌
に
学
ん
だ
学
者
で
、
大
館
城
代
佐
竹
西
家
の
家
老

を
務
め
て
お
り
、
維
新
後
も
旧
藩
主
家
と
狩
野
家
の
関

係
は
絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

 

書
Ⅱ-

２ 

石
川
孫
市
翁
頌
徳
碑
銘 

大
正
２
年(

１９

１３)

５
月 

孫
市
は
天
保
４
年(

１８

３３)

の
奥
羽
大
飢
饉
の
時
に
窮

民
救
済
の
た
め
醵
金
し
た
大
館
の
商
人
。
町
議
会
が
建

碑
を
議
決
。
大
館
町
の
依
頼
を
受
け
て
狩
野
が
碑
銘
を

草
し
た
。
父
良
知
の
碑
銘
と
佐
竹
義
生
の
額
篆
を
刻
し

た
明
治
２９
年(

１８

９５)

５
月
の
孫
市
の
頌
徳
碑
と
同
じ

場
所
に
狩
野
の
碑
も
建
て
ら
れ
た
。 

 

書
Ⅱ-

３ 

元
弘
二
年
暦
本
跋
下
書
き 

 

大
正
７
年(

１９

１８)

７
月 

日
本
鉱
物
学
の
祖
に
し
て
大
蒐
書
家
和
田
維
四
郎
雲

村
が
村
口
書
房
初
代
村
口
半
次
郎
か
ら
入
手
し
た
印

本
仮
字
暦
の
残
闕
を
狩
野
は
元
弘
２
年(

１３

３２)

暦
と

鑑
定
し
た
。
朱
批
は
漢
学
者
に
し
て
第
一
高
等
学
校
教

授
塩
谷
時
敏
。
狩
谷
棭
斎
が
跋
を
草
し
た
永
正
１１
年

(

１５

１５)
仮
字
暦
も
雲
村
の
有
に
帰
し
て
い
る
。 

 

書
Ⅱ-

４ 

『
日
本
科
学
古
典
全
書
』
背
文
字
下
書
き 

朝
日
新
聞
社
の
企
画
し
た
『
日
本
科
学
古
典
全
書
』
は
、

科
學
思
想
篇
・
諸
科
學
篇
・
産
業
技
術
篇
か
ら
成
る
基

本
史
料
の
集
成
。
狩
野
は
監
修
者
の
一
人
。
昭
和
１７
年

(

１９

４２)

３
月
か
ら
刊
行
が
始
ま
り
、
戦
後
も
続
い
た
が
、

つ
い
に
未
完
に
終
わ
っ
た
。
既
刊
１０
冊
。 

書
Ⅱ-

５ 

『
日
本
科
学
古
典
全
書
』
第
１２
巻 

（
朝
日
新
聞
、
昭
和
１８
年
〈
１９

４３
〉)

 

『
日
本
科
学
古
典
全
書
』
の
編
纂
者
は
三
枝
博
音
。
大

正
１１
年(

１９

２２)

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
西
洋
哲
学
科

卒
。
産
業
技
術
と
し
て
採
鑛
冶
金
・
農
業
・
製
造
業
・

漁
業
・
海
上
交
通
を
取
り
あ
げ
た
の
は
三
枝
の
卓
見
。

こ
と
海
上
交
通
に
限
れ
ば
、『
海
事
史
料
叢
書
』
を
編
纂

し
た
住
田
正
一
が
三
枝
に
勝
る
。(

個
人
蔵) 

 

書
Ⅱ-

６ 

三
枝
博
音
「
狩
野
亨
吉
先
生
の
追
憶
」 

（
「
科
学
古
典
」
第
３
号
『
日
本
科
学
古
典
全
書
』 

第
１２
巻
附
録
、 

昭
和
１８
年
〈
１９

４３
〉)

 

『
日
本
科
学
古
典
全
書
』
第
１２
巻
刊
行
前
の
昭
和
１７

年(

１９

４２)

１２
月
２２
日
に
狩
野
は
死
去
し
た
。
晩
年
の

狩
野
を
知
る
三
枝
の
伝
に
よ
れ
ば
、
狩
野
は
「
何
万
と

い
ふ
本
が
自
分
の
と
こ
ろ
を
流
れ
た
が
、
そ
れ
で
私
の

力
は
奪
は
れ
た
よ
」
と
洩
ら
し
た
と
い
う
。
流
石
の
狩

野
も
年
老
い
て
気
力
が
お
と
ろ
え
た
。(

個
人
蔵) 
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狩
野
亨
吉
略
歴 

 

慶
応
元
年(

１８

６５)
 
 

１
歳 

１１
月
２８
日
、
出
羽
国
秋
田
郡
大
館
町
三
ノ
丸
で
誕
生 

明
治
２
年(

１８

６９)
 
 

５
歳 

 
 
 
 
 
 

狩
野
家
秋
田
に
転
任 

明
治
７
年(

１８

７４)
 
 

１０
歳 

 
 
 
 
 
 
 

秋
田
県
大
平
小
学
校
入
学 

明
治
９
年(

１８

７６)
 
 

１２
歳 

 
 
 
 
 
 
 

狩
野
家
東
京
に
転
任
・
番
町
小
学
校
転
入 

明
治
１０
年(

１８

７７)
 

１３
歳 

９
月
、
母
千
代
子
逝
去(

４０
歳)

 

明
治
１１
年(

１８

７８)
 

１４
歳 

７
月
、
番
町
小
学
校
卒
業
。 

明
治
１１
年(

１８

７８)
 

１４
歳 

９
月
、
東
京
府
第
一
中
学
校
変
則
科
入
学 

明
治
１２
年(

１８

７９)
 

１５
歳 

９
月
、
東
京
府
第
中
学
校
退
学 

東
京
大
学
予
備
門
入
学(

第
四
級
第
二
組)

 

明
治
１７
年(

１８

８４)
 

２０
歳 

７
月
、
東
京
大
学
予
備
門
修
了 

９
月
、
東
京
大
学
理
学
部
数
学
科
入
学 

明
治
１９
年(

１８

８６)
 

２２
歳 

１０
月
、
家
兄
元
吉
逝
去(

２９
歳)

 

明
治
２１
年(

１８

８８)
 

２４
歳 

７
月
、
帝
国
大
学
理
科
大
学(

数
学
科)

卒 

明
治
１１
年(

１８

７８)
 

１４
歳 

９
月
、
帝
国
大
学
文
科
大
学(

哲
学
科)

入
学 

明
治
２４
年(

１８

９１)
 

２７
歳 

７
月
、
帝
国
大
学
文
科
大
学(

哲
学
科)

卒 

明
治
１１
年(

１８

７８)
 

１４
歳 

９
月
、
帝
国
大
学
大
学
院
入
学 

明
治
２５
年(

１８

９２)
 

２８
歳 

７
月
、
帝
国
大
学
大
学
院
退
学
、 

第
四
高
等
中
学
校
教
授
任
官 

明
治
２７
年(

１８

９４)
 

３０
歳 

３
月
、
第
四
高
等
中
学
校
教
授
依
願
免
官 

明
治
３１
年(

１８

９８)
 

３４
歳 

１
月
、
第
五
高
等
学
校
教
授
任
官(

教
頭)

 

１１
月
、
第
一
高
等
学
校
長
着
任 

明
治
３９
年(

１９

０６)
 

４２
歳 

７
月
、
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
転
任 

明
治
４０
年(

１９

０７)
 

４３
歳 

１０
月
、
文
学
博
士
学
位
授
与 

明
治
１１
年(

１８

７８)
 

１４
歳 

１２
月
、
父
良
知
逝
去(

７９
歳)

 

明
治
４１
年(

１９

０８)
 

４４
歳 

１０
月
、
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
依
願
免
官 

以
後
は
鑑
定
で
身
を
立
て
る
。 

大
正
元
年(

１９

１２)
 

４８
歳 

 
 
 
 
 
 
 

東
北
帝
国
大
学
総
長
澤
柳
政
太
郎
の
周
旋

で
、
同
大
学
図
書
館
へ
第
１
次
「
狩
野
文

庫
」
納
本
。 

昭
和
１７
年(

１９

４２)

７８
歳 

１２
月
２２
日
、
永
眠 

八
田
三
喜
「
狩
野
亨
吉
先
生
」（
『
科
学
史
研
究
』
昭
和
１８
年
〈
１９

４３
〉)

、
青
江

俊
二
郎
『
狩
野
亨
吉
の
生
涯
』（
明
治
書
院
、
昭
和
６２
年
〈
１９

８７
〉
）
等
参
照 

お
わ
り
に  

履
歴
書
草
稿 

東
京
鋼
鉄
製
作
所
を
経
営
す
る
匿
名
組
合
解
散
の
大

正
１３
年(
１９

２４)

秋
以
降
、
反
古
の
裏
に
記
さ
れ
た
。

京
都
帝
国
大
学
辞
職
の
理
由
に
は
諸
説
あ
る
が
、
「
四

十
年
父
ノ
喪
ニ
際
シ
辞
職
」
は
、
宮
仕
え
を
嫌
い
な
が

ら
、
父
の
生
存
中
は
そ
の
地
位
に
止
ま
っ
た
が
、
父
の

死
で
挂
冠
し
た
と
い
う
説
を
裏
付
け
る
。 

［
翻
刻
］「
慶
応
元
年
出
羽
国
秋
田
郡
大
館
町
ニ
生
ル
、

東
京
大
学
理
学
部
及
文
科
大
学
ニ
学
ヒ
、
明
治
廿
五
年

第
四
高
等
中
学
校
教
授
、
丗
一
年
第
五
高
等
学
校
教
授
、

同
年
第
一
高
等
学
校
長
、
丗
九
年
京
都
帝
国
大
学
文
科

大
学
教
授
ト
ナ
リ
倫
理
学
ヲ
講
ス
、
四
十
年
父
ノ
喪
ニ

際
シ
辞
職
シ
、
以
来
実
業
ニ
志
シ
テ
成
ラ
ス
、
以
テ
今

日
ニ
至
ル
、
著
書
ナ
シ
」 

      

凡
例 

一
、
本
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
駒
場
博
物
館
特
別

展
「
教
育
者
・
蒐
書
家
・
鑑
定
人 

狩
野

亨
吉 

 

生
誕
150
周
年
記
念
展
」
の
展
示
目

録
と
し
て
作
成
し
た
。 

 

一
、
特
に
表
記
の
な
い
資
料
は
、
東
京
大
学
駒

場
図
書
館
蔵
で
あ
る
。 

一
、
引
用
は
適
宜
句
読
点
を
補
い
、
通
行
の
字

体
に
改
め
た
。 

 

本
展
覧
会
に
際
し
て
、
ご
尽
力
戴
い
た
各
機

関
、
個
人
の
方
々
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 



番号 タイトル 年月

はじめに-1 狩野亨吉回顧メモ
はじめに-2 行李
小学-1 狩野良知宛書状 明治7年(1874)8月19日
小学-2 下等小学第七級卒業証書 明治8年(1875)1月
小学-3 大試業優等につき世界商売往来一部授与状 明治8年(1875)2月
小学-4 証上等小学第八級卒業証書 明治11年(1878)4月
小学-5 学業優等につき筆墨紙授与状 明治11年(1878)4月6日
小学-6 Spencerian　Penmanship　4
中予-1 東京府学務課報告　第二号
中予-2 町田忠治書状 明治11年(1878)12月9日
中予-3 退校願 明治12年(1879)9月18日
中予-4 『東京大学予備門一覧』 明治12年(1879)
中予-5 授業料之儀ニ付願 明治12年(1879)10月14日
中予-6 『東京大学予備門前本黌生徒優劣表』 明治16年(1883)
大-1 『帝国大学一覧』 明治19・20年(1886・1887)
大-2 受業料減額願 明治17年(1884)9月10日
大-3 Chemistry Rare Elements. Periodic Law Prof.Sakurai
大-4 Astronomy
大-5 楕円函数試験答案
大-6 『帝国大学一覧』
院-1 大学院入学許可証 明治24年(1891)7月10日
院-2 指導教官通知証 明治24年(1891)7月10日
院-3 Aesthetic. By Prof.Dr.Ludwig Busse
院-4 狩野亨吉大学院退学許可証 明治25年(1892)7月15日
院-5 大屋八十八郎書状 明治25年(1892)7月19日
青-1 『蔵書記之附暦算書目』狩野良嘉
青-2 冬期休業中旅行覚 明治24年(1891)1月2日～7日
青-3 蔵書律暦別志
青-4 平山信端書 明治19年(1886)1月1日
青-5 平山信端書 明治21年(1888)11月2日
青-6 平山信・飯島正之助端書 明治20年(1887)8月10日
青-7 明治二十年黒磯に皆既日蝕を観る記
青-8 憲法発布式当日順序・賀憲法発布 明治22年(1889)2月11日
青-9 帝国大学提灯行列次第 明治22年(1889)2月11日
青-10 憲法発布を祝う第一高等中学生写真(駒場博物館蔵)
夏目-1 芳賀矢一端書 明治35年(1902)10月19日
夏目-2 『職員進退』 明治36年(1903)4月10日
夏目-3 夏目金之助解嘱願(駒場博物館蔵) 明治40年(1907)3月31日
夏目-4 卒業写真(駒場博物館蔵) 明治38年(1905)7月
夏目-5 夏目金之助端書
四高-1 第四高等中学校教授辞令 明治25年(1892)7月16日
四高-2 依願免本官 明治27年(1894)3月30日
四高-3 天文学 Notes on Elementary Astronomy, delivered during the Session 明治26・27年(1893・1894)
四高-4 方程式論 明治26・27年(1893・1894)

四高-5 生徒学資補助扣出納簿
明治25年(1892)11月～
明治27年(1894)4月

四高-6 茨木清次郎書状 明治26年(1893)9月1日
四高-7 平山信書状 明治28年(1895)9月4日
四高-8 証 明治28年(1895)6月12日
五高-1 第五高等学校教授辞令 明治31年(1898)1月22日
五高-2 成績簿
五高-3 狩野良知宛書状 明治31年(1898)1月23日
五高-4 澤柳政太郎書状 明治31年(1898)11月25日
五高-5 電報頼信紙 明治31年(1898)12月1日
一高-1 任第一高等学校長書状 明治31年(1898)11月24日
一高-2 明治35年卒業式式辞草案 明治35年(1902)
一高-3 端書 大正3年(1914)3月23日
一高-4 補永茂助書状 明治38年(1905)8月15日
一高-5 三矢宮松書状 明治36年(1903)9月28日
清国-1 狩野亨吉宛服部宇之吉書状 明治37年(1904)1月7日
清国-2 京師大学堂官派外洋留学生章程
清国-3 清国京師大学堂派定留学生ニ関スル書類
清国-4 清国京師大学堂留学生ニ関スル第一年次報告書 明治38年(1905)1月

教育者・蒐書家・鑑定人　狩野亨吉　生誕150周年記念展出展目録

　　　　生涯



清国-5 清国京師大学堂留学生ニ関スル第二年次報告書 明治39年(1906)1月

鳩山-1 通学御届(通学御願)
明治33年(1900)7月27日～
8月21日

鳩山-2 鳩山和夫書状 明治33年(1900)8月31日
鳩山-3 寄宿寮記録 明治26・34年(1893・1901)
鳩山-4 鳩山春子書状 明治35年(1902)3月16日
鳩山-5 「文学博士　狩野亨吉氏」(千朶木仙史編『学界文壇時代之新人』天地堂） 明治41年（1908）
鳩山-6 鳩山一郎「私の履歴書」(『私の履歴書』第7集、日本経済新聞社) 昭和38年（1963）
藤村-1 蘆野敬三郎書状 明治36年(1903)5月24日
藤村-2 蘆野敬三郎書状 明治36年(1903)7月10日
藤村-3 安倍能成「藤村操君を憶ふ」(『校友会雑誌』第128号) 明治36年（1903）5月
藤村-4 魚住影雄「自殺論」（『校友会雑誌』第137号） 明治37年(1904)5月
藤村-5 『第一高等学校一覧』 明治35年(1902)12月調
京-1 京都帝国大学文科大学教授辞令 明治39年(1906)7月5日
京-2 授業方法・教養ノ方針
京-3 国府種徳書状 明治33年(1900)4月12日
京-4 内藤虎次郎書状 明治35年(1902)1月4日
京-5 谷本富・松本文三郎宛狩野亨吉書状 明治40年(1907)10月19日
京-6 退官願 明治40年(1907)10月8日

蒐書Ⅰ-1 『蔵書目録』仁義礼智信
蒐書Ⅰ-2 『書籍目録明治三十一年以降追加之部』
蒐書Ⅰ-3 『狩野氏蔵書和漢書名細目録明治四十年現在(稿)』
蒐書Ⅰ-4 『狩野氏蔵書和漢書名細目録索引』
蒐書Ⅱ-1 狩野亨吉「記憶すべき関流の数学家」(『本朝数学通俗講演集』大日本図書) 明治41年（1908）3月
蒐書Ⅱ-2 狩野亨吉「志筑忠雄の星気説」(『東洋学芸雑誌』東洋学芸社） 明治28年(1895)6月号
蒐書Ⅱ-3 狩野亨吉「安藤昌益」(『世界思潮』第3冊、岩波書店） 昭和3年（1928）5月
蒐書Ⅱ-4 安藤昌益『自然真営道』(東京大学総合図書館蔵)
蒐書Ⅲ-1 田中稲城書状 明治28年(1895)6月14日
蒐書Ⅲ-2 澤田吾一和算書借用証 明治34年(1901)
蒐書Ⅲ-3 遠藤利貞書状 7月11日
蒐書Ⅲ-4 三上義夫書状 明治42年(1909)11月20日
蒐書Ⅲ-5 平山信宛書状草稿 明治43年(1910)1月
蒐書Ⅲ-6 平山信書状 明治43年(1910)1月20日
蒐書Ⅳ-1 古写本延久年写『史記』他領収書 明治39年(1906)7月3日
蒐書Ⅳ-2 延久本『史記』孝文本紀借用書 明治40年(1907)9月1日
蒐書Ⅳ-3 「史記孝文本紀」(『仮名遣及仮名字体沿革史料』国定教科書共同販売所） 明治42年(1909)
蒐書Ⅳ-4 和田萬吉書状 大正5年(1916)11月10日
蒐書Ⅳ-5 三上参次書状 明治43年(1910)4月4日
蒐書Ⅳ-6 石川謙端書 大正6年(1917)12月10日
蒐書Ⅴ-1 『書籍借出氏名録明治廿七年五月以後』
蒐書Ⅴ-2 『明治丗四年改　書籍貸出扣簿』
蒐書Ⅴ-3 平出鏗二郎書状 明治34年(1901)9月30日
蒐書Ⅴ-4 朝倉亀三(無声)端書 大正4年(1915)3月12日
蒐書Ⅴ-5 朝倉亀三(無声)端書 大正7年(1918)1月6日
蒐書Ⅴ-6 展覧会出品物保管証 大正9年(1920)2月17日
蒐書Ⅴ-7 『狩野家図書貸出簿明治四十年五月以降』
蒐書Ⅴ-8 大村西厓書状 明治45年(1912)2月22日
蒐書Ⅴ-9 佐々木信綱書状 明治45年(1912)2月22日
蒐書Ⅵ-1 渡邊修二郎書状 明治42年(1911)8月16日
蒐書Ⅵ-2 渡邊修二郎書状 11月8日
蒐書Ⅵ-3 林若吉端書 明治43年(1910)7月18日
蒐書Ⅵ-4 林若吉書状 大正5年(1916)11月9日
蒐書Ⅵ-5 笹野堅書状 昭和3年(1928)6月17日
蒐書Ⅵ-6 集古会端書 5月9日
蒐書Ⅵ-7 小林文七書状 大正3年(1914)12月29日
蒐書Ⅶ-1 吉田金兵衛端書 明治37年(1904)2月13日
蒐書Ⅶ-2 和田萬吉書状 明治37年(1904)2月17日
蒐書Ⅶ-3 磯部亀吉端書 明治42年(1909)10月23日
蒐書Ⅶ-4 『朝鮮本計算書』
蒐書Ⅶ-5 吉田金兵衛書状 明治37年(1904)9月6日
蒐書Ⅶ-6 文行堂端書 明治38年(1905)11月20日
蒐書Ⅶ-7 鹿田静書状 明治37年(1904)12月4日
蒐書Ⅶ-8 河井書店書状 6月12日
蒐書Ⅷ-1 和田萬吉書状 明治38年(1905)7月20日
蒐書Ⅷ-2 国書刊行会書状 明治40年(1907)7月18日
蒐書Ⅷ-3 『新群書類従』第9　国書刊行会 明治40年(1907)

　　　　蒐書



蒐書Ⅷ-4 国書刊行会書状 明治40年(1907)7月23日
蒐書Ⅷ-5 『新群書類従』第3　国書刊行会 明治41年(1908)
蒐書Ⅷ-6 国書刊行会書状 大正2年(1913)12月26日
蒐書Ⅷ-7 『文明源流叢書』第2　国書刊行会 大正3年(1914)
蒐書Ⅸ-1 『送本控』 大正元年(1912)10月
蒐書Ⅸ-2 澤柳政太郎宛狩野書状草稿 大正元年(1912)11月
蒐書Ⅸ-3a 『大正十年三月至十四年二月九州帝国大学医学部眼科教室納入書目』
蒐書Ⅸ-3b 『大正拾年八月以降九州帝国大学医書目録』
蒐書Ⅸ-3c 『日比谷図書館ニ買上錦絵類目録』
蒐書Ⅸ-4 狩野文庫大入札会
蒐書Ⅸ-4a 『第壱号　山帳』 大正11年(1922)4月26日
蒐書Ⅸ-4b 『第弐号　山帳』 大正11年(1922)4月27日
蒐書Ⅸ-4c 『狩野亨吉氏蔵書売立展覧目録』 大正11年(1922)4月
蒐書Ⅸ-5 狩野の債務
蒐書Ⅸ-6 銀杏やすり
蒐書Ⅹ-1 御寄贈図書目録 明治38年(1905)
蒐書Ⅹ-2 栄川院筆写『朝庭御鷹野之影』2巻　養川院筆写・飯嶋助九郎筆
蒐書Ⅹ-3 第一高等学校礼状 明治44年(1911)12月25日
蒐書Ⅹ-3 御寄贈図書目録 明治44年(1911)12月25日
蒐書Ⅹ-4 東北帝国大学附属図書館受領状 大正13年(1924)6月21日
蒐書Ⅹ-5 東京帝国大学史料編纂所長礼状 昭和9年(1936)3月14日

鑑定Ⅰ-1 科学的方法に拠る鑑定と登録に就て
鑑定Ⅰ-2 明鑑社営業案内ゲラ
鑑定Ⅰ-3 明鑑社の申込書と封筒
鑑定Ⅰ-4 『時事新報』掲載の明鑑社広告草稿
鑑定Ⅰ-5 篠原鬼子雄書状 昭和7年(1932)8月1日
鑑定Ⅰ-6 女池賢猷書状 昭和5年(1930)7月4日
鑑定Ⅰ-7 加藤正一書状 昭和11年(1936)10月9日
鑑定Ⅱ-1 狩野亨吉「天津教古文書の批判」(『思想』） 昭和11年(1936)6月
鑑定Ⅱ-2 第1153号鑑定書『鑑定日録(1)九年十年』
鑑定Ⅱ-3 島田高敏書状 昭和13年(1938)3月16日
鑑定Ⅱ-4 第1534号鑑定書『鑑定日録(3)十三年』
鑑定Ⅱ-5 久保貞次郎「鑑定の先達・狩野亨吉」(『芸術新潮』） 昭和39年(1964)12月
鑑定Ⅱ-6 第1739号鑑定書『鑑定日録(5)十五年十六年』
鑑定Ⅲ-1 第1195号鑑定書『鑑定日録(2)十一年十二年』
鑑定Ⅲ-1 鑑定事項
鑑定Ⅲ-2a 第1700号鑑定書『鑑定日録(4)十四年』
鑑定Ⅲ-2b 鑑定事項
鑑定Ⅲ-2c 分析法による筆跡鑑定
鑑定Ⅲ-2d 総合法の筆跡鑑定資料
鑑定Ⅳ-1 鑑定関係自著の販売広告草稿
鑑定Ⅳ-2 『科学的方法に拠る書画の鑑定と登録』(明鑑社) 昭和8年（1933）8月20日
鑑定Ⅳ-3 『書画落款印譜大全』内容見本
鑑定Ⅳ-4 「日本鑑定協会」の事業
鑑定Ⅳ-5 狩野亨吉・岩上方外共編『書画落款印譜大全』第1輯　武侠社 昭和6年(1931)
鑑定Ⅳ-6 緑川秀男宛書状 昭和12年(1937)1月6日

書Ⅰ-1 「積善之家厥福惟昌」 明治10年(1877)
書Ⅰ-2 岩波茂雄書状 大正6年(1917)12月18日
書Ⅰ-3 『漱石全集』第1巻　岩波書店 大正7年(1918)
書Ⅰ-4 『漱石全集』背文字下書き 大正8年(1919)
書Ⅰ-5 岩波茂雄書状 大正8年(1919)1月25日
書Ⅰ-6 三浦周行『法制史の研究』(岩波書店) 大正8年（1919）
書Ⅱ-1 従二位勲四等侯爵佐竹義生公墓誌銘拓本
書Ⅱ-2 石川孫市翁頌徳碑銘 大正2年(1913)5月
書Ⅱ-3 元弘二年暦本跋下書き 大正7年(1918)7月
書Ⅱ-4 『日本科学古典全書』背文字下書き
書Ⅱ-5 『日本科学古典全書』第12巻　朝日新聞 昭和18年(1943）

書Ⅱ-6
三枝博音「狩野亨吉先生の追憶」(「科学古典」第3号『日本科学古典全書』第
12巻附録、

昭和18年(1943)

おわりに 履歴書草稿

　　　　鑑定

　　　　　書
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